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１．調査概要 

 

① 調査目的 

在宅療養の現場における救急対応の現状を把握することを目的とする。 

 

② 調査期間 

令和 3 年 12 ⽉ 10 ⽇（⾦）から令和 4 年１⽉ 11 ⽇（⽕） 

 

③ 調査対象 

・主に在宅療養にかかわる医療介護関連事業所の職員 

病院、診療所、薬局、訪問看護事業所、居宅介護⽀援事業所、訪問介護事業所、地

域包括⽀援センター、特別養護⽼⼈ホーム、介護⽼⼈保健施設、特定施設⼊居者⽣活

介護（有料⽼⼈ホームなど）、⼩規模多機能型居宅介護、看護⼩規模多機能型介護、

認知症対応型共同⽣活介護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護、夜間対応型訪問介

護、サービス付き⾼齢者向け住宅(特定以外） 計 1398 か所 

・練⾺管内消防署の救急隊 計 10 隊（所属 91 名） 

 

④ 調査方法 

 ・医療介護関連事業所︓web アンケート（電⼦申請）にて実施 

   ・練⾺管内消防署︓アンケート⽤紙にて実施 

 

⑤ 調査回答数 

   ・医療介護関連従事職員︓359 件 

   ・消防署職員（救急業務に従事する職員）︓91 件 

   計 450 件 
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２．調査回答結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

【医療介護従事者アンケート結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフの種類について】 

・円グラフ  ︓設問に対し、回答が 1 つの場合 

・横棒（⻘⾊） ︓設問に対し、回答が複数の場合（※回答者属性のグラフ以外） 

・100％積み上げ横棒︓クロス集計の場合 
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１ 回答者の職種 n=359 

 

回答者の職種は、「薬剤師」が最も多く、次いで「ケアマネジャー」だった。 
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２ 回答者の所属施設 n=359 

 

回答者の所属施設は、概ね１の回答者と⽐例する結果だった。 
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３ 回答者の職層 n=359 

 

回答者の職層は、「管理者」が 8 割を占めている。 

※今回のアンケートは 1 施設あたり 1 名に限らず協⼒を依頼している。 

 
 

４ 回答者の地域 n=359 
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５ 回答者の経験年数 n=359 

 

回答者の経験年数は、「11 年以上」が半数を占め、次いで「6〜10 年未満」だった。 
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Q１ 治療が必要な急変（救急⾞を呼ぶべき状況）について（複数選択）n=357  

 

救急要請の経験の有無にかかわらず、治療が必要な急変の状況について聞いたところ、最

も多かった回答は、「命の危険があると判断したとき」、次いで「意思疎通が図れないとき」

だった。 

 
 

その他の内容（抜粋） 

 

・主治医の指示 

・DNR の意思表示がなく、心肺停止しているとき 

・前回訪問時と⽐較し、明らかに体調が悪化してかつ⽣命の危険があると判断したとき 
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心肺停止しているとき

意識の消失など意思疎通が図れないとき

耐え難い痛みなど症状を強く訴えるとき

大量出⾎など明らかに命の危険があると判断

したとき

前回訪問時と⽐較し、明らかに体調が悪化し

ているとき

明らかな体調悪化がなくても、本⼈や家族が

希望するとき

自分では体調悪化の判断ができないとき

わからない

その他
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Q２ 救急⾞を呼ぶ必要がないと判断する場合の基準（複数選択）n=357 

 

救急要請の経験の有無にかかわらず、救急⾞を呼ぶ必要がないと判断するときの基準に

ついて聞いたこところ、最も多かった回答は、「医師に連絡をして判断」、次いで「ACP に沿

って判断」だった。 

 
 

その他の内容（抜粋） 

 

・本⼈の意思の確認が最優先 

・7119 へ相談 

・基本的にターミナル同意書を取り交わしていない方の変化については、救急⾞の要請な

ど含む⼀連の医療的な対応は実施 

・担当の居宅介護⽀援専⾨員に連絡し判断を仰ぐ 
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Q３ 東京消防庁の令和元年 12 ⽉に制定された「心肺蘇⽣を望まない傷病者への対応に

ついて」の認知度 n=356 

 

「聞いたことがある」と回答している割合は約 6 割だったが、「内容も⼗分理解している」

と回答したのは 2 割以下だった。 

 
 

 

【参考】Q3 心肺蘇⽣を望まない傷病者への対応に関する認知度×Q17 体調急変時の連絡

体制 クロス集計 
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Q４ Q3 で「聞いたことがあり、内容を⼗分理解している」「聞いたことはあるが、内容

はよく知らない」を選択した方のみ n=221 

「心肺蘇⽣を望まない傷病者への対応について」を知った媒体（複数選択） 

 

Q3 について知った媒体は、「職場の研修や会議」が最も多く、次いで「ネットニュース」

だった。 

 
 

その他の内容（抜粋） 

・介護ニュースレター 

・何かのパンフレット 

・⾏政からのメール 

・救急⾞を呼んだ時に知った 

・救急隊員から 
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Q５ 救急要請の経験の有無（複数選択）n=354 

 

救急要請の経験について、約 6 割が「自分が救急要請をしたことがある」を選択してい

る。約 2 割は「救急要請をした事例はない」を選択している。 

 
 

【参考】自分が救急要請をしたと回答した方の職種別割合 
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Q５－１ Q５で「自分が救急⾞を要請」「ほかの職種が要請」「家族が要請」を選択した

方のみ（複数選択） n=287 

救急要請をした理由 

 

救急要請をした理由は、「心停止」「意思疎通が困難」「明らかな体調の悪化」など病状な

どによる判断も多い⼀方、約半数は「本⼈からの訴え」を選択している。 

 
 

その他の内容（抜粋） 

 

・往診医、主治医、訪問看護師の指示 

・＃7119 に相談をした結果 

・体動困難で通院が難しかった 

・転倒⾻折などで本⼈が⾝動きできず、家族が救急⾞を呼んだ 
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前回訪問時と⽐較し、明らかに体調が悪化

していた

家族が心配して要請を希望した

施設等のルールのため要請をした

分からない

その他
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Q5－２ Q５－１で「耐え難い痛みなど本⼈の訴え」「体調の悪化」と選択した⼈のみ 

内容抜粋（自由記載） 

 

・意識はあったが呂律が回らず、発話に異常があった 

・呂律障害や⿇痺がみられた 

・ベッドから起き上がれず、2，3 ⽇まともに食事もとれていない状況であった 

・がん末期で⿇薬による疼痛コントロールが及ばなかった状況 

・苦痛に耐えている表情 

・医師が、管理不可能なくらいの痛みもしくは体調不良 

・胸の痛みの訴えがあった 

・呼吸困難・喘息憎悪 

・sop2 の明らかな低下 

・⾻折していると思われる為 

・転倒し、足の痛みで⾝動き取れない状態 

・自⼒での移動が出来ない 

・めまいが酷くて⽴っていられない 

・腹痛 

・嘔吐が止まらなかった 

・「いつもより痛くて我慢できないので救急⾞を呼んで欲しい」と本⼈から⾔われた 

 

Q5－３ Q5－１で「施設などのルール」と選択した方のみ 

内容抜粋（自由記載） 

 

・38.5℃以上。SP02 90％以下 など 

・看護師にオンコールし、家族希望などの総合的な指示の元⾏うルール 

・⼊所者で看取り介護の同意がなく、急変となった場合、看護職員又は医師の指示により、

ご家族へ連絡、意向確認し要請 

・意識レベル、出⾎の状況など 

 

 

 

 

14



 
 

Q５－４ Q５で「自分が救急⾞を要請」「ほかの職種が要請」「家族が要請」を選択した

方のみ（複数選択） n=279 

誰の判断で救急要請をしたか 

 

救急要請を判断は、「医師」が最も多く、次いで「自分」だった。「自分」の職種別割合で

は、「ケアマネジャー」が最も多い。 

 
 

【参考】「自分」の職種別割合 
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Q５－５ 利⽤者（患者）の情報に関して、救急隊への情報提供（複数選択）n=291 

 

情報提供の方法は、全体的に「口頭説明」が多い。また、約 8 割が、専⾨職からの説明を

選択している。 

 
 

その他の内容（抜粋） 

 

・状況説明は口頭、バイタルサインはメモにして渡す 

聞かれたことについては持ち歩きのカルテから情報提供 

・おくすり手帳 

・事業所で作成している緊急時対応情報を基に情報を提供 
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Q６ 自分が救急要請をしたことがある方のみ n=272 

救急要請に迷ったことがあるか 

 

救急要請について、「いつも迷う」と「迷ったこともある」を合わせると約 7 割を占める。 

 
 

【参考】職種とのクロス集計 
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Q６－１ Q６の理由（抜粋） 

【いつも迷う】 

・医療職でないので、判断に困る 

・救急が良いのか、しばらく様⼦を⾒た方が良いのか判断に迷う 

・ご利⽤者の⽇頃の状態を把握していない場合、救急隊への情報提供が不⼗分なままでよ

いのかと不安 

 

【迷ったこともある】 

・医療の指示ではないと判断できず迷ってしまう 

・救急⾞を呼ぶレベルの状態か判断がつかなかったため 

・呼ぶべきか、あと少し経過観察で良いものか 

・けいれん発作は⼀過性であることが多く、救急⾞が来た時には治まっているため、呼ぶ

べきか迷う。10 分けいれんしたら呼べとは⾔うが、強直性の場合、1 分が 1 時間にも

感じられるため、呼ぶべきか迷う。 

・訴えが頻回な方で、でも万が⼀を考えると判断に迷う 

・判断基準があいまい 

・独居の方や認知症の方、ご家族と疎遠な方など、ACP がとれていない、ご意向を聞き取

っていない状況での判断に迷う時がある 

・家族の意向を聞くべきだがすぐに連絡が取れなかった時 

・本⼈が救急を望まないが、自宅での看取りも望んでいなかった 

 

【ほぼ迷わない】 

・状態的に迷った場合は呼ぶ方が良いと判断している 

・訪問看護師として普段のご利⽤者様の様⼦を観察してきているため、急変時はすぐに 

判断ができる 

・ACP の内容を常⽇頃確認している 

・家族からのクレームになる可能性があるので、ほぼ迷わずに要請する 

 

【迷ったことはない】 

・明らかに搬送する様⼦ばかりだった為 

・救急搬送時に必要な書類の⽤意を事前にしている為 

・救急要請をするかは法⼈の医師判断になっているから 
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Q６－２ Q６で「いつも迷う」「迷ったことがある」を選択した方のみ n=185 

迷った結果、救急要請の有無（複数選択） 

 

迷った結果、救急要請をしている場合が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】「自分の判断で救急要請」の「自分」の職種分類 
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その他
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Q７ 救急隊到着後の搬送拒否 n=295 

 

救急隊到着後の搬送拒否について、「断ったことがある」と回答している割合は、約 1 割

だった。 

 
 

【参考】職種とのクロス集計 
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Q７－１ Q７で「断ったことがある」と選択した方のみ n=46 

搬送拒否の理由（複数選択） 

 

搬送拒否の理由は、「本⼈が希望しなかったため」が最も多く、半数以上が選択している。 
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Q7－２ Q７で「断ったことがある」と選択した方のみ n=42 

搬送拒否の判断をした⼈ 

 

搬送拒否の判断は、約 6 割が「本⼈」を選択している。 
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Q７－３ Q７で「断ったことがある」と選択した方のみ n=39 

救急搬送の拒否の結果 

 

搬送拒否の結果、搬送されなかった場合が多い。また、約 3 割が「状態が改善したため搬

送されなかった」を選択している。 
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Q８ 救急搬送の際に提示を求められる利⽤者の個⼈情報（⽒名など基本情報、既往歴や

服⽤薬などの医療情報、緊急連絡先）の事前準備について n=346 

 

救急搬送の際に求められる利⽤者の個⼈情報について、事前に準備を「している」と回答

している割合は約 4 割だった。 

 
 

【参考】職種とのクロス集計 
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Q９ 施設の方のみ n=57 

救急搬送等に関する提携先の病院の有無 

 

提携先の病院について、「ある」と回答している割合は約半数だった。 

 
 

【参考】施設種別とのクロス集計 
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Q10 利⽤者（患者）の病状の理解 n=324 

 

病状について、「⼗分理解している」と回答している割合は約 7 割だった。理解の有無に

かかわらず、「医師から説明を受けている」と回答している割合は約 5 割だった。 

 
【参考】施設種別とのクロス集計 
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Q11 利⽤者（患者）の病状について、多職種間での共有 n=334 

 

病状の多職種間の共有について、「おおむね共有できている」と回答している割合は約 6

割だった。「あまり共有できていない」「できていない」を合わせても 1 割に満たない。 

 
 

【参考】職種とのクロス集計 
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Q11－１ Q11 で「共有できているとできていないときがある」「あまり共有できていな

い」「できていない」と回答した方のみ n=112 

共有できていない理由（複数選択） 

 

共有できていない理由は、「共有する機会や時間がない」が最も多かった。 

 
 

その他の内容（抜粋） 

 

・⼀同に会して話し合う場が少ないため 

・ケアマネジャーから連絡をもらわないと知らないことが出てくる 
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・本⼈に共有してよいか確認が取れていない。本⼈が嫌がる場合がある 

・共有しているつもりでも、サービス事業所によっては事業所内の伝達がうまく⾏って

いないところもある 

・業務範囲ではないため 

・突発性、関わる期間などでも共有状況が変わってくる 
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Q12 利⽤者（患者）の「体調急変時の対応」について、本⼈や家族と対応の希望につい

て具体的に話し合いをしているか n=335 

 

具体的な話し合いを「⼗分⾏っている」と回答している割合は約 2 割だった。「⼗分に⾏

っている」「⼀応⾏っている」を合わせると約 7 割だった。 

 
  

【参考】職種とのクロス集計 
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Q13 利⽤者（患者）の「体調急変時の対応」について、医師からの事前指示 n=333 

 

体調急変時の対応について、医師から「おおむね指示がある」と回答している割合は約 3

割だった。 

 
 

【参考】職種によるクロス集計 
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Q14 利⽤者（患者）の「体調急変時の対応」への理解 n=331 

 

体調急変時の対応について、「⼗分理解できている」と回答している割合は約 2 割だった。 

 
 

【参考】職種によるクロス集計 
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Q15 Q12 で「⼗分に⾏っている」「⼀応⾏っている」と選択した方のみ n=250 

「体調急変時の対応」の共有時期（複数選択） 

 

情報共有の時期は、約 8 割が「ケア会議など打ち合わせ」を選択している。 
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Q16 利⽤者（患者）の「体調急変時の対応」について、多職種で⼀利⽤者（⼀患者）あ

たりの共有頻度 n=317 

 

情報共有の頻度は、複数回⾏っている割合は約 6 割だった。 

 
 

 【参考】職種によるクロス集計 
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Q16－1 利⽤者（患者）の「体調急変時の対応」について、多職種で共有するタイミン

グ（複数選択）n=306 

 

多職種間で情報共有するタイミングは、約 9 割が「病状の変化があったとき」を選択し

ている。次いで、約 6 割が「退院するとき」を選択している。 

 
 

その他の内容（抜粋） 

 

・⼊所時 

・看取り介護の同意時（医師との話し合い後等） 

・契約時 

・初回利⽤時に共有 

・訪問診療にて 

・包括はこれまで関わりのない地域住⺠の緊急対応をすることが殆どであり、急変時の対

応の共有をするという機会が殆どない 
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Q17 利⽤者（患者）の「体調急変時の対応」についての連絡体制 n=334 

 

連絡体制が「決まっている」と回答している割合は約半数だった。 

 
 

【参考】 職種によるクロス集計 
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Q18 Q17 で「決まっている」「決まっている場合もある」と選択した方のみ n=287 

連絡体制の文書化 

 

連絡体制について、「おおむね文書化されている」と回答している割合は約半数だった。 

 
 

【参考】Q21「体調急変時の対応」の理想とのクロス集計 
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Q19 Q18 で「おおむね文書化されている」「文書化されていることもある」と選択した

方のみ n=235 

  文書の管理者 （該当するもの上位３つまで） 

 

文書の管理者は、専⾨職が多くを占めている。また、約 7 割が「ケアマネジャー」を選択

している。 
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Q20 Q18 で「おおむね文書化されている」「文書化されていることもある」と選択した

方のみ n=236 

文書の管理場所（該当するもの上位３つまで） 

 

文書の管理場所について、約 6 割が「係わっている職種が事務所内で管理している」を

選択している。また、「すぐ読めるように張り出している」を選択した割合は約 3 割だった。 

 
 

【参考】職種とのクロス集計 
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Q21 「体調急変時の対応」の理想 （該当するもの上位３つまで）n=331 

 

急変時の理想の対応として、「職種間や家族での共有」が最も多く、「消防への情報提供が

速やかにできる」を選択した割合は約 1 割で最も少なかった。 
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本⼈や家族の希望に沿って対応できている

分からない

その他
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Q22 「体調急変時の対応」の現状と Q21 で答えた理想との⼀致状態 n=329 

 

理想と現実が「おおむね合っている」と回答している割合は約 4 割だった。 

 
 

【参考】職種とのクロス集計 
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Q22－１ Q22 で「合っているときもある」「ほとんど合っていない」「合っていない」

と選択した方のみ n=165 

⼀致していない理由（該当するもの上位３つまで） 

 

理想と現状が⼀致していない理由は、約 6 割が「病状の変化に合わせて、対応を話せて

いない」を選択している。 

 
 

その他の内容（抜粋） 

 

・ご家族の意思が固まっていない 

・今元気な方は、ご本⼈やご家族に話すタイミングがない 

・病状の変化や、いざというときの本⼈の気持ちに変化があり、話し合いで決めた通りに

はならない 

・家族が、急変時に、取り決めと違う対応を求めてくることがあるから 

・病状の理解やとらえ方になどによって、対応が異なってくる 
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Q23 「最期の迎え方」について、本⼈や家族と具体的に話し合いができているか n=341 

 

具体的な話し合いを「⼗分に⾏っている」と回答している割合は約 1 割だった。「⼗分⾏

っている」「⼀応⾏っている」を合わせると約 6 割だった。 

 
 

【参考】職種とのクロス集計 
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Q24 Q23 で「⼗分⾏っている」「⼀応⾏っている」と選択した方のみ n=226 

状況にあわせて、話し合いを複数回実施しているか 

 

話し合いを複数回「⼗分に⾏っている」と回答している割合は約２割だった。 

 
 

【参考】職種とのクロス集計 
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Q25  Q23 で「⼗分⾏っている」「⼀応⾏っている」と選択した方のみ n=204 

「最期の迎え方」の話し合い内容の多職種の共有時期（該当するもの上位３つまで） 

 

情報共有の時期としては、Q15(P32)同様、「ケア会議など打ち合わせ」が最も多い。 
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Q26 「最期の迎え方」の話し合いの内容について、多職種で⼀利⽤者（⼀患者）あたり

の共有頻度 n=311 

 

情報共有の頻度は、複数回⾏っている割合は約４割だった。Q16(P33)より 2 割程度低い。 

 
 

【参考】職種とのクロス集計 
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Q26－１ 「最期の迎え方」の話し合いの内容について、多職種で共有するタイミング 

   （複数選択）n=283 

 

情報共有するタイミングは、Q17(P35)同様、約 9 割が「病状の変化があったとき」を選

択している。 

 
 

その他の内容（抜粋） 

 

・終末医療に⼊った時 

・最期の迎え方については話し合っていない 

・本⼈や家族がもしものときのことを考える必要性を感じたとき 

・話し合いをしなければと思うが、本⼈・家族との面談で『死』を話し合うきっかけが難 

しいと躊躇する 
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Q27 「最期の迎え方」の話し合いの内容についての文書化 n=312 

 

話し合いに内容について「おおむね文書化されている」と回答している割合は 4 割だっ

た。Q18(P36)より約 1 割程度低い。 

 
 

【参考】職種とのクロス集計 
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Q28 Q27 で「おおむね文書化されている」「文書化されていることもある」と選択した

方のみ n=235 

  文書の管理者 （該当するもの上位３つまで） 

 

文書の管理者は、Q19(P37)同様、専⾨職が多くを占めた。また、約 7 割が「ケアマネジ

ャー」を選択している。 

 
 

その他の内容（抜粋） 

 

・管理者 

・MSW 

・⽣活相談員 

・相談員 

・直接処遇職員 

・事業所で保管し、何かあった場合は誰でも連絡が取れるような形となっている 
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Q29 Q27 で「おおむね文書化されている」「文書化されていることもある」と選択した

方のみ n=211 

文書の管理場所（該当するもの上位３つまで） 

 

Q20(p38)同様、「係わっている職種が事務所内で管理している」が⼀番多く、約 7 割が

選択している。「すぐに読めるように張り出している」を選択している割合は約１割で、Q20

より 2 割程度低い。 

 
 

その他の内容（抜粋） 

 

・ホーム内の個⼈情報ファイル等 

・施設事務所内の書庫 

・担当者会議録として各事業所へ文書で交付している 
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Q30 「最期の迎え方の対応」の理想（該当するもの上位３つまで）n=329 

 

理想の対応として、「職種間や家族での共有」が最も多く、「連絡体制が決まっている」が

最も少なかった。 
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Q31 「最期の迎え方の対応」の現状と Q30 で答えた理想との⼀致状態 n=327 

 

理想と現状について、「おおむね合っている」と回答している割合は約４割だった。

Q22(P40)と⽐較すると、若⼲低い程度だった。 

 
 

【参考】職種とのクロス集計 
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Q31－１ 「合っているときもある」「ほとんど合っていない」「合っていない」と選択し

た方のみ n=156 

⼀致していない理由（該当するもの上位３つまで） 

 

理想と現状が⼀致していない理由は、Q22-1(P41)同様、「利⽤者の状況に合わせて、話

し合いが⾏われていない」が最も多い。また、Q22-1 と⽐較すると、「話し合う余裕がない」

「話し合ったことがない」が大幅に増えている。 
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【救急隊職員アンケート結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフの種類】 

・円グラフ   ︓設問に対し、回答が 1 つの場合 

・横棒（⻘⾊） ︓設問に対し、回答が複数の場合 

・横棒（⻩⾊） ︓設定された回答に多い順に順位を付け、順位を数値化した場合 

・100％積み上げ横棒︓クロス集計の場合 
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１ 回答者の職種 n=91 

 
 

２ 回答者の地域 n=91 
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３ 回答者の経験年数 n=91 
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【救急要請が「自宅（在宅療養者）」からの場合】 

Ｑ１ 在宅療養中と思われる患者の救急要請 n=91 

 

 ほぼすべての職員が、在宅療養中と思われる患者の救急要請を「受けたことがある」と回

答している。 

 
※在宅療養中かどうかは、家の様⼦などから判断。 
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Ｑ２ 救急要請の理由 n＝90 

 

救急要請の理由は、「体調の急変」が最も点数が⾼く、次いで「家族が不安になった」が

⾼い。また、「家族が不安になった」「事業所の職員が不安になった」を合わせると、「体調

の急変」より⾼い。 

 
※多い順に番号を振ってもらい、番号を数値化し、計算している 

１＝８点 ２＝７点 ３＝６点 ４＝５点 ５＝4 点 ６＝３点 ７＝２点 ８＝１点 

 

【参考】Q2 の順位別集計 

 
 

Ｑ３ Ｑ２のその他の内容（抜粋） 

・かかりつけ医、往診医の指示 

・実家の両親に相談したところ、救急要請に⾄る。本⼈が不安になったため 
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Ｑ４ 救急要請をした⼈ n=89 

 

救急要請をした⼈は、「家族」が最も点数が⾼く、次いで「ケアマネジャー」が⾼い。ま

た、医療専⾨職を合わせると、ほぼ家族と同等であった。 

 
※多い順に番号を振ってもらい、番号を数値化し、計算している 

１＝７点 ２＝６点 ３＝５点 ４＝4 点 ５＝３点 ６＝２点 ７＝１点 

 

【参考】Q4 の順位別集計 

 
 

Ｑ５ Ｑ４のその他の内容 

 

・友⼈ 

・隣⼈ 

・警備会社 
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Ｑ６ 情報提供の方法 ｎ＝90 

 

情報提供の方法は、「家族から口頭説明」が最も多い。全体的に口頭説明が多くを占める。 

医療介護従事職員アンケート Q5(P16)の回答結果と「口頭説明」が多い点は⼀致してい

る。 

 
 

Q７  Q６のその他 

 

・電話で 

・書類は、⾔わないと出てこない 
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Q８ Q１で救急要請を受けたことがあると答えた方のみ n=90 

救急要請を受けて自宅に到着した後に、救急搬送を断られたことはあるか  

 

救急隊到着後の搬送拒否について、約６割が「ある」と回答している。医療介護従事職員

アンケート Q7(P20)の回答結果と差が⾒られる。 
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Q９ Q８で断られたことがあると答えた方のみ ｎ＝54 

救急搬送を断られた理由 

 

救急搬送を断られた理由は、医療介護従事職員アンケート Q7-1(P21) の回答結果と同

様、「本⼈による意思表示」が最も多い。 

 
 

Q10 Q９のその他の内容 

 

・病院がみつからない 

・かかりつけ医と連絡が取れないため。かかりつけ以外⾏きたくない 
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Q11  Q８で断られたことがあると答えた方のみ ｎ＝54 

救急搬送拒否の判断をした⼈ 

 

救急搬送拒否の判断は、「本⼈」や「家族」が多い。医療介護従事職員アンケート Q7-2(P22) 

の回答結果と同様だった。 
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Q13  Q８で断られたことがあると答えた方のみ ｎ＝54 

救急搬送拒否後の対応 

 

救急搬送拒否後の対応について、「医師に連絡が取れて、搬送しなかった」が最も多く、

次いで、「状態が改善したため」だった。医療介護従事職員アンケート Q7-3(P23) の回答

結果とは、若⼲異なる結果となった。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

11

3

22

31

30

11

0

0 5 10 15 20 25 30 35

ACPの確認ができず、搬送した

ACPは確認できたが、医師に連絡が取れず、

搬送した

詳細は覚えていないが、搬送した

医師に連絡が取れて、搬送しなかった

状態が改善していたため、送しなかった

詳細は覚えていないが、搬送しなかった

分からない

63



 
 

Q14 Q１で救急要請を受けたことがあると答えた方のみ n=86 

ACP を確認した事例 

 

ACP を確認した事例は少なく、約 6 割が「ない」と回答している。 
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Q15  Q１で救急要請を受けたことがあると答えた方のみ n=75 

DNAR を確認した事例 

 

DNAR を確認した事例は、「ある」「少ない」を合わせると約８割を占める。 
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Q16 令和元年の 12 ⽉に「心肺蘇⽣を望まない傷病者への対応について」を制定してか

ら、搬送件数は変わったか n=90 

 

約 7 割は、「心肺蘇⽣を望まない傷病者への対応について」が開始されても、搬送件数は

「変わっていない」と回答している。 

 
 

 

Q17 Q16 の理由（抜粋） 

 

・ACP の事案自体、件数が少なく、搬送件数にはあまり影響がないと思われるため 

・「心肺蘇⽣を望まない傷病者への対応について」を制定しても、訪問看護師やヘルパー、

ケアマネ等は関係なく救急要請してくる 

・コロナの影響で件数減少したが、ACP 事案は少なく、多忙期の件数は減少している印

象はない。年々、忙しくなっている 

・DNAR はあっても、ACP まで話が進んでいない 

・そもそも家族が理解しておらず、救急要請している 
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変わった（減った）

変わった（増えた）

変わっていない

分からない
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Q18 在宅療養者の救急搬送に関する対応に関ついて、困っていることや課題と思うこ

と（自由記載）※抜粋 

 

・治療方針は救急病院に収容依頼する際、必ず聞かれるので決めておいてほしい。 

・家族、関係者が不安になり救急要請することは仕方がないことと思うが、まずかかりつ

け医に連絡し、どのようにするか対応を確認してもらえるとスムーズに活動できる。家族

からの情報など、分かり易いように整理しておいてほしい。（既往症など。決められた⽤

紙に記⼊してもらえると、初めてでも⾒やすい。） 

・情報聴取が難しい。 

・ 終末期医療や ACP・DANR の理解が不足していること。また、いざ搬送する際に、救

命センターへの搬送を受理するのか、あるいは、看取りを含めた直近の病院への搬送を希

望するのか、そもそも自宅で最期を迎えるのか、判断できない家族がいること。 

・在宅になった場合、今後のライフプラン等を決めていただきたい。 救急隊は、病院へ

（救命センター）搬送を望まれれば搬送しなければならない。在宅になった時点で医師等

から救命センターとはどのような場所であるか本⼈、家族に説明して頂きたい。 

・帰りの面倒を⾒る⼈が居ないので、受け⼊れを断られる。独居の場合付添いがいない。

付添いがいない場合は、受⼊先がみつからない。 

・慢性的な症状やその増悪での救急要請の場合、本⼈または家族に連絡する余裕がある場

合、かかりつけ医に救急要請を⾏うことを伝えていただきたい。救急隊としてもその傷病

者と初めて接することがほとんどであり、経過等を搬送先に、FAX 等で伝達できるよう

にしていただくことで病院も決まりやすいのではないでしょうか。また、夜間、休⽇でも、

対応可能な電話番号を本⼈に周知していただくと救急隊からも診療情報の提供が依頼し

やすいと思います。 

・かかりつけ医と即座に取れる連絡体制を確⽴してほしい。 

・医師・看護師・ケアマネジャー等、いずれも夜間に連絡が取れない⼈が多すぎる。 

・明らかなタクシー利⽤を⾏う方が多い。 

・自⽴しており、自⼒歩⾏可能状態で救急要請は、必要性を考えるようにして欲しい。 
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【救急要請が「施設」からの場合】 

Ｑ１ 施設利⽤者の救急要請 n=89 

 

約 9 割が、施設利⽤者の救急要請を「受けたことがある」と回答している。 
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分からない
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Q２ 救急要請の理由 n＝84 

 

救急要請の理由は、「体調の急変」が最も点数が⾼く、そのほか「意思疎通が図れない」

など、利⽤者本⼈の体調に関することが多くを占める。また「施設のルール」や「施設職員

の不安」など、施設側の事情も少なくはない。 

 
※多い順に番号を振ってもらい、番号を数値化し、計算している 

１＝８点 ２＝７点 ３＝６点 ４＝５点 ５＝4 点 ６＝３点 ７＝２点 ８＝１点 

 

【参考】Q2 の順位別集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３ Ｑ２のその他の内容（抜粋） 

・施設職員が主治医に電話相談した結果、医師の指示で救急要請となったパターンが多い 

・施設での搬送手段が無い為 

371
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Ｑ４ 救急要請をした⼈ n=84 

 

救急要請をした⼈は、「施設職員」が最も点数が⾼い。次いで「施設医」が⾼く、施設関

係者が多い。 

 
※多い順に番号を振ってもらい、番号を数値化し、計算している 

１＝6 点 ２＝5 点 ３＝4 点 ４＝3 点 ５＝2 点 ６＝1 点 

 

【参考】Q2 の順位別集計 

 
 

 

Ｑ５ Ｑ４のその他の内容 

（記⼊なし） 
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Ｑ６ 情報提供の方法 ｎ＝84 

 

情報提供の方法は、「医師や看護師以外の職種からの口頭説明」が最も多い。【在宅】

Q6(P59)の回答結果と同様、全体的に口頭説明が多い。ただし、【在宅】Q６(P59)の回答結

果と⽐較して、書類提示の割合は、施設利⽤者の場合のほうが⾼い。 

 
 

Q７  Q６のその他の内容 

（なし） 
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Q８ Q１で救急要請を受けたことがあると答えた方のみ n=83 

救急要請を受けて自宅に到着した後に、救急搬送を断られたことはあるか  

 

救急隊到着後の搬送拒否について、約４割が「ある」と回答している。【在宅】Q８(P60)

の回答結果と⽐較すると若⼲低い。 
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Q９ Q８で断られたことがあると答えた方のみ ｎ＝39 

断られた理由 

 

救急搬送を断った理由は、【在宅】Q９(P61)の回答結果と同様、「本⼈による意思」が最

も多い。 

 
 

Q10 Q９のその他 

 

・DNAR が確認取れたため 

・ACP 該当であったため 

・認知症の方が普段からの病状で要請した 
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Q11  Q８で断られたことがあると答えた方のみ ｎ＝38 

救急搬送拒否の判断をした⼈ 

 

救急搬送拒否の判断は、「本⼈」「家族」が多い。【在宅】Q11(P62)の回答結果とほぼ同様

の結果だった。 

 
 

Q12 Q11 のその他の内容 

（なし） 
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Q13  Q８で断られたことがあると答えた方のみ ｎ＝38 

その後の対応 

 

「状態が改善したため搬送しなかった」が最も多い。医療介護従事職員アンケート Q7-

3(P23)の回答結果とほぼ同様の結果だった。 
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Q14 Q１で救急要請を受けたことがあると答えた方のみ n=83 

ACP を確認した事例 

 

ACP を確認した事例は少なく、７割が「ない」と回答している。 

【在宅】Q14(64)の回答結果と⽐較すると、ACP を確認した事例は、施設利⽤者のほう

が、約 1 割低い。 
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Q15  Q１で救急要請を受けたことがあると答えた方のみ n=80 

DNAR を確認した事例 

 

DNAR を確認した事例は、「ある」「少ない」を合わせると約８割を占める。【在宅】

Q15(P65)の回答結果とほぼ同様の結果だった。 
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Q16 令和元年の 12 ⽉に「心肺蘇⽣を望まない傷病者への対応について」を制定してか

ら、搬送件数は変わったか n=84 

 

約 7 割は、「心肺蘇⽣を望まない傷病者への対応について」が開始されても、搬送件数は

「変わっていない」と回答している。【在宅】Q16(P66)の回答結果と同様の結果だった。 

 
 

 

Q17 Q16 の理由（抜粋） 

 

・ACP の事案が少ないため 

・「心肺蘇⽣を望まない傷病者への対応について」を制定しても、施設関係者は関係なく

救急要請している 

・DANR は出ていても、ACP まで⾄っていない︖ 

・ACP についての理解不足、あるいは、書類等を確認せずとりあえず救急要請している 
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Q18 在宅療養者の救急搬送に関する対応に関ついて、困っていることや課題と思うこ

と（自由記載）※抜粋 

 

・提携病院に連絡していない、提携する医療機関の把握が出来ていない職員が多い。 

・搬送先医療機関は救急隊任せ。 

・夜間帯など職員の数が少ない時間であると同乗を断る職員が多い。 

・施設⼊居中にも関わらず、情報が⽒名・⽣年⽉⽇しか分からない場合があった。普段⽐

較的元気な方だからか、救命処置の希望について、家族や本⼈と相談をしていない施設が

多く、CPA の場合に確認がとれないことがある。 

・病院から、家族の同意と連絡を必ず聞かれるので、あらかじめ連絡をしてほしい。 

・とりあえず 119 番通報し、救急要請する風潮は、改善してほしい。ACP について施設

職員全員が理解してほしい。 

・救急⾞の選択順位が⾼すぎる。まずは、協⼒医療機関の医師、看護師が現場に来て対応

すべきだと思う。 

・患者情報は⼀枚の紙にまとめようにしていただけると早期の搬送につながる。 

・明らかに重症等でない状態であっても、施設医に相談していない時がある。施設医がす

ぐに対応する等の連携を図れていないことが多い。施設職員が家族に連絡していないこ

とがある。施設職員が病院への付き添いを⾏わないことがある。（⼈員不足や家族がいる

ため。）救急隊が来るまでに情報がまとまっていないことが多い。 

・施設職員の中には、患者が救急要請されるまでの経緯や患者本⼈の情報（ADL、既往症

等）をこちらが聞いても答えられない。あるいは、情報を聴取するまでに時間がかかるこ

とがあるため、⽇頃から救急要請時には、患者情報等を迅速に伝達できるよう準備をして

おいてほしい。 

・施設職員が主治医の往診医に相談してくれるが、医師が直接診察せずに医師の指示で救

急要請されることが多い印象がある。 

・提携している救急病院がない。あったとしてもかかりつけではないため、受け⼊れを断

られる。 

・施設の⾞両等で対応できる場合があるにもかかわらず、救急要請を⾏っている事が多

い。軽症と判断できる場合でも、救急⾞を利⽤している事が多い。 

・傷病者の情報をしっかりまとめている施設とそうでない施設があり、病院選定開始まで

の時間に差があるように思う。また、救急側がどんな情報を求めているのか伝えていく、

情報の共有化が必要と感じている。 
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３ 参考資料 

 ・アンケート内容 

 ・数値データ 
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〜

10
年

未
満

11
年

以
上

Ⅱ
 
救
急
要
請
先
が
⾃
宅
の
場
合
（
R2
年
1⽉

か
ら
現
在
ま
で
の
案
件
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
） 1

2
3

4
5

6
7

8
9

10

在
宅
療
養
中
と
思
わ
れ
る
患
者
の
救
急
要
請
を
受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
︖

※
コ

ロ
ナ

患
者

含
ま

ず
１

つ
受

け
た

こ
と

が
あ

る
受

け
た

こ
と

は
な

い
分

か
ら

な
い

心
肺

停
止

し
て

い
た

た
め

意
識

消
失

な
ど

急
に

意
思

疎
通

が
図

れ
な

く
な

っ
た

た
め

耐
え

難
い

痛
み

な
ど

の
症

状
の

訴
え

が
あ

っ
た

た
め

明
ら

か
に

体
調

が
急

変
し

た
た

め
か

か
り

つ
け

医
と

連
絡

が
取

れ
な

か
っ

た
た

め
家

族
が

不
安

に
な

っ
た

た
め

か
か

わ
っ

て
い

る
事

業
所

の
職

員
が

不
安

に
な

っ
た

た
め

そ
の

他

3
（

２
で

「
そ

の
他

」
に

〇
を

つ
け

た
方

の
み

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

自
由

記
載

本
⼈

家
族

か
か

り
つ

け
医

看
護

師
介

護
士

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
そ

の
他

5
（

４
で

「
そ

の
他

」
に

〇
を

つ
け

た
方

の
み

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

自
由

記
載

6
（

１
で

「
受

け
た

こ
と

が
あ

る
」

に
〇

を
付

け
た

方
の

み
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
救
急
搬
送
対
象
者
の
誰
か
ら
ど
の
よ
う
に
情
報
提
供
を
さ
れ
ま
し
た
か
︖

複
数

医
師

や
看

護
師

か
ら

文
書

（
書

類
）

を
提

示

医
師

や
看

護
師

以
外

の
か

か
わ

っ
て

い
る

職
種

か
ら

文
書

（
書

類
）

を
提

示

家
族

か
ら

文
書

（
書

類
）

を
提

示
本

⼈
か

ら
文

書
（

書
類

）
を

提
示

医
師

や
看

護
師

か
ら

口
頭

説
明

医
師

や
看

護
師

以
外

の
か

か
わ

っ
て

い
る

職
種

か
ら

口
頭

説
明

家
族

か
ら

口
頭

説
明

本
⼈

か
ら

口
頭

説
明

そ
の

他
分

か
ら

な
い

7
（

６
で

「
そ

の
他

」
に

〇
を

つ
け

た
方

の
み

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

自
由

記
載

8
（

１
で

「
受

け
た

こ
と

が
あ

る
」

に
〇

を
付

け
た

方
の

み
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
救
急
要
請
を
受
け
て
⾃
宅
に
到
着
し
た
後
に
、
救
急
搬
送
を
断
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
︖

１
つ

あ
る

な
い

分
か

ら
な

い

9
（

８
で

「
あ

る
」

に
〇

を
付

け
た

方
の

み
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
ど
の
よ
う
な
理
由
で
し
た
か
︖

※
多
い
と
思
う
３
つ
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

３
つ

本
⼈

の
意

思
（

⾏
き

た
く

な
い

な
ど

）
を

確
認

し
た

た
め

体
調

が
回

復
し

た
た

め
か

か
り

つ
け

医
に

連
絡

が
取

れ
た

た
め

家
族

が
気

が
動

転
し

て
呼

ん
だ

た
め

か
か

わ
っ

て
い

る
事

業
者

職
員

が
気

が
動

転
し

て
呼

ん
だ

た
め

そ
の

他
分

か
ら

な
い

10
（

９
で

「
そ

の
他

」
に

〇
を

つ
け

た
方

の
み

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

自
由

記
載

11
（

８
で

「
あ

る
」

に
〇

を
付

け
た

方
の

み
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
誰
の
判
断
で
し
た
か
︖

複
数

本
⼈

家
族

か
か

り
つ

け
医

看
護

師
介

護
士

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
そ

の
他

分
か

ら
な

い

12
（

11
で

「
そ

の
他

」
に

〇
を

つ
け

た
方

の
み

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

自
由

記
載

13
（

８
で

「
あ

る
」

に
〇

を
付

け
た

方
の

み
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
そ
の
後
の
対
応
は
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
︖

複
数

AC
Pの

確
認

が
で

き
ず

、
搬

送
し

た

AC
Pは

確
認

で
き

た
が

、
医

師
に

連
絡

が
取

れ
ず

、
搬

送
し

た

詳
細

は
覚

え
て

い
な

い
が

、
搬

送
し

た
医

師
に

連
絡

が
取

れ
て

、
搬

送
し

な
か

っ
た

状
態

が
改

善
し

て
い

た
た

め
、

搬
送

し
な

か
っ

た
詳

細
は

覚
え

て
い

な
い

が
、

搬
送

し
な

か
っ

た
分

か
ら

な
い

14
（

１
で

「
受

け
た

こ
と

が
あ

る
」

に
〇

を
付

け
た

方
の

み
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
AC
Pを

確
認
し
た
事
例
は
あ
り
ま
し
た
か
︖

１
つ

あ
る

（
10

件
以

上
）

少
な

い
（

10
件

未
満

）
な

い
分

か
ら

な
い

15
（

１
で

「
受

け
た

こ
と

が
あ

る
」

に
〇

を
付

け
た

方
の

み
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
D
N
AR
を
確
認
し
た
事
例
は
あ
り
ま
し
た
か
︖

１
つ

あ
る

（
10

件
以

上
）

少
な

い
（

10
件

未
満

）
な

い
分

か
ら

な
い

16
令
和
元
年
の
12
⽉
に
「
⼼
肺
蘇
⽣
を
望
ま
な
い
傷
病
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
を

制
定
し
て
か
ら
、
搬
送
件
数
は
変
わ
り
ま
し
た
か
︖

１
つ

変
わ

っ
た

（
減

っ
た

）
変

わ
っ

た
（

増
え

た
）

変
わ

っ
て

い
な

い
分

か
ら

な
い

4

（
１

で
「

受
け

た
こ

と
が

あ
る

」
に

〇
を

付
け

た
方

の
み

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

誰
の
判
断
で
救
急
要
請
が
あ
り
ま
し
た
か
︖

※
多
い
順
に
番
号
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
（
ご
⾃
身
の
感
覚
で
お
答
え
い
た
だ
い
て

構
い
ま
せ
ん
）

複
数

（
番

号
）

医
療
介
護
消
防
連
携
事
業
に
関
す
る
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

選
択

項
目

選
択

項
目

1
在

宅
療

養
と

は
︓

自
宅

に
お

い
て

、
介

護
や

医
療

を
受

け
て

い
る

こ
と

。
※

家
の

様
⼦

な
ど

か
ら

判
断

し
て

お
答

え
い

た
だ

い
て

構
い

ま
せ

ん
。

※
救

急
要

請
の

範
囲

は
、

発
熱

や
腹

痛
な

ど
の

急
病

な
ど

す
べ

て
を

含
み

ま
す

。

質
問

内
容

選
択

数

2
（

１
で

「
受

け
た

こ
と

が
あ

る
」

に
〇

を
付

け
た

方
の

み
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
救
急
要
請
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
※
多
い
順
に
番
号
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

ご
⾃
身
の
感
覚
で
お
答
え
い
た
だ
い
て
構
い
ま
せ
ん
。

複
数

（
番

号
）

質
問

内
容

選
択

数

93



17
（

16
で

「
変

わ
っ

た
」

「
変

わ
っ

て
い

な
い

」
に

〇
を

付
け

た
方

の
み

ご
回

答
く

だ
さ

い
）
選
ん
だ
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

自
由

記
載

18
在
宅
療
養
者
の
救
急
搬
送
に
関
す
る
対
応
に
関
つ
い
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
課
題

と
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

自
由

記
載

Ⅲ
 
救
急
要
請
先
が
施
設
の
場
合
（
R2
年
1⽉

か
ら
現
在
ま
で
の
案
件
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
） 1

2
3

4
5

6
7

8
9

10

施
設
利
⽤
者
の
救
急
要
請
を
受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
︖

※
コ

ロ
ナ

患
者

含
ま

ず
１

つ
受

け
た

こ
と

が
あ

る
受

け
た

こ
と

は
な

い
分

か
ら

な
い

心
肺

停
止

し
て

い
た

た
め

意
識

消
失

な
ど

急
に

意
思

疎
通

が
図

れ
な

く
な

っ
た

た
め

耐
え

難
い

痛
み

な
ど

の
症

状
の

訴
え

が
あ

っ
た

た
め

明
ら

か
に

体
調

が
急

変
し

た
た

め
施

設
医

と
連

絡
が

取
れ

な
か

っ
た

た
め

施
設

の
ル

ー
ル

の
た

め
施

設
職

員
が

不
安

に
な

っ
た

た
め

そ
の

他

3
（

２
で

「
そ

の
他

」
に

〇
を

つ
け

た
方

の
み

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

自
由

記
載

本
⼈

家
族

施
設

医
施

設
医

以
外

の
医

師
施

設
職

員
（

施
設

医
以

外
）

そ
の

他

5
（

４
で

「
そ

の
他

」
に

〇
を

つ
け

た
方

の
み

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

自
由

記
載

6
（

１
で

「
受

け
た

こ
と

が
あ

る
」

に
〇

を
付

け
た

方
の

み
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
救
急
搬
送
対
象
者
の
誰
か
ら
ど
の
よ
う
に
情
報
提
供
を
さ
れ
ま
し
た
か
︖

複
数

医
師

や
看

護
師

か
ら

文
書

（
書

類
）

を
提

示

医
師

や
看

護
師

以
外

の
か

か
わ

っ
て

い
る

職
種

か
ら

文
書

（
書

類
）

を
提

示

家
族

か
ら

文
書

（
書

類
）

を
提

示
本

⼈
か

ら
文

書
（

書
類

）
を

提
示

医
師

や
看

護
師

か
ら

口
頭

説
明

医
師

や
看

護
師

以
外

の
か

か
わ

っ
て

い
る

職
種

か
ら

口
頭

説
明

家
族

か
ら

口
頭

説
明

本
⼈

か
ら

口
頭

説
明

そ
の

他
分

か
ら

な
い

7
（

６
で

「
そ

の
他

」
に

〇
を

つ
け

た
方

の
み

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

自
由

記
載

8
（

１
で

「
受

け
た

こ
と

が
あ

る
」

に
〇

を
付

け
た

方
の

み
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
救
急
要
請
を
受
け
て
施
設
に
到
着
し
た
後
に
、
救
急
搬
送
を
断
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
︖

１
つ

あ
る

な
い

分
か

ら
な

い

9
（

８
で

「
あ

る
」

に
〇

を
付

け
た

方
の

み
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
ど
の
よ
う
な
理
由
で
し
た
か
︖
※
多
い
と
思
う
３
つ
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

３
つ

本
⼈

の
意

思
（

⾏
き

た
く

な
い

な
ど

）
を

確
認

し
た

た
め

体
調

が
回

復
し

た
た

め
施

設
医

に
連

絡
が

取
れ

た
た

め
施

設
職

員
等

が
気

が
動

転
し

て
呼

ん
だ

た
め

そ
の

他
分

か
ら

な
い

10
（

９
で

「
そ

の
他

」
に

〇
を

つ
け

た
方

の
み

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

自
由

記
載

11
（

８
で

「
あ

る
」

に
〇

を
付

け
た

方
の

み
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
誰
の
判
断
で
し
た
か
︖

複
数

本
⼈

家
族

施
設

医
施

設
医

以
外

の
医

師
施

設
職

員
（

施
設

医
以

外
）

そ
の

他
分

か
ら

な
い

12
（

11
で

「
そ

の
他

」
に

〇
を

つ
け

た
方

の
み

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

自
由

記
載

13
（

８
で

「
あ

る
」

に
〇

を
付

け
た

方
の

み
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
そ
の
後
の
対
応
は
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
︖

複
数

AC
Pの

確
認

が
で

き
ず

、
搬

送
し

た

AC
Pは

確
認

で
き

た
が

、
医

師
に

連
絡

が
取

れ
ず

、
搬

送
し

た

詳
細

は
覚

え
て

い
な

い
が

、
搬

送
し

た
医

師
に

連
絡

が
取

れ
て

、
搬

送
し

な
か

っ
た

状
態

が
改

善
し

て
い

た
た

め
、

搬
送

し
な

か
っ

た
詳

細
は

覚
え

て
い

な
い

が
、

搬
送

し
な

か
っ

た
分

か
ら

な
い

14
（

１
で

「
受

け
た

こ
と

が
あ

る
」

に
〇

を
付

け
た

方
の

み
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
AC
Pを

確
認
し
た
事
例
は
あ
り
ま
し
た
か
︖

１
つ

あ
る

（
10

件
以

上
）

少
な

い
（

10
件

未
満

）
な

い
分

か
ら

な
い

15
（

１
で

「
受

け
た

こ
と

が
あ

る
」

に
〇

を
付

け
た

方
の

み
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
D
N
AR
を
確
認
し
た
事
例
は
あ
り
ま
し
た
か
︖

１
つ

あ
る

（
10

件
以

上
）

少
な

い
（

10
件

未
満

）
な

い
分

か
ら

な
い

16
令
和
元
年
の
12
⽉
に
「
⼼
肺
蘇
⽣
を
望
ま
な
い
傷
病
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
を

制
定
し
て
か
ら
、
搬
送
件
数
は
変
わ
り
ま
し
た
か
︖

１
つ

変
わ

っ
た

（
減

っ
た

）
変

わ
っ

た
（

増
え

た
）

変
わ

っ
て

い
な

い
分

か
ら

な
い

17
（

16
で

「
変

わ
っ

た
」

「
変

わ
っ

て
い

な
い

」
に

〇
を

付
け

た
方

の
み

ご
回

答
く

だ
さ

い
）
選
ん
だ
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

自
由

記
載

選
択

項
目

2
（

１
で

「
受

け
た

こ
と

が
あ

る
」

に
〇

を
付

け
た

方
の

み
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
救
急
要
請
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
※
多
い
順
に
番
号
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

ご
⾃
身
の
感
覚
で
お
答
え
い
た
だ
い
て
構
い
ま
せ
ん
。

複
数

（
番

号
）

4
（

１
で

「
受

け
た

こ
と

が
あ

る
」

に
〇

を
付

け
た

方
の

み
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
誰
の
判
断
で
救
急
要
請
が
あ
り
ま
し
た
か
︖
※
多
い
順
に
番
号
を
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
ご
⾃
身
の
感
覚
で
お
答
え
い
た
だ
い
て
構
い
ま
せ
ん
。

複
数

（
番

号
）

1
※

施
設

と
は

︓
特

別
養

護
⽼

⼈
ホ

ー
ム

、
有

料
⽼

⼈
ホ

ー
ム

、
サ

ー
ビ

ス
付

き
⾼

齢
者

向
け

住
宅

、
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

、
養

護
⽼

⼈
ホ

ー
ム

、
軽

費
⽼

⼈
ホ

ー
ム

質
問

内
容

選
択

数

94



18
施
設
利
⽤
者
の
救
急
搬
送
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
課
題
と

思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

自
由

記
載

95



単
純

集
計

単
一

選
択

合
計

医
師

薬
剤

師
看

護
師

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
介

護
士

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

職
員

事
務

施
設

⻑
等

M
SW

等
そ

の
他

35
9

15
91

48
86

57
20

12
19

5
6

10
0.0

%
4.2

%
25

.3%
13

.4%
24

.0%
15

.9%
5.6

%
3.3

%
5.3

%
1.

4%
1.7

%

単
一

選
択

合
計

病
院

診
療

所
薬

局
訪

問
看

護
事

業
所

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
訪

問
介

護
事

業
所

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
介

護
老

人
保

健
施

設
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

（
有

料
老

人
ホ

ー
ム

な
ど

）

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
(特

定
以

外
）

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
看

護
小

規
模

多
機

能
型

介
護

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

定
期

巡
回

・
随

時
対

応
型

訪
問

介
護

看
護

夜
間

対
応

型
訪

問
介

護

35
9

7
18

93
43

79
35

25
14

2
15

5
4

4
13

2
0

10
0.0

%
1.9

%
5.0

%
25

.9%
12

.0%
22

.0%
9.7

%
7.0

%
3.9

%
0.

6%
4.2

%
1.

4%
1.

1%
1.

1%
3.

6%
0.

6%
0.

0%

単
一

選
択

合
計

管
理

者
（

責
任

者
）

管
理

者
（

責
任

者
）

以
外

35
9

28
6

73
10

0.0
%

79
.7%

20
.3%

単
一

選
択

合
計

練
馬

（
〒

17
6）

石
神

井
（

〒
17

7）
大

泉
（

〒
17

8）
光

が
丘

（
〒

17
9）

35
9

13
1

86
65

77
10

0.0
%

36
.5%

24
.0%

18
.1%

21
.4%

単
一

選
択

合
計

1年
未

満
1〜

5年
未

満
6〜

10
年

未
満

11
年

以
上

35
9

31
61

80
18

7
10

0.0
%

8.6
%

17
.0%

22
.3%

52
.1%

複
数

選
択

N
心

肺
停

止
し

て
い

る
と

き

意
識

の
消

失
な

ど
意

思
疎

通
が

図
れ

な
い

と
き

耐
え

難
い

痛
み

な
ど

症
状

を
強

く
訴

え
る

と
き

大
量

出
血

な
ど

明
ら

か
に

命
の

危
険

が
あ

る
と

判
断

し
た

と
き

前
回

訪
問

時
と

比
較

し
、

明
ら

か
に

体
調

が
悪

化
し

て
い

る
と

き

明
ら

か
な

体
調

悪
化

が
な

く
て

も
、

本
人

や
家

族
が

希
望

す
る

と
き

自
分

で
は

体
調

悪
化

の
判

断
が

で
き

な
い

と
き

わ
か

ら
な

い
そ

の
他

35
7

29
2

34
2

30
3

35
0

99
62

75
0

21
10

0.0
%

81
.8%

95
.8%

84
.9%

98
.0%

27
.7%

17
.4

%
21

.0%
0.0

%
5.

9%

複
数

選
択

N
AC

P※
に

沿
っ

て
判

断
体

調
を

観
察

し
、

総
合

的
に

判
断

医
師

に
連

絡
を

し
、

判
断

を
仰

ぐ
家

族
と

相
談

を
し

、
希

望
を

聞
い

て
判

断
施

設
等

の
ル

ー
ル

分
か

ら
な

い
そ

の
他

35
7

22
2

22
0

31
3

18
2

41
6

5
10

0.0
%

62
.2%

61
.6%

87
.7%

51
.0%

11
.5%

1.7
%

1.4
%

単
一

選
択

N
聞

い
た

こ
と

が
あ

り
、

内
容

を
十

分
理

解
し

て
い

る

聞
い

た
こ

と
は

あ
る

が
、

内
容

は
よ

く
知

ら
な

い
聞

い
た

こ
と

が
な

い

35
6

61
16

2
13

3
10

0.0
%

17
.1%

45
.5%

37
.4%

医
療

・
介

護
・

消
防

ア
ン

ケ
ー

ト
（

医
療

介
護

従
事

者
用

）

【
Q1

】
急

変
の

状
況

【
Q2

】
救

急
車

を
呼

ぶ
判

断

【
Q3

】
「

心
肺

蘇
生

を
望

ま
な

い
傷

病
者

へ
の

対
応

に
つ

い
て

」
の

認
知

度

【
F1

】
職

種

【
F2

】
所

属
の

施
設

【
F3

】
職

層

【
F4

】
地

域

【
F5

】
経

験
年

数
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複
数

選
択

N
消

防
の

チ
ラ

シ
消

防
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

TV
ニ

ュ
ー

ス
ネ

ッ
ト

ニ
ュ

ー
ス

新
聞

職
場

で
の

研
修

会
や

会
議

分
か

ら
な

い
そ

の
他

22
1

19
23

42
68

26
83

26
18

10
0.0

%
8.6

%
10

.4%
19

.0%
30

.8%
11

.8%
37

.6
%

11
.8%

8.1
%

複
数

選
択

N
自

分
が

救
急

要
請

を
し

た
こ

と
が

あ
る

自
分

は
呼

ん
で

い
な

い
が

、
ほ

か
の

職
種

が
呼

ん
だ

こ
と

が
あ

る

自
分

は
呼

ん
で

い
な

い
が

、
家

族
が

呼
ん

だ
こ

と
が

あ
る

呼
ん

だ
こ

と
が

あ
る

と
聞

い
た

こ
と

は
あ

る
が

、
詳

細
は

不
明

救
急

要
請

を
し

た
事

例
は

な
い

分
か

ら
な

い
そ

の
他

35
4

22
7

13
6

98
19

64
1

1
10

0.0
%

64
.1%

38
.4%

27
.7%

5.4
%

18
.1%

0.3
%

0.3
%

複
数

選
択

N
心

肺
停

止
し

て
い

た
意

識
消

失
な

ど
に

よ
り

意
思

疎
通

が
図

れ
な

く
な

っ
た

耐
え

難
い

痛
み

な
ど

本
人

か
ら

の
訴

え
が

あ
っ

た

前
回

訪
問

時
と

比
較

し
、

明
ら

か
に

体
調

が
悪

化
し

て
い

た

家
族

が
心

配
し

て
要

請
を

希
望

し
た

施
設

等
の

ル
ー

ル
の

た
め

要
請

を
し

た
分

か
ら

な
い

そ
の

他

28
7

73
19

8
15

0
95

66
18

7
47

10
0.0

%
25

.4%
69

.0%
52

.3%
33

.1%
23

.0%
6.3

%
2.4

%
16

.4
%

テ
キ

ス
ト

回
答

テ
キ

ス
ト

回
答

複
数

選
択

N
自

分
医

師
看

護
師

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
介

護
士

そ
の

他
の

職
種

家
族

本
人

そ
の

他
27

9
15

5
17

3
13

9
57

25
25

10
5

64
10

10
0.0

%
55

.6%
62

.0%
49

.8%
20

.4%
9.0

%
9.0

%
37

.6%
22

.9
%

3.
6%

複
数

選
択

N
文

書
（

書
類

）
を

提
示

専
門

職
か

ら
の

口
頭

説
明

家
族

か
ら

の
口

頭
説

明
そ

の
他

の
者

か
ら

の
口

頭
説

明
本

人
か

ら
の

口
頭

説
明

分
か

ら
な

い
そ

の
他

29
1

11
7

23
0

11
5

36
62

14
10

10
0.0

%
40

.2%
79

.0%
39

.5%
12

.4%
21

.3%
4.8

%
3.4

%

単
一

選
択

N
い

つ
も

迷
う

迷
っ

た
こ

と
も

あ
る

ほ
ぼ

迷
わ

な
い

迷
っ

た
こ

と
は

な
い

分
か

ら
な

い
27

2
36

14
5

59
21

11
10

0.0
%

13
.2%

53
.3%

21
.7%

7.7
%

4.0
%

テ
キ

ス
ト

回
答

複
数

選
択

【
Q6

-2
】

迷
っ

た
結

果

【
Q6

-1
】

Q6
の

理
由

【
Q4

】
「

心
肺

蘇
生

を
望

ま
な

い
傷

病
者

へ
の

対
応

に
つ

い
て

」
を

知
っ

た
媒

体 【
Q5

】
救

急
要

請
の

有
無

【
Q5

-1
】

救
急

要
請

を
し

た
理

由

【
Q5

-2
】

訴
え

・
状

況

【
Q5

-3
】

ル
ー

ル

【
Q5

-4
】

誰
の

判
断

【
Q5

-5
】

救
急

隊
へ

の
情

報
提

供

【
Q6

】
救

急
要

請
へ

の
迷

い
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N
自

分
の

判
断

で
救

急
要

請
を

し
た

医
師

な
ど

医
療

職
の

判
断

で
救

急
要

請
を

し
た

家
族

の
判

断
で

救
急

要
請

を
し

た

施
設

等
の

ル
ー

ル
に

従
っ

て
、

救
急

要
請

を
し

た

自
分

の
判

断
で

救
急

要
請

を
し

な
か

っ
た

医
師

な
ど

医
療

職
の

判
断

で
救

急
要

請
を

し
な

か
っ

た

家
族

の
判

断
で

救
急

要
請

を
し

な
か

っ
た

施
設

等
の

ル
ー

ル
に

従
っ

て
、

救
急

要
請

を
し

な
か

っ
た

そ
の

他

18
5

11
2

13
3

75
11

22
33

30
2

11
10

0.0
%

60
.5%

71
.9%

40
.5%

5.9
%

11
.9%

17
.8

%
16

.2%
1.1

%
5.

9%

単
一

選
択

N
断

っ
た

こ
と

が
あ

る
断

っ
た

こ
と

は
な

い
分

か
ら

な
い

29
5

40
23

8
17

10
0.0

%
13

.6%
80

.7%
5.8

%

複
数

選
択

N
体

調
が

回
復

し
た

た
め

意
識

が
回

復
し

た
た

め

AC
Pで

搬
送

を
希

望
し

て
い

な
か

っ
た

た
め

家
族

が
搬

送
を

希
望

し
な

か
っ

た
た

め
本

人
が

搬
送

を
希

望
し

な
か

っ
た

た
め

主
治

医
に

連
絡

が
取

れ
た

た
め

分
か

ら
な

い
そ

の
他

46
12

8
3

7
27

3
1

8
10

0.0
%

26
.1%

17
.4%

6.5
%

15
.2%

58
.7%

6.5
%

2.2
%

17
.4

%

複
数

選
択

N
自

分
医

師
看

護
師

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
介

護
士

そ
の

他
の

職
種

家
族

本
人

そ
の

他
42

10
9

3
1

0
0

10
28

1
10

0.0
%

23
.8%

21
.4%

7.1
%

2.4
%

0.0
%

0.0
%

23
.8%

66
.7

%
2.

4%

複
数

選
択

N
AC

Pの
確

認
が

で
き

ず
、

搬
送

さ
れ

た

AC
Pは

確
認

で
き

た
が

、
医

師
に

連
絡

が
取

れ
ず

、
搬

送
さ

れ
た

詳
細

は
覚

え
て

い
な

い
が

、
搬

送
さ

れ
た

医
師

に
連

絡
が

取
れ

て
、

搬
送

さ
れ

な
か

っ
た

状
態

が
改

善
し

て
い

た
た

め
、

搬
送

さ
れ

な
か

っ
た

詳
細

は
覚

え
て

い
な

い
が

、
搬

送
さ

れ
な

か
っ

た
覚

え
て

い
な

い
分

か
ら

な
い

そ
の

他

39
2

3
5

9
14

8
12

1
9

10
0.0

%
5.1

%
7.7

%
12

.8%
23

.1%
35

.9%
20

.5
%

30
.8%

2.6
%

23
.1

%

単
一

選
択

N
し

て
い

る
だ

い
た

い
し

て
い

る
し

て
い

な
い

分
か

ら
な

い
34

6
12

8
11

9
58

41
10

0.0
%

37
.0%

34
.4%

16
.8%

11
.8%

単
一

選
択

N
あ

る
な

い
分

か
ら

な
い

57
29

26
1

10
0.0

%
50

.9%
45

.6%
1.8

%

単
一

選
択

N
医

師
か

ら
説

明
を

受
け

て
、

十
分

に
理

解
し

て
い

る

医
師

以
外

の
職

種
か

ら
説

明
を

受
け

て
、

十
分

理
解

し
て

い
る

医
師

か
ら

説
明

を
受

け
て

い
る

が
、

あ
ま

り
理

解
で

き
て

い
な

い

医
師

以
外

の
職

種
か

ら
説

明
を

受
け

て
い

る
が

、
あ

ま
り

理
解

で
き

て
い

な
い

説
明

を
受

け
て

い
な

い
分

か
ら

な
い

32
4

13
5

99
21

25
23

21
10

0.0
%

41
.7%

30
.6%

6.5
%

7.7
%

7.1
%

6.5
%

【
Q7

】
救

急
隊

到
着

後
の

搬
送

拒
否

【
Q7

-1
】

搬
送

拒
否

の
理

由

【
Q7

-2
】

誰
の

判
断

【
Q7

-3
】

救
急

搬
送

の
拒

否
の

結
果

【
Q8

】
利

用
者

（
患

者
）

情
報

の
事

前
準

備

【
Q9

】
提

携
先

の
病

院
（

施
設

の
方

の
み

回
答

）

【
Q1

0】
利

用
者

（
患

者
）

の
病

状
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単
一

選
択

N
お

お
む

ね
共

有
で

き
て

い
る

共
有

で
き

て
い

る
場

合
と

で
き

て
い

な
い

場
合

が
あ

る

あ
ま

り
共

有
で

き
て

い
な

い
で

き
て

い
な

い
分

か
ら

な
い

33
4

21
3

86
19

5
11

10
0.0

%
63

.8%
25

.7%
5.7

%
1.5

%
3.3

%

複
数

選
択

N
共

有
す

る
機

会
が

な
い

共
有

す
る

時
間

が
な

い
共

有
す

る
手

段
が

な
い

共
有

す
る

必
要

性
を

感
じ

な
い

わ
か

ら
な

い
そ

の
他

11
2

61
40

25
7

9
22

10
0.0

%
54

.5%
35

.7%
22

.3%
6.3

%
8.0

%
19

.6
%

単
一

選
択

N
十

分
に

行
っ

て
い

る
一

応
行

っ
て

い
る

ほ
と

ん
ど

行
っ

て
い

な
い

行
っ

て
い

な
い

分
か

ら
な

い

33
5

76
16

4
57

24
14

10
0.0

%
22

.7%
49

.0%
17

.0%
7.2

%
4.2

%

単
一

選
択

N
お

お
む

ね
指

示
が

あ
る

指
示

が
あ

る
と

き
も

あ
る

ほ
と

ん
ど

指
示

は
な

い
指

示
は

な
い

分
か

ら
な

い

33
3

93
13

5
39

49
17

10
0.0

%
27

.9%
40

.5%
11

.7%
14

.7%
5.1

%

単
一

選
択

N
十

分
理

解
し

て
い

る
だ

い
た

い
理

解
し

て
い

る
あ

ま
り

理
解

し
て

い
な

い
理

解
し

て
い

な
い

分
か

ら
な

い

33
1

61
19

6
41

14
19

10
0.0

%
18

.4%
59

.2%
12

.4%
4.2

%
5.7

%

複
数

選
択

N
ケ

ア
会

議
な

ど
の

打
合

せ
の

と
き

メ
ー

ル
や

M
CS

※
な

ど
の

IC
Tツ

ー
ル

を
使

っ
て

業
務

連
絡

の
と

き
 

※
M

CS
(M

ed
ica

lC
ar

e
St

at
io

n）
：

医
療

介
護

関
係

者
専

用
の

ク
ロ

ー
ズ

ド
な

SN
S

電
話

や
FA

Xを
使

っ
て

業
務

連
絡

の
と

き

連
絡

帳
な

ど
の

紙
媒

体
を

使
っ

て
日

々
の

ケ
ア

の
と

き
分

か
ら

な
い

そ
の

他

25
0

20
4

92
12

8
65

6
15

10
0.0

%
81

.6%
36

.8%
51

.2%
26

.0%
2.4

%
6.0

%

単
一

選
択

N
１

回
２

〜
４

回
５

〜
10

回
11

回
以

上
０

回
31

7
75

16
4

13
12

53
10

0.0
%

23
.7%

51
.7%

4.1
%

3.8
%

16
.7%

【
Q1

4】
体

調
急

変
時

の
対

応
の

理
解

【
Q1

5】
体

調
急

変
時

の
対

応
の

共
有

時
期

【
Q1

6】
体

調
急

変
時

の
対

応
の

共
有

頻
度

【
Q1

3】
体

調
急

変
時

の
対

応
の

事
前

指
示

【
Q1

1】
病

状
の

共
有

【
Q1

1-
1】

共
有

が
出

来
て

い
な

い
理

由 【
Q1

2】
体

調
急

変
時

の
対

応
に

つ
い

て
の

話
し

合
い
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複
数

選
択

N
退

院
す

る
と

き
病

状
の

変
化

が
あ

っ
た

と
き

サ
ー

ビ
ス

の
変

更
が

あ
っ

た
と

き
居

所
の

変
更

が
あ

っ
た

と
き

定
期

的
に

行
っ

て
い

る
そ

の
他

30
6

19
9

26
7

16
7

33
46

12
10

0.0
%

65
.0%

87
.3%

54
.6%

10
.8%

15
.0%

3.9
%

単
一

選
択

N
決

ま
っ

て
い

る
決

ま
っ

て
い

る
場

合
も

あ
る

ほ
と

ん
ど

決
ま

っ
て

い
な

い
決

ま
っ

て
い

な
い

分
か

ら
な

い

33
4

16
3

98
22

30
21

10
0.0

%
48

.8%
29

.3%
6.6

%
9.0

%
6.3

%

単
一

選
択

N
お

お
む

ね
文

書
化

さ
れ

て
い

る
文

書
化

さ
れ

て
い

る
と

き
も

あ
る

ほ
と

ん
ど

文
書

化
さ

れ
て

い
な

い
文

書
化

し
て

い
な

い
分

か
ら

な
い

28
7

15
1

76
28

18
14

10
0.0

%
52

.6%
26

.5%
9.8

%
6.3

%
4.9

%

複
数

選
択

（
上

位
３

つ
ま

で
）

N
医

師
看

護
師

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

本
人

家
族

分
か

ら
な

い
そ

の
他

23
5

78
10

4
16

3
51

74
7

39
10

0.0
%

33
.2%

44
.3%

69
.4%

21
.7%

31
.5%

3.0
%

16
.6%

複
数

選
択

（
上

位
３

つ
ま

で
）

N
本

人
の

家
で

、
す

ぐ
読

め
る

よ
う

に
張

り
出

し
て

い
る

本
人

の
家

で
、

引
き

出
し

な
ど

に
し

ま
っ

て
い

る

家
族

の
家

で
管

理
し

て
い

る

係
っ

て
い

る
職

種
が

事
業

所
内

で
管

理
し

て
い

る

印
字

せ
ず

、
パ

ソ
コ

ン
内

で
管

理
し

て
い

る

ど
こ

に
管

理
し

て
い

る
の

か
分

か
ら

な
い

分
か

ら
な

い
そ

の
他

23
6

83
55

34
14

9
30

3
12

18
10

0.0
%

35
.2%

23
.3%

14
.4%

63
.1%

12
.7%

1.3
%

5.1
%

7.6
%

複
数

選
択

（
上

位
３

つ
ま

で
）

N

利
用

者
（

患
者

）
の

病
状

に
合

わ
せ

て
、

体
調

急
変

時
の

対
応

を
話

し
合

う

急
変

時
の

対
応

に
つ

い
て

、
か

か
わ

っ
て

い
る

職
種

や
家

族
な

ど
が

共
有

で
き

て
い

る

急
変

時
の

連
絡

体
制

が
決

ま
っ

て
い

る

連
絡

体
制

や
対

応
内

容
な

ど
が

文
書

化
さ

れ
て

い
る

急
変

時
に

、
医

師
や

訪
問

看
護

師
に

、
速

や
か

に
連

絡
が

取
れ

る
・

相
談

が
で

き
る

体
制

が
で

き
て

い
る

消
防

へ
の

利
用

者
（

患
者

）
の

情
報

提
供

が
、

わ
か

り
や

す
く

速
や

か
に

で
き

る

本
人

や
家

族
の

希
望

に
沿

っ
て

対
応

で
き

て
い

る
分

か
ら

な
い

そ
の

他

33
1

19
8

23
0

15
5

75
15

9
35

77
3

1
10

0.0
%

59
.8%

69
.5%

46
.8%

22
.7%

48
.0%

10
.6

%
23

.3%
0.9

%
0.

3%

単
一

選
択

N
お

お
む

ね
合

っ
て

い
る

合
っ

て
い

る
と

き
も

あ
る

ほ
と

ん
ど

合
っ

て
い

な
い

合
っ

て
い

な
い

分
か

ら
な

い

32
9

13
9

12
3

22
14

31
10

0.0
%

42
.2%

37
.4%

6.7
%

4.3
%

9.4
%

【
Q1

9】
体

調
急

変
時

の
対

応
の

文
書

の
管

理
者

【
Q2

0】
体

調
急

変
時

の
対

応
の

文
書

の
管

理
場

所

【
Q2

1】
体

調
急

変
時

の
対

応
の

理
想

【
Q2

2】
体

調
急

変
時

の
対

応
の

理
想

と
の

一
致

【
Q1

6-
1】

体
調

急
変

時
の

対
応

の
共

有
の

タ
イ

ミ
ン

グ

【
Q1

7】
体

調
急

変
時

の
対

応
の

連
絡

体
制

【
Q1

8】
体

調
急

変
時

の
対

応
の

連
絡

体
制

の
文

書
化
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複
数

選
択

（
上

位
３

つ
ま

で
）

N
病

状
の

変
化

に
合

わ
せ

て
、

対
応

を
話

せ
て

い
な

い

話
し

合
う

余
裕

が
な

い
 話

し
合

っ
た

こ
と

が
な

い

職
種

に
よ

っ
て

、
共

有
が

で
き

て
い

な
い

必
要

性
が

感
じ

ら
れ

な
い

分
か

ら
な

い
そ

の
他

16
5

96
0

88
3

9
21

10
0.0

%
58

.2%
0.0

%
53

.3%
1.8

%
5.5

%
12

.7
%

単
一

選
択

N
十

分
に

行
っ

て
い

る
一

応
行

っ
て

い
る

ほ
と

ん
ど

行
っ

て
い

な
い

行
っ

て
い

な
い

分
か

ら
な

い

34
1

47
15

5
72

44
23

10
0.0

%
13

.8%
45

.5%
21

.1%
12

.9%
6.7

%

単
一

選
択

N
十

分
に

行
っ

て
い

る
一

応
行

っ
て

い
る

ほ
と

ん
ど

行
っ

て
い

な
い

行
っ

て
い

な
い

分
か

ら
な

い

22
6

51
13

1
21

11
12

10
0.0

%
22

.6%
58

.0%
9.3

%
4.9

%
5.3

%

複
数

選
択

（
上

位
３

つ
ま

で
）

N
ケ

ア
会

議
な

ど
の

打
合

せ
の

と
き

メ
ー

ル
や

M
CS

な
ど

の
IC

Tツ
ー

ル
を

使
っ

て
業

務
連

絡
の

と
き

電
話

や
FA

Xを
使

っ
て

業
務

連
絡

の
と

き

連
絡

帳
な

ど
の

紙
媒

体
を

使
っ

て
日

々
の

ケ
ア

の
と

き
分

か
ら

な
い

そ
の

他

20
4

17
6

65
85

38
8

12
10

0.0
%

86
.3%

31
.9%

41
.7%

18
.6%

3.9
%

5.9
%

単
一

選
択

N
１

回
２

〜
４

回
５

〜
10

回
程

度
11

回
以

上
０

回
31

1
87

12
1

13
3

87
10

0.0
%

28
.0%

38
.9%

4.2
%

1.0
%

28
.0%

複
数

選
択

N
退

院
す

る
と

き
病

状
の

変
化

が
あ

っ
た

と
き

サ
ー

ビ
ス

の
変

更
が

あ
っ

た
と

き
居

所
の

変
更

が
あ

っ
た

と
き

定
期

的
に

行
っ

て
い

る
そ

の
他

28
3

15
4

24
4

13
1

23
26

18
10

0.0
%

54
.4%

86
.2%

46
.3%

8.1
%

9.2
%

6.4
%

単
一

選
択

N
文

書
化

さ
れ

て
い

る
と

き
も

あ
る

お
お

む
ね

文
書

化
さ

れ
て

い
る

ほ
と

ん
ど

文
書

化
さ

れ
て

い
な

い
文

書
化

し
て

い
な

い
分

か
ら

な
い

31
2

70
13

1
38

34
39

10
0.0

%
22

.4%
42

.0%
12

.2%
10

.9%
12

.5%

複
数

選
択

（
上

位
３

つ
ま

で
）

N
医

師
看

護
師

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
本

人
家

族
分

か
ら

な
い

そ
の

他

【
Q2

4】
話

し
合

い
の

複
数

回
の

実
施

【
Q2

5】
話

し
合

い
の

内
容

の
共

有
時

期 【
Q2

6】
話

し
合

い
の

頻
度

【
Q2

6-
1】

話
し

合
い

の
内

容
の

共
有

の
タ

イ
ミ

ン
グ

【
Q2

7】
話

し
合

い
の

内
容

の
文

書
化

【
Q2

8】
文

書
の

管
理

者

【
Q2

2-
1】

体
調

急
変

時
の

対
応

の
理

想
と

現
状

が
一

致
し

て
い

な
い

理
由

【
Q2

3】
本

人
や

家
族

と
の

話
し

合
い
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21
7

75
88

16
6

35
52

10
18

10
0.0

%
34

.6%
40

.6%
76

.5%
16

.1%
24

.0%
4.6

%
8.3

%

複
数

選
択

（
上

位
３

つ
ま

で
）

N
本

人
の

家
で

、
す

ぐ
読

め
る

よ
う

に
張

り
出

し
て

い
る

本
人

の
家

で
、

引
き

出
し

な
ど

に
し

ま
っ

て
い

る

家
族

の
家

で
管

理
し

て
い

る

係
っ

て
い

る
職

種
が

事
業

所
内

で
管

理
し

て
い

る

印
字

せ
ず

、
パ

ソ
コ

ン
内

で
管

理
し

て
い

る

ど
こ

に
管

理
し

て
い

る
の

か
分

か
ら

な
い

分
か

ら
な

い
そ

の
他

21
1

27
42

45
14

1
39

4
18

13
10

0.0
%

12
.8%

19
.9%

21
.3%

66
.8%

18
.5%

1.9
%

8.5
%

6.2
%

複
数

選
択

（
上

位
３

つ
ま

で
）

N

利
用

者
（

患
者

）
の

状
況

に
合

わ
せ

て
、

適
宜

話
し

合
わ

れ
て

い
る

話
し

合
っ

た
内

容
を

か
か

わ
っ

て
い

る
職

種
や

家
族

と
共

有
で

き
て

い
る

連
絡

体
制

が
決

ま
っ

て
い

る

連
絡

体
制

や
本

人
の

希
望

内
容

な
ど

が
文

書
化

さ
れ

て
い

る

医
師

や
訪

問
看

護
師

に
、

速
や

か
に

連
絡

が
取

れ
る

体
制

が
で

き
て

い
る

本
人

や
家

族
の

希
望

に
沿

っ
て

対
応

で
き

て
い

る
分

か
ら

な
い

そ
の

他

32
9

23
3

24
5

75
11

3
11

1
13

4
4

0
10

0.0
%

70
.8%

74
.5%

22
.8%

34
.3%

33
.7%

40
.7

%
1.2

%
0.0

%

単
一

選
択

N
合

っ
て

い
る

と
き

も
あ

る
お

お
む

ね
合

っ
て

い
る

ほ
と

ん
ど

合
っ

て
い

な
い

合
っ

て
い

な
い

分
か

ら
な

い
N

お
お

む
ね

合
っ

て
い

る
合

っ
て

い
る

と
き

も
あ

る
ほ

と
ん

ど
合

っ
て

い
な

い
合

っ
て

い
な

い
分

か
ら

な
い

32
7

99
12

0
27

23
58

32
7

12
0

99
27

23
58

10
0.0

%
30

.3%
36

.7%
8.3

%
7.0

%
17

.7%

複
数

選
択

（
上

位
３

つ
ま

で
）

N

利
用

者
（

患
者

）
の

状
況

に
合

わ
せ

て
、

適
宜

話
し

合
い

が
行

わ
れ

て
い

な
い

話
し

合
う

余
裕

が
な

い
話

し
合

っ
た

こ
と

が
な

い
職

種
に
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3

8.
8%

34
10

0.
0%

6〜
10

年
未

満
10

17
.2

%
31

53
.4

%
13

22
.4

%
2

3.
4%

2
3.

4%
58

10
0.

0%
11

年
以

上
22

13
.2

%
90

53
.9

%
39

23
.4

%
12

7.
2%

4
2.

4%
16

7
10

0.
0%

総
計

36
13

.2
%

14
5

53
.3

%
59

21
.7

%
21

7.
7%

11
4.

0%
27

2
10

0.
0%

経
験

年
数

×
【

Q6
-2

】
迷

っ
た

結
果

合
計

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

数
割

合
回

答
数

（
N

数
）

1年
未

満
5

10
0.

0%
2

40
.0

%
1

20
.0

%
2

40
.0

%
0

0.
0%

1
20

.0
%

1
20

.0
%

0
0.

0%
0

0.
0%

5
1〜

5年
未

満
14

63
.6

%
13

59
.1

%
7

31
.8

%
1

4.
5%

5
22

.7
%

3
13

.6
%

4
18

.2
%

0
0.

0%
4

18
.2

%
22

6〜
10

年
未

満
26

60
.5

%
29

67
.4

%
16

37
.2

%
2

4.
7%

4
9.

3%
9

20
.9

%
7

16
.3

%
0

0.
0%

2
4.

7%
43

11
年

以
上

67
58

.3
%

89
77

.4
%

51
44

.3
%

6
5.

2%
13

11
.3

%
20

17
.4

%
18

15
.7

%
2

1.
7%

5
4.

3%
11

5
総

計
11

2
60

.5
%

13
3

71
.9

%
75

40
.5

%
11

5.
9%

22
11

.9
%

33
17

.8
%

30
16

.2
%

2
1.

1%
11

5.
9%

18
5

経
験

年
数

×
【

Q8
】

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

数
割

合
1年

未
満

9
30

.0
%

7
23

.3
%

5
16

.7
%

9
30

.0
%

30
10

0%
1〜

5年
未

満
16

28
.1

%
16

28
.1

%
12

21
.1

%
13

22
.8

%
57

10
0%

6〜
10

年
未

満
27

35
.5

%
26

34
.2

%
16

21
.1

%
7

9.
2%

76
10

0%
11

年
以

上
76

41
.5

%
70

38
.3

%
25

13
.7

%
12

6.
6%

18
3

10
0%

総
計

12
8

37
.0

%
11

9
34

.4
%

58
16

.8
%

41
11

.8
%

34
6

10
0%

経
験

年
数

×
【

Q1
2】

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

1年
未

満
4

15
.4

%
4

15
.4

%
10

38
.5

%
1

3.
8%

7
26

.9
%

26
10

0%
1〜

5年
未

満
6

10
.7

%
22

39
.3

%
17

30
.4

%
8

14
.3

%
3

5.
4%

56
10

0%
6〜

10
年

未
満

17
23

.3
%

30
41

.1
%

17
23

.3
%

6
8.

2%
3

4.
1%

73
10

0%
11

年
以

上
49

27
.2

%
10

8
60

.0
%

13
7.

2%
9

5.
0%

1
0.

6%
18

0
10

0%
総

計
76

22
.7

%
16

4
49

.0
%

57
17

.0
%

24
7.

2%
14

4.
2%

33
5

10
0%

経
験

年
数

×
【

Q1
5】

体
協

急
変

時
の

対
応

の
共

有
時

期

十
分

に
行

っ
て

い
る

一
応

行
っ

て
い

る
ほ

と
ん

ど
行

っ
て

い
な

い
行

っ
て

い
な

い
分

か
ら

な
い

合
計

家
族

の
判

断
で

救
急

要
請

を
し

な
か

っ
た

施
設

等
の

ル
ー

ル
に

従
っ

て
、

救
急

要
請

を
し

な
か

っ
た

そ
の

他

し
て

い
る

だ
い

た
い

し
て

い
る

し
て

い
な

い
分

か
ら

な
い

合
計

自
分

の
判

断
で

救
急

要
請

を
し

た
医

師
な

ど
医

療
職

の
判

断
で

救
急

要
請

を
し

た
家

族
の

判
断

で
救

急
要

請
を

し
た

施
設

等
の

ル
ー

ル
に

従
っ

て
、

救
急

要
請

を
し

た
自

分
の

判
断

で
救

急
要

請
を

し
な

か
っ

た
医

師
な

ど
医

療
職

の
判

断
で

救
急

要
請

を
し

な
か

っ
た

い
つ

も
迷

う
迷

っ
た

こ
と

も
あ

る
ほ

ぼ
迷

わ
な

い
迷

っ
た

こ
と

は
な

い
分

か
ら

な
い

合
計
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合
計

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

回
答

数
（

N
数

）
1年

未
満

4
30

.8
%

4
30

.8
%

3
23

.1
%

4
30

.8
%

3
23

.1
%

1
7.

7%
13

1〜
5年

未
満

23
71

.9
%

12
37

.5
%

20
62

.5
%

6
18

.8
%

1
3.

1%
1

3.
1%

32
6〜

10
年

未
満

37
78

.7
%

17
36

.2
%

27
57

.4
%

11
23

.4
%

2
4.

3%
3

6.
4%

47
11

年
以

上
14

0
88

.6
%

59
37

.3
%

78
49

.4
%

44
27

.8
%

0
0.

0%
10

6.
3%

15
8

総
計

20
4

81
.6

%
92

36
.8

%
12

8
51

.2
%

65
26

.0
%

6
2.

4%
15

6.
0%

25
0

経
験

年
数

×
【

Q1
6】

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

1年
未

満
2

8.
3%

6
25

.0
%

2
8.

3%
2

8.
3%

12
50

.0
%

24
10

0.
0%

1〜
5年

未
満

18
34

.6
%

21
40

.4
%

0
0.

0%
2

3.
8%

11
21

.2
%

52
10

0.
0%

6〜
10

年
未

満
18

25
.0

%
29

40
.3

%
4

5.
6%

2
2.

8%
19

26
.4

%
72

10
0.

0%
11

年
以

上
37

21
.9

%
10

8
63

.9
%

7
4.

1%
6

3.
6%

11
6.

5%
16

9
10

0.
0%

総
計

75
23

.7
%

16
4

51
.7

%
13

4.
1%

12
3.

8%
53

16
.7

%
31

7
10

0.
0%

経
験

年
数

×
【

Q1
6-

1】
体

調
急

変
時

の
対

応
の

共
有

の
タ

イ
ミ

ン
グ

合
計

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

回
答

数
（

N
数

）
1年

未
満

8
42

.1
%

13
68

.4
%

7
36

.8
%

2
10

.5
%

2
10

.5
%

1
5.

3%
19

1〜
5年

未
満

25
50

.0
%

40
80

.0
%

24
48

.0
%

5
10

.0
%

5
10

.0
%

3
6.

0%
50

6〜
10

年
未

満
44

67
.7

%
56

86
.2

%
32

49
.2

%
8

12
.3

%
10

15
.4

%
3

4.
6%

65
11

年
以

上
12

2
70

.9
%

15
8

91
.9

%
10

4
60

.5
%

18
10

.5
%

29
16

.9
%

5
2.

9%
17

2
総

計
19

9
65

.0
%

26
7

87
.3

%
16

7
54

.6
%

33
10

.8
%

46
15

.0
%

12
3.

9%
30

6

経
験

年
数

×
【

Q1
7】

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

1年
未

満
9

36
.0

%
1

4.
0%

6
24

.0
%

4
16

.0
%

5
20

.0
%

25
10

0%
1〜

5年
未

満
18

32
.7

%
18

32
.7

%
5

9.
1%

6
10

.9
%

8
14

.5
%

55
10

0%
6〜

10
年

未
満

30
41

.1
%

22
30

.1
%

7
9.

6%
9

12
.3

%
5

6.
8%

73
10

0%
11

年
以

上
10

6
58

.6
%

57
31

.5
%

4
2.

2%
11

6.
1%

3
1.

7%
18

1
10

0%
総

計
16

3
48

.8
%

98
29

.3
%

22
6.

6%
30

9.
0%

21
6.

3%
33

4
10

0%

経
験

年
数

×
【

Q1
8】

決
ま

っ
て

い
る

決
ま

っ
て

い
る

場
合

も
あ

る
ほ

と
ん

ど
決

ま
っ

て
い

な
い

決
ま

っ
て

い
な

い
分

か
ら

な
い

合
計

退
院

す
る

と
き

病
状

の
変

化
が

あ
っ

た
と

き
サ

ー
ビ

ス
の

変
更

が
あ

っ
た

と
き

居
所

の
変

更
が

あ
っ

た
と

き
定

期
的

に
行

っ
て

い
る

そ
の

他

１
回

２
〜

４
回

５
〜

10
回

11
回

以
上

０
回

合
計

ケ
ア

会
議

な
ど

の
打

合
せ

の
と

き

メ
ー

ル
や

M
CS

※
な

ど
の

IC
T

ツ
ー

ル
を

使
っ

て
業

務
連

絡
の

と
き

電
話

や
FA

Xを
使

っ
て

業
務

連
絡

の
と

き
連

絡
帳

な
ど

の
紙

媒
体

を
使

っ
て

日
々

の
ケ

ア
の

と
き

分
か

ら
な

い
そ

の
他
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数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

1年
未

満
7

41
.2

%
2

11
.8

%
3

17
.6

%
1

5.
9%

4
23

.5
%

17
10

0.
0%

1〜
5年

未
満

18
45

.0
%

11
27

.5
%

6
15

.0
%

1
2.

5%
4

10
.0

%
40

10
0.

0%
6〜

10
年

未
満

24
38

.7
%

17
27

.4
%

8
12

.9
%

8
12

.9
%

5
8.

1%
62

10
0.

0%
11

年
以

上
10

2
60

.7
%

46
27

.4
%

11
6.

5%
8

4.
8%

1
0.

6%
16

8
10

0.
0%

総
計

15
1

52
.6

%
76

26
.5

%
28

9.
8%

18
6.

3%
14

4.
9%

28
7

10
0.

0%

経
験

年
数

×
【

Q2
1】

体
調

急
変

時
の

対
応

の
理

想

合
計

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

数
割

合
回

答
数

（
N

数
）

1年
未

満
13

56
.5

%
13

56
.5

%
7

30
.4

%
5

21
.7

%
11

47
.8

%
2

8.
7%

6
26

.1
%

2
8.

7%
0

0.
0%

23
1〜

5年
未

満
37

67
.3

%
43

78
.2

%
31

56
.4

%
11

20
.0

%
21

38
.2

%
4

7.
3%

12
21

.8
%

0
0.

0%
0

0.
0%

55
6〜

10
年

未
満

39
54

.2
%

45
62

.5
%

34
47

.2
%

20
27

.8
%

38
52

.8
%

10
13

.9
%

13
18

.1
%

0
0.

0%
0

0.
0%

72
11

年
以

上
10

9
60

.2
%

12
9

71
.3

%
83

45
.9

%
39

21
.5

%
89

49
.2

%
19

10
.5

%
46

25
.4

%
1

0.
6%

1
0.

6%
18

1
総

計
19

8
59

.8
%

23
0

69
.5

%
15

5
46

.8
%

75
22

.7
%

15
9

48
.0

%
35

10
.6

%
77

23
.3

%
3

0.
9%

1
0.

3%
33

1

経
験

年
数

×
【

Q2
3】

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

1年
未

満
3

11
.5

%
2

7.
7%

7
26

.9
%

5
19

.2
%

9
34

.6
%

26
10

0%
1〜

5年
未

満
7

12
.1

%
15

25
.9

%
17

29
.3

%
14

24
.1

%
5

8.
6%

58
10

0%
6〜

10
年

未
満

9
12

.2
%

30
40

.5
%

19
25

.7
%

12
16

.2
%

4
5.

4%
74

10
0%

11
年

以
上

28
15

.3
%

10
8

59
.0

%
29

15
.8

%
13

7.
1%

5
2.

7%
18

3
10

0%
総

計
47

13
.8

%
15

5
45

.5
%

72
21

.1
%

44
12

.9
%

23
6.

7%
34

1
10

0%

経
験

年
数

×
【

Q2
4】

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

数
割

合
数

割
合

1年
未

満
2

12
.5

%
3

18
.8

%
1

6.
3%

4
25

.0
%

6
37

.5
%

16
10

0%
1〜

5年
未

満
7

25
.9

%
13

48
.1

%
4

14
.8

%
1

3.
7%

2
7.

4%
27

10
0%

6〜
10

年
未

満
9

20
.0

%
28

62
.2

%
3

6.
7%

3
6.

7%
2

4.
4%

45
10

0%
11

年
以

上
33

23
.9

%
87

63
.0

%
13

9.
4%

3
2.

2%
2

1.
4%

13
8

10
0%

総
計

51
22

.6
%

13
1

58
.0

%
21

9.
3%

11
4.

9%
12

5.
3%

22
6

10
0%

十
分

に
行

っ
て

い
る

一
応

行
っ

て
い

る
ほ

と
ん

ど
行

っ
て

い
な

い
行

っ
て

い
な

い
分

か
ら

な
い

合
計

本
人

や
家

族
の

希
望

に
沿

っ
て

対
応

で
き

て
い

る
分

か
ら

な
い

そ
の

他

十
分

に
行

っ
て

い
る

一
応

行
っ

て
い

る
ほ

と
ん

ど
行

っ
て

い
な

い
行

っ
て

い
な

い
分

か
ら

な
い

合
計

利
用

者
（

患
者

）
の

病
状

に
合

わ
せ

て
、

体
調

急
変

時
の

対
応

を
話

し
合

う

急
変

時
の

対
応

に
つ

い
て

、
か

か
わ

っ
て

い
る

職
種

や
家

族
な

ど
が

共
有

で
き

て
い

る

急
変

時
の

連
絡

体
制

が
決

ま
っ

て
い

る
連

絡
体

制
や

対
応

内
容

な
ど

が
文

書
化

さ
れ

て
い

る

急
変

時
に

、
医

師
や

訪
問

看
護

師
に

、
速

や
か

に
連

絡
が

取
れ

る
・

相
談

が
で

き
る

体
制

が
で

き
て

い
る

消
防

へ
の

利
用

者
（

患
者

）
の

情
報

提
供

が
、

わ
か

り
や

す
く

速
や

か
に

で
き

る

お
お

む
ね

文
書

化
さ

れ
て

い
る

文
書

化
さ

れ
て

い
る

と
き

も
あ

る
ほ

と
ん

ど
文

書
化

さ
れ

て
い

な
い

文
書

化
し

て
い

な
い

分
か

ら
な

い
合

計
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医
療

・
介

護
・

消
防

ア
ン

ケ
ー

ト
（

医
療

介
護

従
事

者
用

）
   

そ
の

他
の

内
容

・
テ

キ
ス

ト
回

答

【
F1

】
職

種
（

修
正

済
み

）
そ

の
他

6件 1.
7%

経
営

陣
訪

問
介

護
事

業
所

 
サ

ー
ビ

ス
提

供
責

任
者

訪
問

介
護

事
業

所
管

理
者

生
活

相
談

員
サ

ー
ビ

ス
提

供
責

任
者

臨
床

工
学

技
士

【
Q1

】
急

変
の

状
況

そ
の

他
21

件
5.

9%
ど

の
よ

う
な

状
況

で
あ

れ
、

ご
本

人
に

確
認

を
し

て
救

急
搬

送
を

希
望

さ
れ

て
い

る
か

否
か

に
よ

り
対

応
が

分
か

れ
ま

す
。

終
末

期
で

心
肺

停
止

の
場

合
に

は
呼

ば
な

い
で

す
し

、
お

元
気

で
転

倒
し

て
心

肺
停

止
し

て
い

る
場

合
、

蘇
生

し
な

が
ら

家
族

や
CM

、
主

治
医

へ
の

連
絡

し
て

搬
送

指
示

あ
れ

ば
搬

送
す

る
か

と
思

い
ま

す
。

家
族

の
介

護
状

況
に

不
安

が
あ

り
自

宅
で

の
療

養
困

難
と

判
断

し
た

時
バ

イ
タ

ル
に

異
常

が
あ

る
自

分
は

医
師

で
は

な
い

の
で

判
断

は
困

難
。

訪
問

診
療

が
入

っ
て

い
れ

ば
判

断
を

仰
ぐ

。
主

治
医

の
指

示
主

治
医

と
の

連
携

を
し

対
応

が
難

し
い

と
判

断
し

た
時

、
あ

る
い

は
、

主
治

医
と

相
談

の
上

救
急

搬
送

し
た

方
が

良
い

と
な

っ
た

場
合

明
ら

か
な

命
の

危
険

が
な

け
れ

ば
、

ま
ず

主
治

医
に

連
絡

。
救

急
搬

送
の

指
示

が
あ

っ
た

場
合

。
医

師
と

相
談

し
て

搬
送

指
示

が
出

た
場

合
訪

問
診

療
や

訪
問

看
護

利
用

者
は

一
度

連
絡

を
行

っ
て

か
ら

指
示

を
受

け
ま

す
。

往
診

医
を

頼
ん

で
い

な
い

場
合

は
、

救
急

車
を

上
記

で
呼

び
ま

す
・

DN
Rの

意
思

表
示

が
な

く
、

心
肺

停
止

し
て

い
る

と
き

。
・

DN
Rの

意
思

表
示

が
な

く
、

現
場

の
医

療
従

事
者

が
対

応
し

て
も

大
量

出
血

、
意

識
消

失
、

耐
え

難
い

痛
み

が
継

続
す

る
と

き
。

言
葉

が
い

つ
も

と
違

っ
て

話
せ

な
い

様
子

や
顔

面
麻

痺
な

ど
片

側
に

症
状

が
あ

る
時

な
ど

、
通

常
と

違
う

心
配

な
様

子
が

あ
る

時
。

想
定

外
の

体
調

不
良

が
あ

る
際

健
康

状
態

が
良

い
時

に
ご

本
人

の
意

志
を

確
認

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
医

療
的

処
置

が
必

要
と

思
わ

れ
る

と
き

基
本

的
に

は
医

師
よ

り
指

示
書

を
頂

い
て

い
る

た
め

明
ら

か
に

命
に

係
わ

る
緊

急
性

の
あ

る
場

合
以

外
は

主
治

医
に

連
絡

し
判

断
を

仰
ぎ

ま
す

。
前

回
訪

問
時

と
比

較
し

、
明

ら
か

に
体

調
が

悪
化

し
て

か
つ

生
命

の
危

険
が

あ
る

と
判

断
し

た
時

体
調

の
悪

化
＝

救
急

要
請

で
は

な
く

、
悪

化
を

伴
う

命
の

危
険

の
有

無
が

重
要

と
考

え
る

。
耐

え
難

い
痛

み
や

、
体

調
悪

化
時

に
は

、
家

族
を

ま
ず

呼
び

ま
す

が
、

独
居

や
老

々
介

護
の

際
に

は
、

救
急

車
を

呼
ぶ

こ
と

も
あ

る
と

思
い

ま
す

。
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独
居

の
方

の
場

合
は

常
に

見
守

る
こ

と
が

で
き

な
い

た
め

、
上

記
以

外
で

も
搬

送
対

応
と

な
る

こ
と

も
あ

る
と

思
い

ま
す

。
い

ず
れ

も
訪

問
医

が
い

な
い

と
き

に
限

り
ま

す
終

末
期

医
療

・
治

療
方

針
に

関
す

る
本

人
家

族
関

係
者

に
よ

る
合

意
形

成
が

で
き

て
い

な
い

場
合

は
原

則
と

し
て

救
急

搬
送

の
対

象
と

考
え

る
医

師
が

多
い

往
診

医
の

指
示

の
下

【
Q2

】
救

急
車

を
呼

ぶ
判

断
そ

の
他

5件 1.
4%

本
人

の
意

思
の

確
認

が
最

優
先

か
と

思
い

ま
す

。
71

19
へ

相
談

基
本

的
に

タ
ー

ミ
ナ

ル
同

意
書

を
取

り
交

わ
し

て
い

な
い

方
の

変
化

に
つ

い
て

は
救

急
車

の
要

請
な

ど
含

む
一

連
の

医
療

的
な

対
応

は
実

施
し

ま
す

。
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

に
連

絡
し

判
断

を
仰

ぐ
担

当
の

居
宅

介
護

支
援

専
門

員
に

連
絡

し
判

断
を

仰
ぐ

【
Q4

】
「

心
肺

蘇
生

を
望

ま
な

い
傷

病
者

へ
の

対
応

に
つ

い
て

」
を

知
っ

た
媒

体
そ

の
他

18
件

8.
1%

研
修

会
に

て
医

師
よ

り
講

義
が

あ
り

、
そ

の
際

に
そ

の
取

り
組

み
が

開
始

さ
れ

、
依

頼
が

あ
る

が
医

師
（

主
治

医
）

へ
確

認
し

て
搬

送
を

取
り

や
め

る
例

が
意

外
に

多
く

ま
た

そ
れ

が
う

ま
く

運
用

で
き

な
い

か
も

し
れ

な
い

と
言

わ
れ

て
い

た
が

、
非

常
に

ス
ム

ー
ズ

に
現

在
運

営
が

で
き

て
い

る
と

の
話

が
あ

っ
た

。
現

場
地

域
で

の
多

職
種

連
携

の
場

で
救

急
車

を
、

呼
ん

だ
時

に
確

認
さ

れ
て

知
っ

た
通

知
か

何
か

だ
と

思
い

ま
す

救
急

車
隊

員
よ

り
聞

い
た

勉
強

会
何

か
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

ど
こ

で
頂

い
た

の
か

不
明

以
前

、
世

田
谷

で
勤

務
し

て
い

た
際

に
は

最
寄

り
の

消
防

署
職

員
が

施
設

に
訪

問
さ

れ
丁

寧
に

説
明

し
て

下
さ

っ
た

こ
と

が
あ

り
ま

し
た

。
施

設
の

状
態

で
知

っ
て

お
く

べ
き

内
容

だ
っ

た
為

、
自

ら
調

べ
た

。
施

設
で

知
っ

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

事
の

為
、

自
ら

調
べ

た
。

訪
問

診
療

の
医

師
が

「
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

た
め

の
留

意
点

」
に

、
「

急
変

時
延

命
処

置
は

希
望

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
。

救
急

車
は

呼
ば

ず
に

す
ぐ

に
連

絡
し

て
下

さ
い

」
と

書
い

て
あ

っ
た

。
資

料
と

し
て

頂
い

た
行

政
か

ら
の

メ
ー

ル
発

信
介

護
ニ

ュ
ー

ス
レ

タ
ー

実
際

の
緊

急
対

応
時
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消
防

職
員

R3
.1

2.
13

 「
医

療
と

介
護

の
連

携
 救

急
搬

送
時

に
お

け
る

連
携

に
つ

い
て

」
の

企
画

時
お

話
を

伺
う

こ
と

が
で

き
た

。
介

護
支

援
専

門
員

向
け

の
研

修
に

参
加

【
Q5

】
救

急
要

請
の

有
無

そ
の

他
1件 0.

3%

ご
本

人
が

、
周

り
の

人
間

に
頼

ん
で

、
呼

吸
の

苦
し

さ
か

ら
呼

ん
だ

と
お

も
わ

れ
る

。
ド

ク
タ

ー
に

よ
る

薬
の

変
更

と
、

薬
局

か
ら

の
、

酸
素

飽
和

度
と

血
圧

計
の

貸
し

出
し

に
よ

り
、

自
己

管
理

が
で

き
る

よ
う

指
導

し
た

。

【
Q5

-1
】

救
急

要
請

を
し

た
理

由
そ

の
他

47
件

16
.4

%
発

熱
に

伴
う

状
態

悪
化

、
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
が

流
行

し
て

い
る

時
期

。
主

治
医

の
ク

リ
ニ

ッ
ク

も
休

診
で

つ
な

が
ら

ず
、

大
学

病
院

へ
連

絡
入

れ
る

が
受

診
拒

否
、

包
括

へ
も

連
絡

、
そ

の
ま

ま
で

は
体

調
悪

化
の

恐
れ

が
あ

っ
た

の
で

、
本

人
と

話
合

い
呼

ん
だ

。
体

動
困

難
で

通
院

が
難

し
か

っ
た

＃
71

19
に

相
談

を
し

た
結

果
患

者
の

意
識

が
突

然
消

失
し

た
た

め
発

熱
し

誤
嚥

な
ど

緊
急

性
が

あ
る

と
判

断
し

た
為

主
治

医
の

指
示

明
ら

か
な

脳
梗

塞
の

症
状

が
見

ら
れ

て
、

ド
ク

タ
ー

と
連

絡
ご

救
急

要
請

を
し

た
。

主
治

医
の

判
断

主
治

医
の

指
示

転
倒

骨
折

な
ど

で
本

人
が

身
動

き
で

き
ず

、
家

族
が

救
急

車
を

呼
ん

だ
。

食
べ

物
が

気
管

に
詰

ま
り

、
施

設
で

は
対

応
を

試
み

た
が

危
険

と
察

し
主

治
医

に
連

絡
す

る
も

す
ぐ

来
て

も
ら

え
そ

う
も

な
か

っ
た

た
め

体
調

悪
化

の
た

め
主

治
医

に
連

絡
。

主
治

医
の

指
示

に
よ

り
。

往
診

医
の

指
示

ア
ナ

フ
ラ

キ
シ

ー
シ

ョ
ッ

ク
医

師
と

相
談

し
つ

往
診

医
の

指
示

に
て

救
急

搬
送

の
措

置
を

講
じ

た
緊

急
の

診
断

・
治

療
が

必
要

・
「

事
前

に
病

院
・

医
師

と
○

○
の

症
状

が
あ

っ
た

場
合

は
救

急
車

要
請

→
病

院
側

も
受

入
Ｏ

Ｋ
」

と
の

取
り

決
め

が
あ

っ
た

・
意

識
は

あ
っ

た
が

倦
怠

感
が

強
く

移
動

不
能

(古
い

ア
パ

ー
ト

で
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
も

な
く

急
な

階
段

の
み

)、
タ

ク
シ

ー
も

難
し

い
と

判
断

・
病

院
と

も
調

整
の

上
 救

急
車

要
請

と
な

っ
た

往
診

医
が

な
い

、
ま

た
は

往
診

医
で

は
対

応
出

来
な

い
内

容
に

て
救

急
車

を
呼

ん
だ

主
治

医
に

相
談

し
、

救
急

車
を

呼
ぶ

よ
う

に
指

示
さ

れ
た

歩
行

困
難

な
状

況
だ

っ
た
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主
治

医
に

連
絡

し
、

主
治

医
か

ら
の

指
示

。
訪

問
看

護
及

び
医

師
に

連
絡

を
し

、
救

急
搬

送
の

指
示

を
も

ら
っ

た
た

め
要

請
し

た
呼

吸
苦

動
け

な
い

状
態

⾵
呂

場
や

床
に

倒
れ

て
い

た
。

（
意

識
が

あ
っ

た
ケ

−
ス

、
無

い
ケ

−
ス

共
に

あ
り

）
医

師
の

指
示

に
よ

り
救

急
搬

送
指

示
が

あ
っ

た
為

。
大

腿
骨

頸
部

骨
折

の
疑

い
が

あ
っ

た
。

看
護

師
に

相
談

し
緊

急
搬

送
し

た
。

１
）

訪
問

中
に

急
変

、
主

治
医

に
報

告
し

医
師

の
判

断
の

下
要

請
２

）
ヘ

ル
パ

ー
か

ら
の

要
請

で
訪

問
し

明
ら

か
な

下
肢

の
骨

折
。

通
院

で
あ

り
主

治
医

が
専

門
科

で
な

い
た

め
そ

の
場

で
救

急
車

要
請

。
訪

問
介

護
ヘ

ル
パ

ー
が

退
出

後
に

ご
家

族
が

救
急

車
を

要
請

し
搬

送
し

た
訪

問
診

療
担

当
医

の
指

示
や

ホ
ー

ム
の

看
護

師
の

判
断

に
て

。
病

院
の

看
護

士
と

訪
問

看
護

士
の

連
携

の
も

と
、

本
人

宅
へ

行
き

対
応

し
た

。
目

の
前

で
倒

れ
、

強
く

頭
を

打
っ

た
た

め
往

診
医

で
診

れ
る

範
疇

を
超

え
て

い
る

時
か

ろ
う

じ
て

意
思

疎
通

は
で

き
た

が
持

病
に

よ
り

ベ
ッ

ト
か

ら
転

落
後

動
け

な
く

な
っ

た
た

め
誤

嚥
＃

71
19

に
相

談
し

た
ら

要
請

す
る

よ
う

言
わ

れ
た

。
か

か
り

つ
け

医
や

主
治

医
の

指
示

出
血

量
多

く
、

非
凝

固
剤

を
服

薬
し

て
い

る
関

係
上

止
血

が
困

難
で

あ
っ

た
た

め
、

医
師

に
連

絡
し

て
指

示
を

仰
い

だ

水
道

局
か

ら
水

が
出

し
っ

ぱ
な

し
で

福
祉

事
務

所
に

連
絡

が
入

っ
た

ケ
ー

ス
。

(生
活

保
護

)自
宅

内
で

倒
れ

て
い

て
動

き
が

な
い

こ
と

を
、

窓
の

外
か

ら
発

見
し

、
同

行
し

て
い

た
担

当
の

生
活

支
援

員
が

救
急

車
を

要
請

し
た

。

往
診

医
の

指
示

肩
で

呼
吸

を
し

て
い

て
普

段
よ

り
苦

し
そ

う
な

様
子

あ
り

、
バ

イ
タ

ル
測

定
し

SP
O2

が
低

く
肺

炎
な

ど
の

疑
い

が
あ

っ
た

。
主

治
医

の
判

断
に

よ
り

医
師

が
必

要
と

判
断

し
た

・
食

べ
物

を
喉

に
詰

ま
ら

せ
、

蘇
生

後
、

ハ
イ

ム
リ

ッ
ク

を
行

っ
た

往
診

医
の

指
示

肺
炎

、
呼

吸
不

全
、

心
不

全
大

腿
骨

頸
部

骨
折

状
況

を
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

連
絡

を
し

た
と

こ
ろ

、
救

急
車

の
要

請
が

あ
っ

た
。

脳
梗

塞
、

脳
出

血
の

疑
い

が
あ

っ
た

【
Q5

-2
】

訴
え

・
状

況
腹

痛
や

呼
吸

苦
が

強
い

。
発

熱
。

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
の

異
常

痛
く

て
う

ご
か

な
い

上
記

そ
の

他
と

同
様
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転
倒

に
よ

る
頭

部
打

撲
・

裂
傷

・
出

血
転

倒
に

よ
る

腰
部

・
大

転
子

部
の

可
動

域
制

限
と

激
痛

意
識

レ
ベ

ル
低

下
（

脳
梗

塞
症

状
・

熱
中

症
症

状
等

々
）

呼
吸

不
全

徴
候

腹
膜

炎
・

イ
レ

ウ
ス

症
状

 
な

ど
転

倒
し

、
車

椅
子

に
挟

ま
っ

て
お

り
脱

出
が

困
難

な
状

況
だ

っ
た

。
・

排
尿

困
難

に
よ

る
苦

痛
・

発
熱

と
酸

素
飽

和
度

の
低

下
と

呼
吸

苦
転

倒
に

て
立

位
保

持
困

難
疼

痛
、

呼
吸

困
難

ベ
ッ

ド
か

ら
起

き
上

が
れ

ず
、

2，
3日

ま
と

も
に

食
事

も
と

れ
て

い
な

い
状

況
で

あ
っ

た
。

脱
水

症
状

で
朦

朧
と

し
て

い
た

。
転

倒
さ

れ
、

強
い

痛
み

の
訴

え
あ

り
、

自
力

で
の

立
ち

上
が

り
が

で
き

な
い

状
況

腹
痛

動
け

な
か

っ
た

腹
痛

の
訴

え
が

つ
よ

く
、

返
答

も
絞

り
出

す
よ

う
な

返
事

だ
っ

た
呂

律
が

回
ら

ず
、

失
禁

も
あ

り
、

立
つ

こ
と

も
で

き
な

か
っ

た
。

喀
血

を
し

た
転

倒
し

右
腕

の
激

し
い

痛
み

を
訴

え
て

い
た

意
識

が
朦

朧
と

し
、

顔
面

蒼
白

、
冷

汗
、

悶
え

て
お

り
、

声
に

な
ら

な
い

ほ
ど

の
痛

み
、

苦
痛

を
訴

え
て

い
た

。
腸

閉
塞

と
思

わ
れ

る
症

状
の

悪
化

家
の

中
で

転
倒

。
家

の
中

か
ら

鍵
が

施
錠

さ
れ

入
る

こ
と

が
で

き
な

い
状

態
。

ご
本

人
と

会
話

が
で

き
た

た
め

了
承

を
得

て
搬

送
要

請
し

た
。

ま
た

、
家

族
に

も
連

絡
し

了
承

を
得

て
い

る
。

呼
吸

困
難

、
喘

鳴
ベ

ー
ス

の
病

気
に

も
よ

る
が

、
重

篤
な

持
病

を
持

っ
て

い
る

場
合

動
け

な
い

場
合

認
知

機
能

低
下

し
て

お
り

症
状

を
表

出
す

る
こ

と
が

困
難

。
医

師
へ

確
認

し
、

Sp
O2

低
下

が
著

し
か

っ
た

た
め

救
急

要
請

し
た

。
38

度
の

発
熱

が
３

日
以

上
続

き
意

識
消

失
し

て
い

た
転

倒
に

よ
る

外
傷

・
骨

折
麻

痺
症

状
の

出
現

転
倒

し
て

怪
我

を
負

っ
て

い
た

高
熱

が
出

て
い

る
通

常
の

状
態

と
痛

み
を

訴
え

て
い

る
状

態
よ

り
は

る
か

に
形

相
も

、
体

勢
も

違
っ

て
い

た
意

識
が

な
か

っ
た

頭
を

抱
え

て
強

い
頭

痛
の

訴
え

 
⇒

 
脳

出
血

呂
律

が
回

ら
ず

、
立

位
も

困
難

 
⇒

 
脳

出
血

呂
律

障
害

や
麻

痺
が

み
ら

れ
た

。
痛

み
の

た
め

歩
く

こ
と

が
出

来
な

い
。

応
答

で
き

な
い

。
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・
骨

折
が

疑
わ

れ
少

し
で

も
動

か
す

と
強

い
痛

み
を

訴
え

る
。

・
前

回
訪

問
時

よ
り

熱
が

高
く

な
っ

て
い

る
、

水
分

や
食

事
が

摂
れ

て
い

な
い

、
意

識
状

態
が

低
下

し
て

応
答

が
な

い
等

。
高

熱
呼

吸
苦

 
腹

痛
 

転
倒

後
大

腿
骨

の
痛

み
転

倒
し

動
け

な
く

な
っ

て
い

た
股

関
節

や
膝

関
節

、
肩

等
の

痛
み

で
骨

折
が

疑
わ

れ
る

よ
う

な
も

の
室

内
で

転
倒

し
て

お
り

、
痛

み
が

強
く

動
け

な
い

状
態

だ
っ

た
。

座
位

保
持

不
可

、
目

線
が

定
ま

ら
な

い
ず

、
唾

液
を

垂
ら

し
て

い
る

状
態

だ
っ

た
。

転
倒

し
、

全
く

身
動

き
が

取
れ

な
く

な
っ

た
為

（
大

腿
骨

骨
折

だ
っ

た
）

寝
た

き
り

の
方

で
高

熱
、

水
分

食
事

が
出

来
な

く
な

っ
た

為
転

倒
や

し
り

も
ち

に
よ

る
打

撲
・

骨
折

の
痛

み
で

動
け

な
い

た
め

救
急

車
を

呼
ん

で
ほ

し
い

と
本

人
が

訴
え

た
。

胸
の

痛
み

の
訴

え
が

あ
っ

た
呼

吸
困

難
。

動
け

な
い

。
熱

が
あ

り
食

事
と

水
分

と
れ

な
い

。
・

脳
梗

塞
の

前
兆

症
状

が
あ

っ
た

。
・

転
倒

し
頭

部
か

ら
大

量
の

出
血

が
み

ら
れ

た
。

訪
問

介
護

よ
り

足
の

痛
み

の
訴

え
が

あ
り

、
動

け
な

い
と

報
告

あ
り

訪
問

。
立

位
困

難
で

転
倒

し
た

の
か

カ
ー

ペ
ッ

ト
が

歪
ん

で
い

た
。

往
診

医
に

報
告

し
た

と
こ

ろ
救

急
要

請
の

指
示

。
心

臓
が

悪
い

か
た

で
、

明
ら

か
に

様
子

が
お

か
し

か
っ

た
呼

吸
苦

、
イ

レ
ウ

ス
、

癌
性

疼
痛

な
ど

喘
息

発
作

の
悪

化
、

脳
梗

塞
の

症
状

、
狭

心
症

発
作

が
疑

わ
れ

る
症

状
転

倒
、

骨
折

疑
い

胸
痛

や
腰

痛
。

バ
イ

タ
ル

チ
ェ

ッ
ク

し
て

脈
拍

も
低

下
呼

吸
苦

も
見

ら
れ

て
お

り
即

時
に

判
断

し
た

。
・

悪
性

腫
瘍

に
よ

る
痛

み
・

転
倒

に
よ

る
骨

折
の

痛
み

・
胸

が
苦

し
い

、
痛

い
・

呼
吸

状
態

が
悪

く
な

っ
て

い
た

・
こ

ち
ら

の
呼

び
か

け
に

反
応

が
薄

い
・

意
識

が
朦

朧
と

し
高

熱
が

出
て

い
る

・
呂

律
が

回
ら

な
い

・
明

ら
か

な
麻

痺
(痺

れ
)が

出
て

い
る

・
数

日
前

か
ら

、
体

調
が

悪
い

と
の

訴
え

が
あ

り
、

一
日

置
き

に
注

意
し

て
訪

問
し

て
い

た
が

、
「

起
き

上
が

ろ
う

と
し

て
も

動
け

な
く

な
っ

て
い

た
。

」
・

通
所

先
で

の
昼

食
時

に
『

突
然

苦
し

み
だ

し
た

』
と

の
こ

と
で

、
救

急
要

請
し

た
と

聞
い

た
。

…
誤

嚥
し

て
の

窒
息

と
思

わ
れ

た
が

、
警

察
で

の
検

視
で

は
、

『
心

不
全

』
と

聞
い

た
・

嘔
吐

し
て

「
お

腹
が

痛
い

」
と

訴
え

て
い

る
、

ど
う

し
た

ら
い

い
か

と
家

族
か

ら
問

い
合

わ
せ

が
あ

り
、

救
急

車
の

要
請

を
勧

め
た

。
・

脂
汗

を
か

い
て

い
た

・
体

動
困

難
転

倒
し

立
て

な
い

、
痛

い
転

倒
後

、
痛

み
激

し
く

、
頭

を
打

っ
た

可
能

性
と

打
撲

個
所

の
骨

折
の

疑
い

が
あ

っ
た

。
ご

自
宅

へ
お

迎
え

に
行

っ
た

と
き

に
「

足
の

付
け

根
が

痛
く

全
く

受
け

け
な

い
」

と
の

訴
え

で
救

急
要

請
息

が
で

き
な

い
く

ら
い

痛
い

と
の

訴
え

。
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転
倒

し
て

い
て

動
か

す
と

足
の

痛
み

訴
え

が
激

し
く

あ
っ

た
。

骨
折

が
疑

わ
れ

訪
問

看
護

に
そ

の
旨

を
連

絡
し

て
本

人
も

望
ん

で
お

り
救

急
車

を
要

請
し

た
。

発
熱

し
て

お
り

39
度

以
上

あ
っ

た
。

息
苦

し
そ

う
に

し
て

お
り

sp
o2

も
90

前
後

だ
っ

た
。

意
識

も
朦

朧
と

し
て

お
り

救
急

車
を

要
請

し
た

。
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

入
居

者
。

発
熱

が
見

ら
れ

抗
生

剤
治

療
に

て
経

過
観

察
を

し
て

い
た

が
、

夜
間

帯
に

高
熱

と
呼

吸
不

全
が

見
ら

れ
た

た
め

救
急

要
請

を
し

た
。

結
石

と
お

ぼ
し

き
痛

み
の

訴
え

だ
っ

た
が

、
痛

み
が

ひ
ど

す
ぎ

て
嘔

吐
な

ど
が

あ
り

、
窒

息
の

危
険

あ
っ

た
た

め
。

骨
折

に
よ

る
痛

み
で

体
動

困
難

に
な

っ
て

い
た

。
火

傷
事

故
を

起
こ

し
明

ら
か

に
外

傷
が

あ
り

、
痛

み
の

訴
え

も
あ

り
緊

急
性

が
あ

る
と

判
断

し
陽

性
し

た
癌

性
疼

痛
日

常
生

活
が

維
持

で
き

ず
、

動
く

こ
と

が
で

き
な

い
痛

み
。

発
熱

、
痛

み
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
不

良
。

検
査

が
必

要
転

倒
に

よ
る

足
の

付
け

根
の

強
い

痛
み

の
訴

え
で

体
を

動
か

す
事

が
で

き
な

い
状

況
医

師
が

、
管

理
不

可
能

な
く

ら
い

の
痛

み
も

し
く

は
体

調
不

良
言

動
が

変
で

会
話

が
成

立
し

な
か

っ
た

「
い

つ
も

よ
り

痛
く

て
我

慢
で

き
な

い
の

で
救

急
車

を
呼

ん
で

欲
し

い
」

と
本

人
か

ら
言

わ
れ

た
訪

問
時

、
声

掛
け

等
に

反
応

が
な

か
っ

た
。

バ
イ

タ
ル

の
低

下
、

動
け

な
い

な
ど

苦
痛

に
耐

え
て

い
る

表
情

。
苦

痛
に

耐
え

て
い

る
表

情
。

息
苦

し
さ

骨
折

、
意

識
低

下
、

嘔
吐

発
熱

ベ
ッ

ト
か

ら
落

ち
て

お
り

、
立

ち
あ

が
ろ

う
と

動
い

た
事

に
よ

り
、

ベ
ッ

ト
の

下
の

上
半

身
が

入
り

込
ん

で
い

た
。

動
け

な
い

為
腕

に
負

担
が

か
か

っ
て

鬱
血

し
て

い
た

。
真

夏
に

、
庭

先
で

倒
れ

て
お

り
、

意
識

も
う

ろ
う

。
熱

中
症

。
玄

関
先

で
倒

れ
て

、
頭

部
よ

り
出

血
あ

り
、

意
識

あ
る

が
動

け
な

い
状

況
。

骨
折

等
の

疑
い

、
発

熱
多

汗
意

識
低

下
転

倒
に

伴
い

痛
み

の
訴

え
が

著
名

。
歩

行
可

能
で

あ
る

方
が

立
位

困
難

。
転

倒
し

、
ひ

ど
い

痛
み

の
訴

え
が

あ
る

と
き

血
中

酸
素

が
先

ほ
ど

よ
り

低
下

し
た

さ
い

な
ど

強
い

痛
み

の
訴

え
が

あ
っ

た
場

合
、

明
ら

か
に

ご
本

人
が

い
つ

も
と

異
な

る
状

態
の

場
合

。
転

倒
し

て
起

き
上

が
れ

ず
に

動
く

と
痛

み
が

あ
り

、
会

話
は

で
き

る
も

の
の

、
脳

や
骨

に
異

常
が

な
い

か
懸

念
さ

れ
る

状
況

。
痛

み
が

あ
り

臨
時

訪
問

し
た

際
、

骨
折

所
見

が
あ

っ
た

。
痛

が
る

、
ぐ

っ
た

り
し

て
い

る
、

転
倒

、
呼

吸
苦

が
ん

末
期

で
麻

薬
に

よ
る

疼
痛

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
及

ば
な

か
っ

た
状

況
。

転
倒

、
骨

折
が

疑
わ

れ
る

ほ
ど

身
動

き
で

き
な

い
心

不
全

の
急

性
増

悪
の

症
状

が
見

ら
れ

、
在

宅
で

看
取

り
の

話
は

な
い

状
況

だ
っ

た
た

め
、

救
急

要
請

し
た

。
腰

痛
癌

末
期

の
方

で
体

調
悪

化
転

倒
し

て
い

て
身

体
を

動
か

す
と

激
痛

の
訴

え
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予
測

し
得

う
る

苦
痛

や
体

調
悪

化
で

は
な

い
。

現
疾

患
で

は
な

い
新

た
な

診
断

や
治

療
が

必
要

な
場

合
。

内
科

疾
患

で
加

療
中

の
方

が
転

倒
し

骨
折

の
疑

い
が

あ
る

な
ど

。
転

倒
し

、
足

の
付

け
根

の
痛

み
を

訴
え

た
。

足
が

伸
び

た
状

態
で

動
か

せ
な

か
っ

た
た

め
頚

部
骨

折
を

疑
い

、
タ

ク
シ

ー
で

は
運

べ
な

い
と

判
断

し
救

急
車

を
要

請
し

た
。

背
中

か
ら

腰
の

痛
み

が
強

く
床

に
座

り
込

ん
で

し
ま

い
立

ち
上

が
る

事
が

出
来

な
か

っ
た

。
心

筋
梗

塞
を

疑
っ

た
為

、
救

急
搬

送
と

し
た

。
顔

面
蒼

白
、

嘔
吐

、
強

い
頭

痛
、

顔
面

麻
痺

、
呂

律
障

害
出

現
認

め
ら

れ
る

、
強

い
腹

痛
（

発
汗

）
転

倒
し

大
腿

部
痛

み
訴

え
・

頭
部

強
打

多
量

下
血

等
…

訪
問

す
る

と
、

台
所

で
転

倒
本

人
か

ら
痛

み
が

ひ
ど

い
、

助
け

て
ほ

し
い

と
言

わ
れ

た
の

と
同

時
に

ご
家

族
様

か
ら

も
救

急
車

の
依

頼
が

あ
り

、
代

わ
り

に
呼

ん
で

い
ま

す
。

90
代

の
男

性
で

一
人

暮
ら

し
。

前
日

ま
で

普
通

に
食

事
が

出
来

て
い

た
の

に
、

手
が

震
え

て
箸

で
食

事
が

出
来

な
く

な
っ

て
お

り
、

ケ
ア

マ
ネ

に
一

報
を

入
れ

て
か

ら
救

急
要

請
を

行
っ

た
。

発
熱

や
呼

吸
苦

腹
痛

。
大

腿
部

、
足

の
痛

み
、

腹
痛

、
患

部
の

腫
脹

血
圧

低
下

と
発

熱
が

あ
り

、
本

人
が

救
急

搬
送

を
希

望
し

た
。

ベ
ッ

ド
か

ら
落

下
し

床
一

面
に

尿
失

禁
あ

り
、

意
識

は
あ

る
が

反
応

が
鈍

く
、

起
き

上
が

る
こ

と
も

出
来

ず
、

衰
弱

し
て

い
た

為
。

骨
折

を
し

て
い

る
様

子
で

身
体

が
動

か
な

く
、

と
に

か
く

叫
ぶ

よ
う

な
痛

み
の

訴
え

腹
痛

等
動

け
な

い
と

、
訴

え
が

あ
り

、
丁

度
居

合
わ

せ
た

医
者

の
指

示
で

救
急

搬
送

し
ま

し
た

。
痛

み
に

七
転

八
倒

し
て

い
た

。
救

急
を

呼
ん

で
く

れ
と

訴
え

る
嘔

吐
が

止
ま

ら
な

か
っ

た
。

大
腿

骨
骨

折
疑

い
・

腰
椎

圧
迫

骨
折

疑
い

→
動

け
ず

倒
れ

た
状

態
や

、
立

位
困

難
等

。
癌

タ
ー

ミ
ナ

ル
→

疼
痛

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

不
良

で
身

の
置

き
所

が
な

い
激

し
い

痛
み

を
訴

え
る

脱
水

疑
い

→
意

識
混

濁
・

室
内

で
飲

食
の

様
子

が
見

ら
れ

な
い

等
。

脳
梗

塞
等

疑
い

→
ろ

れ
つ

が
回

ら
な

い
・

動
作

や
表

情
に

左
右

差
あ

り
等

。
転

倒
し

て
明

ら
か

に
骨

折
し

て
そ

う
な

時
背

中
を

押
さ

え
て

油
あ

せ
を

な
が

し
な

が
ら

う
な

っ
て

い
た

時
会

話
が

で
き

て
い

た
が

呂
律

が
回

ら
ず

明
ら

か
に

心
配

な
状

態
だ

っ
た

時
高

熱
で

動
け

な
く

な
っ

て
い

た
時

下
着

姿
だ

っ
た

た
め

、
洋

服
を

着
る

様
に

促
し

た
所

、
倒

れ
、

起
き

れ
な

い
状

況
だ

っ
た

。
so

p2
の

明
ら

か
な

低
下

・
独

居
の

方
で

、
合

い
鍵

が
い

つ
も

の
場

所
に

な
く

、
玄

関
先

で
転

倒
し

、
動

け
な

く
な

っ
て

い
る

の
を

郵
便

受
け

か
ら

覗
き

発
見

し
た

際
・

2.
3日

前
に

訪
問

し
た

際
よ

り
も

、
明

ら
か

に
状

態
が

悪
化

し
て

お
り

、
尿

の
出

も
悪

か
っ

た
た

め
、

家
族

へ
説

明
・

相
談

し
要

請
め

ま
い

が
酷

く
て

立
っ

て
い

ら
れ

な
い

耐
え

難
い

痛
み

は
、

独
居

の
方

体
調

悪
化

の
件

は
、

脳
梗

塞
の

症
状

あ
り

、
医

師
に

判
断

を
仰

い
だ

あ
と

意
識

が
も

う
ろ

う
と

し
て

い
る

、
言

葉
の

呂
律

が
回

っ
て

い
な

い
、

血
圧

低
下

、
転

倒
後

、
痛

み
を

訴
え

始
め

た
、

足
が

が
腫

れ
て

い
て

、
痛

み
を

訴
え

た
独

居
、

痛
み

で
ベ

ッ
ド

か
ら

起
き

上
が

れ
な

い
状

況
だ

っ
た

。
着

替
え

も
排

泄
介

助
も

出
来

な
い

ほ
ど

で
骨

折
を

疑
っ

た
(後

に
背

骨
の

骨
折

と
判

明
)

身
体

が
動

か
な

い
。

明
ら

か
に

動
け

ず
ぐ

っ
た

り
し

た
様

子
だ

っ
た

。
ま

た
、

数
時

間
は

倒
れ

て
い

た
様

子
で

失
禁

し
て

い
る

。
な

ど
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骨
折

疑
い

な
ど

看
護

師
判

断
で

シ
ョ

ッ
ク

が
懸

念
さ

れ
た

場
合

転
倒

し
動

け
な

い
状

態
。

転
倒

し
、

痛
み

の
訴

え
と

頭
部

を
強

く
打

撲
し

た
こ

と
に

よ
る

為
。

ど
こ

が
痛

い
の

か
分

か
ら

な
い

く
ら

い
訴

え
て

、
普

段
の

様
子

と
明

ら
か

に
違

っ
た

。
足

が
痛

い
痛

い
と

の
訴

え
転

倒
等

に
よ

り
、

骨
折

が
疑

わ
れ

る
事

例
転

倒
し

て
、

立
ち

上
が

る
こ

と
が

で
き

ず
大

腿
骨

骨
折

が
疑

わ
れ

た
。

・
腰

痛
が

ひ
ど

く
、

体
動

困
難

な
独

居
高

齢
者

で
あ

り
、

な
ん

の
支

援
の

手
が

入
ら

な
い

状
況

を
判

断
。

胸
を

押
さ

え
て

「
苦

し
い

、
死

に
そ

う
」

と
叫

び
、

床
に

た
お

れ
て

悶
え

て
い

た
。

呼
吸

困
難

、
歩

行
不

能
、

高
熱

な
ど

正
常

な
意

志
疎

通
が

難
し

く
、

こ
の

ま
ま

1人
に

し
て

い
た

ら
、

生
命

の
危

険
が

あ
る

状
態

動
け

な
い

状
態

だ
っ

た
。

呼
吸

の
状

態
に

異
変

が
あ

っ
た

。
転

倒
後

で
痛

み
も

あ
り

動
け

な
い

、
起

こ
せ

な
い

状
況

前
日

よ
り

活
気

な
く

言
動

も
あ

き
ら

か
に

お
か

し
い

状
況

自
力

で
の

移
動

が
出

来
な

い
。

痰
が

ら
み

あ
り

、
受

診
し

た
が

、
経

過
観

察
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
が

、
明

ら
か

に
意

識
消

失
し

て
お

り
、

熱
も

あ
っ

た
為

骨
折

、
胸

痛
転

倒
後

の
明

ら
か

な
痛

み
、

歩
行

困
難

浮
腫

が
強

く
、

呼
吸

状
態

が
悪

化
し

て
い

た
転

倒
を

し
て

痛
み

が
出

て
い

る
⻩

疸
、

発
熱

骨
折

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
為

。
・

苦
痛

で
話

す
こ

と
も

で
き

な
い

・
痛

い
と

こ
ろ

を
押

さ
え

る
な

ど
し

て
身

動
き

が
取

れ
な

い
・

問
い

か
け

に
対

す
る

反
応

の
悪

さ
、

麻
痺

等
が

明
ら

か
独

居
、

癌
ス

テ
ー

ジ
4、

夜
中

に
腹

痛
嘔

吐
あ

り
と

電
話

。
2、

3日
前

か
ら

軽
度

腹
痛

あ
っ

た
と

本
人

よ
り

。
腹

痛
継

続
し

て
お

り
痛

み
強

く
嘔

吐
見

ら
れ

て
い

た
た

め
本

人
と

相
談

し
遠

隔
で

救
急

依
頼

し
た

。
痛

く
て

動
か

せ
な

い
転

倒
し

、
足

の
痛

み
で

身
動

き
取

れ
な

い
状

態
転

倒
後

、
鼠

径
部

に
強

い
痛

み
を

訴
え

動
け

な
く

な
っ

た
。

起
き

上
が

り
、

立
ち

上
が

り
が

で
き

な
い

痛
み

。
前

回
訪

問
時

よ
り

明
ら

か
に

痩
せ

て
い

る
、

言
葉

が
出

な
い

。
意

思
表

示
が

薄
い

な
ど

。
喘

息
憎

悪
消

化
管

穿
孔

の
可

能
性

が
あ

っ
た

た
め

大
量

の
吐

血
、

イ
レ

ウ
ス

症
状

、
嘔

吐
、

尿
管

結
石

の
痛

み
連

日
の

創
部

の
洗

浄
、

痛
み

あ
り

、
麻

薬
も

持
続

で
使

用
し

て
い

た
。

痛
み

の
コ

ン
ト

ロ
−

ル
が

難
し

く
な

り
、

ご
家

族
で

の
対

応
も

難
し

く
、

ご
本

人
、

ご
家

族
の

希
望

に
よ

り
救

急
要

請
意

識
は

あ
っ

た
が

呂
律

が
回

ら
ず

、
発

話
に

異
常

が
あ

っ
た

。
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ソ
フ

ァ
で

動
け

な
く

な
っ

て
し

ま
い

、
意

識
は

し
っ

か
り

し
て

い
た

も
の

の
、

動
く

こ
と

は
困

難
だ

っ
た

転
倒

し
痛

み
訴

え
が

強
く

、
身

体
を

動
か

し
た

り
起

こ
す

こ
と

が
で

き
な

い
状

態
で

大
腿

骨
な

ど
の

骨
折

が
疑

わ
れ

た
。

・
患

部
の

腫
脹

、
移

動
し

よ
う

と
す

る
と

下
肢

に
強

い
痛

み
を

感
じ

移
動

が
で

き
ず

、
骨

折
が

疑
わ

れ
る

場
合

。
・

唇
に

チ
ア

ノ
ー

ゼ
が

出
て

い
た

り
、

肩
で

呼
吸

し
て

い
る

な
ど

本
人

に
自

力
で

異
動

し
て

も
ら

お
う

と
す

る
と

、
急

性
憎

悪
、

命
の

危
険

を
感

じ
た

と
き

。
高

熱
 

嘔
吐

 
痛

み
の

訴
え

高
熱

と
腹

痛
（

右
上

腹
部

）
結

果
、

胆
管

炎
発

熱
と

下
肢

痛
、

発
赤

、
動

か
せ

な
い

ほ
ど

の
痛

み
、

結
果

コ
ン

パ
ー

ト
メ

ン
ト

症
候

群
、

骨
折

等
痛

い
、

苦
し

い
な

ど
の

理
由

 
独

居
高

齢
者

の
場

合
も

多
く

、
事

後
報

告
に

て
把

握
す

る
た

め
詳

細
な

理
由

は
不

明
骨

折
し

て
い

る
よ

う
な

様
子

ぐ
っ

た
り

と
し

て
、

反
応

が
す

ご
く

鈍
く

な
っ

て
い

た
。

腹
痛

 
体

を
丸

め
て

痛
み

を
訴

え
て

い
た

食
事

が
摂

れ
て

お
ら

ず
、

脱
水

症
状

が
見

ら
れ

て
い

た
。

骨
折

、
議

痛
⾵

急
性

期
、

外
傷

時
 

動
け

な
い

状
況

平
常

時
と

違
う

状
況

 
体

重
減

少
、

顔
貌

、
意

識
レ

ベ
ル

、
喋

り
方

、
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

値
、

脱
水

症
状

、
褥

瘡
発

生
、

食
欲

な
く

食
事

摂
取

量
減

少
、

虐
待

の
可

能
性

な
ど

・
胸

痛
、

呼
吸

が
し

づ
ら

い
・

意
識

消
失

・
血

圧
の

急
上

昇
、

降
圧

剤
が

効
か

ず
（

く
も

膜
下

出
血

で
あ

っ
た

）
・

発
熱

、
Sp

o2
の

低
下

ベ
ッ

ド
か

ら
落

ち
て

起
き

上
が

れ
ず

強
い

痛
み

を
訴

え
て

 
受

診
し

な
け

れ
ば

回
復

で
き

な
い

と
思

っ
た

室
内

で
転

倒
し

た
様

子
。

意
識

混
濁

し
て

尿
汚

染
し

て
い

た
。

動
く

事
が

全
く

出
来

な
い

。
発

熱
し

て
い

る
。

転
倒

し
て

、
骨

折
し

て
い

る
模

様
。

呂
律

が
回

ら
な

い
、

よ
だ

れ
が

出
て

い
る

。
転

倒
し

て
、

頭
か

ら
出

血
。

麻
痺

が
出

現
し

動
け

な
く

な
っ

て
お

り
、

尿
失

禁
も

し
て

い
た

ケ
ー

ス
、

高
熱

が
あ

り
動

け
な

く
な

っ
て

い
た

ケ
ー

ス
意

識
レ

ベ
ル

が
低

下
し

、
SP

O2
値

も
か

な
り

低
下

し
て

い
た

状
況

呼
吸

状
態

悪
化

心
臓

の
痛

み
や

激
し

い
頭

痛

【
Q5

-3
】

ル
ー

ル
主

治
医

の
判

断
に

よ
る

要
請

、
ご

家
族

の
要

請
な

ど
、

家
族

の
場

合
は

主
治

医
の

判
断

が
取

れ
な

い
時

な
ど

急
変

時
に

主
治

医
の

判
断

で
、

治
療

を
す

れ
ば

回
復

す
る

と
判

断
し

た
場

合
、

本
人

と
家

族
の

意
向

を
確

認
し

、
救

急
要

請
を

行
う

。
38

.5
℃

以
上

。
SP

02
 ９

０
％

以
下

 な
ど

転
倒

し
て

意
識

消
失

と
聞

き
ま

し
た

頭
部

打
撲

に
て

腫
脹

あ
り

。
事

案
は

要
精

査
。

当
該

者
心

身
状

況
不

明
に

て
救

急
要

請
。

緊
急

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
意

識
レ

ベ
ル

、
出

血
の

状
況

な
ど

施
設

内
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

よ
り

、
急

変
⇒

往
診

医
⇒

往
診

⇒
救

急
要

請
と

な
っ

た
。

131



生
命

維
持

に
関

わ
る

と
き

。

発
熱

や
血

圧
値

の
異

常
、

そ
の

他
バ

イ
タ

ル
値

の
異

常
が

み
ら

れ
る

場
合

、
ま

た
は

通
常

み
ら

れ
な

い
症

状
や

事
故

が
発

生
し

た
場

合
な

ど
に

は
施

設
⻑

や
嘱

託
医

、
看

護
職

員
の

判
断

に
よ

り
救

急
搬

送
を

行
う

こ
と

と
す

る
。

夜
間

は
施

設
車

の
運

行
が

な
い

為
、

介
護

タ
ク

シ
ー

か
タ

ク
シ

ー
利

用
と

な
る

が
、

救
急

要
請

す
る

程
で

は
な

い
が

す
ぐ

さ
ま

受
診

が
必

要
で

、
介

護
タ

ク
シ

ー
や

タ
ク

シ
ー

対
応

が
困

難
な

場
合

に
は

要
請

さ
せ

て
い

た
だ

く
こ

と
が

あ
る

。
窒

息
の

場
合

は
、

施
設

で
処

置
で

き
て

も
酸

素
飽

和
度

が
上

が
ら

な
い

場
合

は
救

急
要

請
す

る
こ

と
が

あ
る

。
看

護
師

に
オ

ン
コ

ー
ル

し
、

御
家

族
希

望
な

ど
の

総
合

的
な

指
示

の
元

行
う

ル
ー

ル
院

⻑
指

示
の

も
と

介
護

福
祉

施
設

が
診

る
こ

と
の

で
き

る
限

界
を

超
え

て
い

る
、

と
担

当
相

談
員

等
の

説
明

で
あ

っ
た

。
転

倒
医

療
職

の
判

断
を

優
先

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
利

用
者

な
ど

で
、

か
か

り
つ

け
の

往
診

医
が

な
い

、
ま

た
は

往
診

医
が

往
診

で
き

な
い

場
合

、
本

人
家

族
希

望
で

な
く

、
発

熱
や

Sｐ
O2

低
下

を
理

由
に

救
急

搬
送

と
な

っ
た

ケ
ー

ス
が

あ
っ

た
。

入
所

者
で

看
取

り
介

護
の

同
意

が
な

く
、

急
変

と
な

っ
た

場
合

、
看

護
職

員
又

は
医

師
の

指
示

に
よ

り
、

ご
家

族
へ

連
絡

、
意

向
確

認
し

要
請

す
る

。

【
Q5

-4
】

誰
の

判
断

そ
の

他
10

件
＃

71
19

に
相

談
を

し
た

結
果

自
分

は
、

管
理

者
ケ

ア
マ

ネ
看

護
師

で
も

あ
る

事
を

記
入

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

地
域

包
括

の
職

員
職

場
の

責
任

者
の

判
断

。
消

防
署

に
電

話
し

て
相

談
し

た
上

⻑
管

理
者

・
生

活
保

護
受

給
者

の
担

当
ワ

ー
カ

ー
職

場
の

管
理

者
へ

状
況

を
説

明
し

指
示

を
仰

い
だ

地
域

包
括

の
保

健
師

な
の

で
、

医
療

職
と

し
て

、
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

ズ
や

、
症

状
等

で
、

救
急

車
要

請
の

判
断

し
て

い
る

が
、

基
本

的
に

、
緊

急
対

応
時

は
、

複
数

の
職

員
で

行
く

よ
う

に
し

て
お

り
、

職
員

間
で

話
し

合
っ

た
結

果
、

救
急

要
請

し
て

い
る

。

【
Q5

-5
】

救
急

隊
へ

の
情

報
提

供
そ

の
他

10
件

救
急

隊
を

呼
ん

で
い

な
い

自
分

か
ら

の
口

頭
説

明
お

薬
手

帳
ケ

ア
マ

ネ
か

ら
の

口
頭

説
明

往
診

医
師
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状
況

説
明

は
口

頭
、

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
は

メ
モ

に
し

て
渡

す
。

聞
か

れ
た

こ
と

に
つ

い
て

は
持

ち
歩

き
の

カ
ル

テ
か

ら
情

報
提

供
。

骨
折

の
方

に
関

し
て

は
、

事
業

所
が

近
い

た
め

患
者

情
報

は
コ

ピ
ー

し
て

お
渡

し
し

た
。

測
定

し
た

バ
イ

タ
ル

の
情

報
事

業
所

で
作

成
し

て
い

る
緊

急
時

対
応

情
報

を
基

に
情

報
を

提
供

し
て

い
る

お
く

す
り

手
帳

【
Q6

-1
】

Q6
の

理
由

自
宅

で
経

過
を

観
察

す
る

ほ
う

が
適

当
と

思
わ

れ
る

か
ど

う
か

の
境

界
の

見
極

め
が

難
し

い
の

で
、

特
に

高
齢

者
の

場
合

は
大

い
に

迷
う

。
入

院
せ

ず
に

帰
宅

と
な

る
の

で
な

い
か

微
妙

な
時

。
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
で

常
に

緊
急

要
請

時
の

話
を

し
て

い
る

の
で

救
急

搬
送

に
つ

い
て

、
自

身
で

判
断

す
る

ケ
ー

ス
が

少
な

い
た

め
。

事
前

に
意

思
確

認
し

て
い

て
も

実
際

に
搬

送
が

必
要

な
状

況
に

な
っ

た
場

合
に

再
度

確
認

し
て

み
る

と
病

院
へ

行
か

な
い

と
言

わ
れ

る
方

も
多

い
た

め
。

明
ら

か
に

病
状

の
変

化
を

呈
し

て
い

る
こ

と
が

多
い

（
急

変
）

AC
Pに

よ
る

方
針

が
定

ま
っ

て
い

な
い

場
合

は
要

請
す

る
迷

っ
て

い
る

暇
が

な
い

困
っ

た
ら

主
治

医
に

相
談

す
る

こ
と

に
し

て
い

る
事

前
に

連
載

し
て

い
る

往
診

の
医

師
に

連
絡

し
て

い
る

為
迷

い
は

な
い

。
ご

本
人

や
家

族
の

意
向

が
揺

れ
て

い
た

。
入

院
や

治
療

に
対

し
て

。
自

身
の

判
断

で
間

違
っ

て
い

る
と

思
わ

な
い

本
当

に
緊

急
性

が
あ

る
か

。
医

師
な

ど
医

療
職

の
判

断
で

救
急

者
要

請
を

行
っ

て
い

る
異

常
あ

れ
ば

要
請

優
先

に
す

る
痛

み
は

強
い

が
 

通
院

で
き

な
い

だ
け

で
要

請
し

て
も

い
い

の
か

必
要

性
が

あ
る

か
微

妙
と

感
じ

た
ト

キ
が

あ
る

た
め

。
話

も
で

き
ず

、
脳

梗
塞

の
症

状
で

あ
っ

た
た

め
意

識
消

失
等

、
切

羽
詰

ま
っ

た
状

況
の

た
め

。
本

人
の

容
態

が
救

急
要

請
を

す
る

ほ
ど

の
容

態
な

の
か

分
か

ら
な

い
の

で
。

本
人

の
様

子
を

確
認

し
て

救
急

搬
送

が
必

要
と

思
っ

た
た

め
（

救
急

要
請

に
関

わ
っ

た
の

は
ま

だ
自

分
の

家
族

が
対

象
の

1回
だ

け
で

、
業

務
と

し
て

関
わ

っ
た

経
験

は
あ

り
ま

せ
ん

）
脳

梗
塞

の
疑

い
が

あ
る

と
思

い
、

診
断

や
治

療
が

遅
れ

る
こ

と
が

予
後

に
影

響
す

る
可

能
性

が
あ

る
と

判
断

し
た

た
め

家
族

が
反

対
さ

れ
た

緊
急

性
が

あ
る

か
本

当
に

必
要

か
ど

う
か

分
か

ら
な

い
た

め
本

人
の

訴
え

が
は

っ
き

り
と

し
て

い
て

、
救

急
を

拒
否

し
た

場
合

微
妙

な
状

態
の

時
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本
人

が
希

望
し

て
い

る
か

ど
う

か
高

度
な

医
療

を
提

供
す

る
こ

と
が

患
者

の
QO

Lに
対

し
て

適
切

か
ど

う
か

予
後

と
提

供
さ

れ
る

医
療

の
バ

ラ
ン

ス
に

つ
い

て
も

迷
う

足
の

痛
み

を
訴

え
骨

折
が

疑
わ

れ
た

が
救

急
車

に
す

る
か

⺠
間

救
急

に
す

る
か

迷
っ

た
AC

Pが
行

わ
れ

て
い

た
り

、
利

用
者

・
家

族
の

意
向

が
確

認
で

き
て

い
る

場
合

は
状

態
が

悪
化

し
て

い
て

も
救

急
搬

送
し

な
い

こ
と

が
多

い
が

、
き

ち
ん

と
し

た
意

向
確

認
が

で
き

て
い

な
い

場
合

は
迷

う
こ

と
も

あ
る

。
必

要
に

応
じ

て
医

師
等

の
指

示
を

仰
ぐ

が
、

そ
れ

が
で

き
な

い
時

に
迷

う
こ

と
が

あ
る

救
急

搬
送

さ
れ

て
そ

の
後

改
善

す
る

か
わ

か
ら

な
い

事
も

あ
る

た
め

様
子

を
見

る
べ

き
か

ど
う

か
で

迷
う

要
請

を
し

て
救

急
車

が
到

着
し

た
時

に
は

落
ち

着
い

て
し

ま
っ

た
り

、
病

院
に

つ
い

た
ら

落
ち

着
い

て
し

ま
っ

て
検

査
し

て
な

ん
で

も
な

い
と

帰
さ

れ
る

こ
と

も
数

回
あ

っ
た

為
、

ま
た

同
じ

よ
よ

う
な

こ
と

に
な

る
か

と
思

う
の

で
迷

う 医
師

や
ナ

ー
ス

の
指

示
が

あ
る

。
ま

た
は

意
識

不
明

な
ど

、
緊

急
を

要
す

る
た

め
認

知
症

な
ど

も
と

も
と

意
思

疎
通

が
図

れ
な

い
方

は
、

経
過

を
見

れ
る

レ
ベ

ル
か

ど
う

か
判

断
に

迷
う

こ
と

も
あ

る
。

実
際

に
異

状
な

く
戻

ら
れ

た
ケ

ー
ス

も
あ

る
。

迷
っ

て
い

る
時

間
が

無
駄

あ
き

ら
か

な
変

化
で

な
い

時
、

で
も

何
か

お
か

し
い

と
い

う
思

う
事

が
あ

る
時

と
か

あ
と

転
倒

さ
れ

た
後

こ
の

ま
ま

様
子

を
見

て
も

良
い

と
思

う
が

、
骨

折
し

て
い

た
ら

ど
う

し
よ

う
と

か
、

逆
に

搬
送

し
て

骨
折

し
て

い
な

か
っ

た
ら

申
し

訳
な

い
な

と
思

い
ど

う
し

よ
う

か
と

迷
う

事
も

あ
り

ま
す

。
ど

ん
な

状
況

で
も

延
命

や
救

急
搬

送
を

希
望

し
な

い
意

向
の

場
合

に
、

医
療

介
入

が
適

切
（

必
要

）
と

思
っ

て
も

出
来

な
い

時
。

ま
た

、
家

族
と

連
絡

が
と

れ
な

い
時

。
医

療
専

門
職

が
入

っ
て

い
な

い
、

独
居

、
身

寄
り

無
で

意
識

消
失

な
ら

救
急

搬
送

が
必

要
だ

と
思

う
ま

ず
看

護
師

や
医

師
に

連
絡

を
取

る
体

制
が

整
っ

て
い

る
為

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

で
の

対
応

の
ケ

ー
ス

は
、

独
居

や
家

族
の

支
援

力
が

弱
い

方
が

多
い

。
週

末
や

夕
方

等
に

緊
急

対
応

す
る

ケ
ー

ス
も

多
く

、
判

断
を

仰
が

れ
る

立
場

に
な

り
、

ほ
ぼ

判
断

に
は

迷
わ

ず
救

急
要

請
す

る
。

医
療

の
指

示
で

は
な

い
と

判
断

で
き

ず
迷

っ
て

し
ま

う
。

意
識

が
あ

る
時

は
ど

う
し

た
ら

い
い

の
か

分
か

ら
な

い
の

で
心

肺
停

止
、

意
識

消
失

は
速

や
か

に
要

請
す

る
。

心
不

全
の

既
往

が
あ

る
か

た
の

強
い

浮
腫

や
呼

吸
苦

、
明

ら
か

な
バ

イ
タ

ル
異

常
、

骨
折

等
、

緊
急

搬
送

を
要

請
し

た
方

が
良

い
か

も
し

れ
な

い
と

判
断

し
た

場
合

、
主

治
医

、
本

人
、

家
族

に
判

断
を

確
認

す
る

か
ら

。
外

見
上

の
所

見
と

本
人

の
痛

み
の

度
合

い
が

釣
り

合
わ

な
い

と
き

家
族

の
意

向
を

聞
く

べ
き

だ
が

す
ぐ

に
連

絡
が

取
れ

な
か

っ
た

時
コ

ロ
ナ

禍
の

時
は

特
に

、
消

防
署

が
ひ

っ
迫

し
て

い
る

と
考

え
、

⺠
間

の
介

護
タ

ク
シ

ー
等

に
す

る
か

迷
う

が
、

た
だ

、
状

況
的

に
緊

急
性

が
高

い
の

と
本

人
家

族
の

訴
え

あ
れ

ば
救

急
車

を
呼

ん
で

し
ま

う
も

う
少

し
様

子
を

見
た

ほ
う

が
良

い
か

？
と

思
っ

た
。

が
迷

っ
た

ら
要

請
す

る
様

に
自

分
で

決
め

て
い

る
。

「
命

の
危

険
が

あ
る

か
」

「
迅

速
な

受
診

が
本

当
に

必
要

か
」

に
つ

い
て

自
身

の
判

断
が

正
し

い
か

ど
う

か
常

に
自

信
を

持
て

る
わ

け
で

は
無

い
た

め
。

か
か

り
つ

け
医

に
連

絡
と

れ
な

い
。

本
人

家
族

の
承

諾
に

迷
い

が
あ

る
。

救
急

車
を

呼
ぶ

レ
ベ

ル
の

状
態

か
判

断
が

つ
か

な
か

っ
た

為
明

ら
か

に
体

調
が

悪
く

、
本

人
が

自
力

で
病

院
に

行
け

る
状

況
で

は
な

か
っ

た
か

ら
本

人
は

「
大

丈
夫

」
と

仰
っ

て
い

た
が

、
SA

Tが
あ

ま
り

に
も

低
か

っ
た

為
。

救
命

救
急

で
蘇

生
し

た
こ

と
が

あ
る

訪
問

看
護

師
と

し
て

普
段

の
ご

利
用

者
様

の
様

子
を

観
察

し
て

き
て

い
る

た
め

、
急

変
時

は
す

ぐ
に

判
断

が
で

き
る

。
DM

や
認

知
症

に
よ

り
明

ら
か

な
症

状
や

訴
え

が
不

明
な

こ
と

が
あ

る
か

ら
。
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救
急

車
を

呼
ぶ

状
態

な
の

か
の

判
断

に
迷

う
。

以
前

、
救

急
車

を
呼

ば
ず

翌
日

受
診

し
た

ら
、

脳
梗

塞
を

発
症

し
て

お
り

、
医

師
に

救
急

車
を

よ
ぶ

よ
う

に
と

言
わ

れ
た

事
が

あ
る

が
、

簡
単

に
救

急
車

を
要

請
し

て
い

い
の

か
、

と
て

も
迷

う
。

往
診

医
不

在
で

家
族

に
連

絡
が

つ
か

な
い

時
本

人
が

救
急

を
望

ま
な

い
が

、
自

宅
で

の
看

取
り

も
望

ん
で

い
な

か
っ

た
。

・
バ

イ
タ

ル
上

は
問

題
が

見
ら

れ
な

い
が

、
覚

醒
状

態
が

悪
か

っ
た

り
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
・

ご
家

族
様

と
連

絡
が

つ
か

な
い

場
合

・
ご

本
人

様
、

ご
家

族
様

と
最

期
に

お
け

る
話

し
合

い
が

十
分

で
な

い
場

合
ど

こ
ま

で
ク

リ
ニ

ッ
ク

で
対

応
出

来
る

か
迷

う
こ

と
あ

り
。

救
急

蘇
生

の
経

験
不

足
医

師
が

判
断

す
る

か
ら

。
♯

71
19

へ
の

相
談

も
考

え
た

が
、

急
を

要
す

る
と

判
断

し
、

救
急

要
請

し
た

。
間

違
い

な
く

搬
送

が
必

要
こ

れ
で

呼
ん

で
も

良
い

の
か

な
と

い
う

迷
い

家
族

と
連

絡
が

つ
か

な
い

時
救

急
性

が
有

る
の

か
無

い
の

か
、

家
族

や
本

人
の

希
望

に
沿

っ
て

い
る

の
か

な
ど

自
分

の
判

断
で

は
わ

か
ら

な
い

部
分

が
多

い
た

め
。

熱
発

だ
け

だ
と

受
け

入
れ

を
し

て
い

た
だ

け
な

い
可

能
性

が
あ

る
為

。
状

態
的

に
迷

っ
た

場
合

は
呼

ぶ
方

が
良

い
と

判
断

し
て

い
る

救
急

車
を

呼
ぶ

ま
で

な
の

か
、

様
子

を
見

れ
ば

落
ち

着
く

の
で

は
な

い
か

と
思

う
こ

と
も

あ
る

。
ま

た
、

通
院

を
誰

か
が

付
き

添
え

ば
そ

れ
で

済
む

か
も

し
れ

な
い

と
も

思
う

こ
と

が
あ

っ
た

。
救

急
隊

員
か

ら
の

情
報

提
供

依
頼

に
お

い
て

は
、

情
報

が
ま

と
め

ら
れ

て
い

る
状

態
に

し
て

い
る

為
、

ス
ム

ー
ズ

に
対

応
が

出
来

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
搬

送
先

に
つ

い
て

も
事

前
に

協
力

医
療

機
関

等
へ

連
絡

を
入

れ
、

受
け

入
れ

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

。
け

い
れ

ん
発

作
は

一
過

性
で

あ
る

こ
と

が
多

く
、

救
急

車
が

来
た

時
に

は
治

ま
っ

て
い

る
た

め
、

呼
ぶ

べ
き

か
迷

う
。

10
分

け
い

れ
ん

し
た

ら
呼

べ
と

は
言

う
が

、
強

直
性

の
場

合
、

1分
が

1時
間

に
も

感
じ

ら
れ

る
た

め
、

呼
ぶ

べ
き

か
迷

う
。

明
ら

か
な

体
調

不
良

な
ど

の
時

は
怪

我
を

し
て

い
る

場
合

は
即

呼
ぶ

が
脳

梗
塞

な
ど

で
微

妙
な

レ
ベ

ル
で

の
麻

痺
な

ど
の

場
合

は
判

断
に

迷
う

時
が

あ
る

。
そ

の
時

は
医

師
や

家
族

に
相

談
迷

う
た

め
、

看
護

師
や

他
の

ケ
ア

マ
ネ

に
も

確
認

す
る

。
緊

急
性

が
医

学
的

に
ど

の
程

度
か

医
療

従
事

者
で

は
な

い
の

で
判

断
に

迷
う

こ
と

が
あ

る
。

予
後

の
予

測
が

難
し

く
、

施
設

で
様

子
観

察
す

る
べ

き
か

、
搬

送
す

る
べ

き
か

迷
っ

た
要

請
後

、
ひ

と
り

で
病

院
に

行
っ

た
後

に
入

院
と

な
ら

ず
返

さ
れ

て
し

ま
う

可
能

性
が

あ
る

と
か

。
医

療
従

事
者

で
な

い
の

で
医

療
的

な
判

断
に

迷
う

事
が

あ
る

ド
ア

チ
ェ

ー
ン

が
か

か
っ

て
お

り
入

室
で

き
ず

。
室

内
で

転
倒

さ
れ

て
お

ら
れ

る
様

子
も

安
全

確
認

が
取

れ
な

い
（

声
掛

け
に

も
良

く
聞

き
取

り
で

き
ず

）
AC

Pと
し

て
施

設
で

最
期

を
迎

え
る

こ
と

な
っ

て
い

た
が

、
想

定
し

た
（

認
知

症
末

期
、

が
ん

末
期

）
と

異
な

る
病

態
（

肺
炎

、
他

の
重

篤
な

感
染

症
、

脳
梗

塞
の

疑
い

）
で

あ
っ

た
か

ら
。

こ
の

状
態

で
救

急
車

要
請

を
し

て
課

題
の

解
決

に
な

る
か

を
迷

う
。

救
急

車
は

、
無

料
で

あ
る

が
、

で
き

れ
ば

呼
ば

な
い

に
越

し
た

こ
と

は
な

い
看

護
師

に
指

示
を

仰
い

で
い

た
為

手
の

甲
が

明
ら

か
に

受
診

の
必

要
性

が
あ

る
状

況
。

歩
け

れ
ば

通
院

で
き

る
が

、
立

て
な

い
状

況
だ

っ
た

の
で

、
救

急
車

を
呼

ん
で

も
良

い
の

か
悩

ん
だ

。
心

肺
停

止
し

て
い

た
り

、
主

治
医

の
指

示
の

た
め

。
呼

ん
で

大
し

た
こ

と
も

な
か

っ
た

ら
と

申
し

訳
な

い
気

持
ち

が
あ

っ
た

が
、

迷
っ

た
ら

呼
ん

で
い

い
と

言
わ

れ
て

い
る

た
め

、
今

は
呼

ぶ
よ

う
に

し
よ

う
と

思
っ

て
い

る
。
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医
療

判
断

で
き

る
知

識
は

な
い

の
で

。
救

急
要

請
を

す
る

か
は

法
人

の
医

師
判

断
に

な
っ

て
い

る
か

ら
判

断
基

準
が

あ
い

ま
い

。
判

断
基

準
が

あ
い

ま
い

。
医

師
の

指
示

を
受

け
れ

ば
自

宅
で

処
置

を
し

て
み

れ
る

と
判

断
す

る
が

、
家

族
が

状
態

変
化

に
不

安
が

強
く

救
急

要
請

を
強

く
希

望
す

る
時

。
医

療
職

で
は

な
い

の
で

判
断

が
難

し
い

迅
速

な
行

動
が

必
要

な
た

め
か

か
り

つ
け

医
の

判
断

で
動

い
て

い
る

た
め

。
明

ら
か

に
救

急
対

応
が

必
要

な
場

合
は

迷
わ

な
い

が
、

人
に

よ
り

一
時

的
に

痛
み

が
強

く
出

る
方

は
し

ば
ら

く
す

る
と

治
る

場
合

も
多

い
の

で
判

断
が

難
し

い
。

そ
の

方
に

関
し

て
は

救
急

対
応

後
病

院
に

着
い

て
痛

み
が

取
れ

て
異

常
も

見
ら

れ
な

い
と

い
う

こ
と

が
過

去
に

何
度

か
あ

っ
た

た
め

。
緊

急
の

状
況

を
脱

し
た

時
に

入
院

と
は

限
ら

ず
、

そ
の

ま
ま

自
宅

に
帰

る
事

と
な

る
場

合
、

介
護

者
と

し
て

で
き

る
時

間
と

内
容

に
は

限
り

が
あ

る
上

、
入

院
と

な
っ

た
と

し
て

も
家

族
で

も
な

い
身

内
で

は
な

い
の

に
、

保
護

者
的

な
動

き
を

取
ら

ざ
る

を
得

な
い

。
さ

ら
に

、
全

て
が

勤
務

時
間

外
や

、
業

務
の

枠
外

の
内

容
と

な
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

活
動

し
て

勤
務

先
か

ら
も

、
公

的
な

と
こ

ろ
か

ら
も

勿
論

何
の

報
酬

も
な

い
た

め
。

救
急

要
請

の
必

要
レ

ベ
ル

な
の

か
？

当
該

者
の

不
定

愁
訴

な
の

か
？

な
ど

あ
る

程
度

の
レ

ベ
ル

で
の

体
調

不
良

を
訴

え
た

場
合

、
そ

れ
が

実
は

緊
急

性
が

低
く

と
も

そ
の

判
断

は
医

師
で

あ
り

我
々

に
は

判
断

で
き

な
い

た
め

、
不

味
い

と
思

う
な

ら
搬

送
す

る
。

な
に

も
な

く
帰

っ
て

こ
れ

る
の

が
一

番
と

考
え

て
い

る
。

救
急

車
対

応
な

の
か

？
タ

ク
シ

ー
で

対
応

可
能

か
？

と
。

動
く

と
痛

い
場

合
、

悩
み

ま
し

た
。

高
齢

者
施

設
に

お
い

て
い

つ
も

と
異

な
る

体
調

の
変

化
や

訴
え

に
対

し
て

ス
ピ

ー
ド

感
が

無
い

と
後

々
致

命
的

な
結

果
に

繋
が

る
恐

れ
が

あ
る

為
、

基
本

的
に

迷
い

ま
せ

ん
。

本
当

に
救

急
車

を
呼

ぶ
ほ

ど
の

状
態

な
の

か
、

様
子

を
見

て
い

た
ら

改
善

さ
れ

る
の

で
は

な
い

か
と

い
う

判
断

が
つ

か
な

い
た

め
。

独
居

の
方

や
認

知
症

の
方

、
ご

家
族

と
疎

遠
な

方
な

ど
、

AC
Pが

と
れ

て
い

な
い

、
ご

意
向

を
聞

き
取

っ
て

い
な

い
状

況
で

の
判

断
に

迷
う

時
が

あ
る

。
一

瞬
迷

う
。

1人
の

判
断

で
は

不
安

・
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
難

し
い

状
況

且
つ

、
す

ぐ
に

主
治

医
へ

相
談

で
き

な
い

場
面

で
は

救
急

要
請

の
判

断
に

迷
う

こ
と

が
あ

る
。

緊
急

性
が

あ
る

か
ど

う
か

。
医

師
や

医
療

職
が

不
在

の
施

設
で

は
、

電
話

で
の

状
況

報
告

を
ま

ず
は

医
療

職
に

し
て

指
示

を
仰

ぐ
が

、
現

地
に

確
認

に
来

ら
れ

な
い

場
合

は
、

口
頭

の
み

の
報

告
で

判
断

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
た

め
、

判
断

に
迷

い
が

生
じ

る
。

明
ら

か
な

変
化

や
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
沿

っ
て

呼
ぶ

為
往

診
医

師
が

予
後

に
つ

い
て

見
寄

り
な

い
本

人
と

自
宅

看
取

り
を

話
し

合
っ

て
い

た
。

現
状

は
苦

し
み

が
孤

独
を

超
え

て
耐

え
ら

れ
な

い
状

態
に

至
っ

た
が

往
診

医
師

は
必

要
無

い
と

い
い

受
付

な
い

為
、

人
道

的
に

、
事

前
に

話
し

合
っ

て
決

め
た

方
針

を
変

更
す

る
支

援
を

し
た

。
明

ら
か

に
動

け
な

い
状

態
で

苦
し

そ
う

で
あ

っ
た

。
ド

ア
が

開
か

ず
中

に
入

れ
な

い
状

態
で

あ
っ

た
高

度
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
で

の
看

護
師

経
験

が
あ

り
、

家
族

の
希

望
に

合
わ

せ
た

在
宅

看
護

を
行

っ
て

い
る

た
め

。
救

急
要

請
を

し
て

も
い

い
状

態
な

の
か

大
げ

さ
な

の
で

は
な

い
か

、
帰

宅
に

な
っ

た
場

合
の

対
応

に
つ

い
て

そ
の

訴
え

が
一

時
的

な
も

の
で

、
通

常
の

診
療

を
待

つ
べ

き
か

ど
う

か
 

の
時

本
人

が
拒

否
し

て
い

て
も

、
家

族
が

希
望

し
て

い
る

。
ま

た
、

今
治

療
を

す
る

と
望

む
生

活
を

維
持

で
き

る
予

測
が

で
き

る
場

合
な

ど
。

電
話

で
の

や
り

と
り

は
行

え
、

動
け

な
い

と
の

訴
え

が
あ

っ
た

が
、

中
が

見
え

な
い

事
と

玄
関

ド
ア

の
鍵

が
掛

か
っ

て
お

り
状

況
が

分
か

ら
な

く
、

本
人

も
大

丈
夫

と
返

答
し

た
時

。
ま

た
上

記
の

場
合

、
11

9番
通

報
に

て
ベ

ラ
ン

ダ
等

窓
を

壊
し

て
の

入
室

し
た

場
合

の
処

理
。

緊
急

を
要

し
、

通
報

し
て

良
か

っ
た

場
合

は
良

い
が

、
そ

う
で

な
か

っ
た

場
合

の
時

・
・

・
・

・
。

相
談

す
る

医
療

関
係

者
（

主
治

医
が

い
な

い
か

大
学

病
院

の
医

師
で

連
絡

が
つ

か
な

い
と

か
、

訪
問

看
護

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

な
い

と
か

）
が

お
ら

ず
、

病
気

な
の

か
一

過
性

の
体

調
不

良
の

訴
え

な
の

か
わ

か
ら

な
い

と
き

。

救
急

搬
送

時
に

必
要

な
書

類
の

用
意

を
事

前
に

し
て

い
る

為
。
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訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
入

っ
て

い
る

と
き

は
看

護
師

の
判

断
。

あ
と

は
本

人
様

ご
家

族
様

の
判

断
に

任
せ

て
い

ま
す

。
認

知
面

が
心

配
な

利
用

者
様

は
契

約
の

際
の

取
り

決
め

の
中

で
判

断
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。

利
用

者
の

こ
と

を
良

く
知

ら
な

い
救

急
搬

送
に

備
え

情
報

を
用

紙
し

て
い

る
為

。
東

京
消

防
庁

の
上

級
救

命
技

能
認

定
講

習
済

み
往

診
医

の
判

断
に

よ
り

救
急

搬
送

の
指

示
に

よ
る

為
呼

ん
で

良
い

状
態

な
の

か
判

断
が

つ
か

な
い

た
め

。
呼

ぶ
必

要
が

な
か

っ
た

場
合

、
利

用
者

に
も

負
担

を
か

け
て

し
ま

う
か

ら
。

救
急

に
電

話
す

る
前

に
担

当
の

主
治

医
や

か
か

り
つ

け
の

病
院

へ
電

話
し

て
指

示
を

仰
い

て
か

ら
連

絡
し

て
い

る
。

病
院

か
ら

救
急

車
で

は
な

く
、

介
護

タ
ク

シ
ー

で
と

、
指

示
が

あ
っ

た
時

は
そ

の
よ

う
に

し
て

い
る

。
看

護
師

に
相

談
し

て
か

ら
緊

急
搬

送
す

る
か

ら
訪

問
診

療
医

や
訪

問
看

護
が

関
わ

っ
て

る
方

で
あ

れ
ば

迷
わ

ず
そ

ち
ら

に
連

絡
す

る
が

、
そ

う
で

な
い

場
合

は
迷

う
こ

と
も

あ
る

今
は

迷
う

こ
と

も
な

く
な

っ
た

が
、

訪
問

看
護

に
就

い
た

当
初

は
判

断
に

迷
う

こ
と

が
多

く
、

所
⻑

に
連

絡
を

取
り

対
応

し
て

い
た

。
ご

利
用

者
の

日
頃

の
状

態
を

把
握

し
て

い
な

い
場

合
、

救
急

隊
へ

の
情

報
提

供
が

不
十

分
な

ま
ま

で
よ

い
の

か
と

不
安

。
疾

病
や

服
薬

情
報

等
。

緊
急

対
応

を
要

す
る

状
況

と
判

断
し

た
。

お
お

げ
さ

か
な

と
思

う
医

療
職

と
家

族
、

ホ
ー

ム
と

の
事

前
確

認
を

済
ま

せ
て

い
る

場
合

が
多

い
為

呼
ば

な
く

て
も

回
復

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

場
合

。
明

ら
か

に
搬

送
す

る
様

子
ば

か
り

だ
っ

た
為

看
護

師
と

し
て

、
本

人
・

家
族

、
主

治
医

と
相

談
の

上
、

判
断

で
き

る
た

め
か

か
り

つ
け

医
や

看
護

師
に

相
談

し
て

判
断

し
て

い
る

が
、

週
末

や
つ

な
が

ら
な

い
場

合
は

、
家

族
と

相
談

し
ま

す
。

あ
き

ら
か

に
い

つ
も

の
状

態
と

は
違

う
が

、
痛

み
や

熱
な

ど
が

酷
く

は
な

く
、

意
思

疎
通

も
で

き
る

場
合

。
し

っ
か

り
し

た
緊

急
時

の
連

携
が

図
れ

て
い

な
い

と
き

明
ら

か
に

緊
急

性
が

あ
れ

ば
迷

わ
な

い
。

本
人

の
身

体
状

況
的

に
は

救
急

要
請

が
必

要
だ

が
、

本
人

の
拒

否
が

強
い

場
合

、
「

呼
ん

で
も

救
急

車
に

乗
ら

な
い

可
能

性
が

あ
る

」
と

思
わ

れ
る

と
判

断
に

迷
う

こ
と

も
あ

る
。

認
知

症
が

な
い

中
で

自
分

の
意

志
・

意
向

で
医

療
を

拒
否

さ
れ

る
方

の
対

応
は

苦
慮

す
る

。
前

日
も

救
急

車
を

呼
ん

で
自

宅
に

帰
っ

て
き

た
と

の
こ

と
だ

っ
た

が
、

明
ら

か
に

様
子

が
お

か
し

か
っ

た
場

合
な

ど
。

や
け

ど
の

範
囲

が
大

き
く

、
動

け
な

く
な

っ
て

い
る

の
に

、
本

人
が

か
た

く
な

に
救

急
要

請
を

嫌
が

っ
て

い
る

時
な

ど
ご

本
人

、
ご

家
族

が
意

識
が

あ
る

場
合

は
、

救
急

要
請

の
重

要
性

を
説

明
し

、
説

得
す

る
。

人
命

第
一

と
考

え
て

い
る

た
め

医
療

の
専

門
家

で
は

な
い

た
め

、
状

態
の

判
断

が
難

し
い

医
療

現
場

が
多

忙
な

た
め

。
呼

ん
で

い
い

の
か

わ
か

ら
な

い
。

救
急

隊
を

待
っ

て
い

る
間

の
対

応
に

限
界

が
あ

る
。

本
当

に
必

要
か

、
本

人
が

望
ん

で
い

る
か

。
救

急
搬

送
を

行
っ

た
が

、
検

査
の

結
果

異
状

は
な

く
帰

宅
す

る
な

ど
、

結
果

と
し

て
大

し
た

こ
と

に
は

な
ら

な
か

っ
た

場
合

、
ご

本
人

や
ご

家
族

に
手

間
を

か
け

さ
せ

て
し

ま
う

だ
け

で
な

い
か

と
考

え
て

し
ま

う
た

め
。

た
だ

、
重

篤
な

結
果

で
あ

る
可

能
性

も
あ

る
た

め
、

結
果

と
し

て
疑

わ
し

き
は

救
急

搬
送

す
る

、
と

い
う

判
断

に
偏

る
こ

と
が

多
い

。
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救
急

車
を

頻
回

に
呼

ん
で

い
る

が
、

独
居

で
あ

り
、

本
人

の
希

望
が

あ
っ

た
時

体
調

悪
化

が
あ

っ
た

が
、

医
師

に
判

断
を

仰
い

だ
家

族
か

ら
の

ク
レ

ー
ム

に
な

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
、

ほ
ぼ

迷
わ

ず
に

要
請

す
る

本
人

の
痛

み
の

訴
え

が
強

く
て

も
、

救
急

車
を

呼
ぶ

ほ
ど

で
は

な
い

の
で

は
と

迷
う

主
治

医
に

連
絡

し
て

判
断

を
仰

ぎ
呼

ん
で

い
る

自
己

判
断

で
き

な
い

と
き

に
は

、
他

職
種

か
ら

判
断

を
仰

い
で

い
る

た
め

。
往

診
医

や
看

護
師

な
ど

の
医

療
専

門
職

と
直

ぐ
に

連
絡

が
取

れ
な

い
と

き
医

療
職

で
な

い
の

で
、

判
断

に
困

る
事

施
設

⻑
・

看
護

師
・

医
師

・
ご

家
族

等
の

総
合

的
な

判
断

が
行

わ
れ

る
か

ら
迷

う
よ

う
な

状
況

で
判

断
を

求
め

ら
れ

た
際

に
は

救
急

要
請

を
行

う
為

人
命

に
緊

急
を

要
す

る
状

況
か

、
ど

う
か

で
判

断
し

て
い

る
タ

ク
シ

ー
代

わ
り

に
使

っ
て

は
い

け
な

い
！

と
出

来
る

だ
け

様
子

を
み

て
、

間
違

え
の

な
い

よ
う

に
と

し
た

い
。

し
か

し
、

医
師

で
は

な
い

の
で

、
命

優
先

で
、

判
断

す
る

よ
う

に
し

て
い

る
が

、
迷

い
、

怖
い

。
・

症
状

に
対

す
る

対
応

（
処

置
）

を
行

っ
た

事
に

よ
り

、
時

間
経

過
と

と
も

に
回

復
又

は
症

状
軽

減
の

可
能

性
が

考
え

ら
れ

る
場

合
・

タ
ク

シ
ー

等
で

受
診

で
き

る
可

能
性

が
あ

る
場

合
明

ら
か

に
必

要
と

思
わ

れ
る

救
急

を
要

請
す

る
必

要
性

の
有

無
等

、
判

断
に

迷
う

事
も

多
い

。
今

の
状

況
で

呼
ん

で
い

い
か

迷
う

憶
測

で
判

断
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
が

多
い

た
め

。
「

生
命

の
危

険
」

に
つ

い
て

い
え

ば
、

今
こ

の
瞬

間
で

は
な

い
が

、
半

日
後

、
翌

日
、

近
日

中
と

い
っ

た
単

位
で

経
時

変
化

を
考

え
た

と
き

に
、

改
善

の
見

込
み

ど
こ

ろ
か

悪
化

が
必

然
と

考
え

ら
れ

る
。

特
に

週
末

な
ど

支
援

の
手

が
届

き
に

く
い

状
況

の
時

、
救

急
搬

送
以

外
で

乗
り

切
る

手
立

て
を

思
い

つ
か

な
い

。
・

入
院

に
な

ら
な

い
可

能
性

も
高

い
が

、
歩

行
で

き
ず

「
死

に
そ

う
に

苦
し

い
」

と
言

わ
れ

た
た

め
・

歩
行

不
可

で
呼

吸
苦

も
あ

る
が

、
本

人
が

非
常

に
強

く
救

急
搬

送
を

拒
否

す
る

場
合

。
「

こ
の

ま
ま

死
ぬ

」
な

ど
AC

Pの
内

容
を

常
日

頃
確

認
し

て
い

る
。

救
急

が
良

い
の

か
、

し
ば

ら
く

様
子

を
見

た
方

が
良

い
の

か
判

断
に

迷
う

た
め

。
判

断
基

準
が

難
し

い
こ

れ
以

外
の

方
法

は
な

い
の

か
を

考
え

る
為

本
人

が
救

急
要

請
を

希
望

し
な

か
っ

た
と

き
状

況
か

ら
判

断
予

測
し

て
行

う
。

命
を

優
先

す
る

と
考

え
た

の
で

。
・

意
外

と
重

症
（

重
病

）
で

は
な

か
っ

た
、

と
い

っ
た

こ
と

が
あ

り
得

る
。

そ
れ

で
も

入
院

と
な

っ
た

場
合

、
廃

用
症

候
群

な
ど

で
AD

Lの
低

下
が

懸
念

さ
れ

る
。

寝
た

き
り

で
普

段
か

ら
意

思
の

疎
通

が
こ

ん
な

方
の

場
合

自
家

用
車

で
は

い
け

な
い

か
、

救
急

隊
と

い
う

資
源

を
使

う
レ

ベ
ル

か
事

例
に

よ
っ

て
異

な
る

た
め

。
・

直
ぐ

呼
ぶ

べ
き

か
も

う
少

し
経

過
を

確
認

か
？

・
本

人
の

拒
否

本
人

は
救

急
要

請
を

希
望

す
る

が
、

状
態

が
救

急
で

は
な

い
と

感
じ

る
こ

と
が

多
い

た
め
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夜
中

に
電

話
が

あ
り

本
人

と
話

し
て

判
断

し
た

時
は

自
分

が
そ

の
場

に
い

な
か

っ
た

た
め

迷
っ

た
が

、
本

人
が

話
せ

る
状

態
だ

っ
た

た
め

話
し

て
状

況
か

ら
判

断
し

た
。

家
族

か
ら

の
相

談
の

電
話

が
入

っ
た

場
合

も
あ

り
、

そ
の

時
も

本
人

の
様

子
を

し
ば

ら
く

見
て

、
再

度
家

族
と

相
談

し
て

判
断

し
た

。
急

変
し

て
い

る
が

本
人

が
要

請
を

し
な

い
場

合
な

る
べ

く
な

ら
、

タ
ク

シ
ー

等
を

使
っ

た
方

が
良

い
の

で
は

と
思

い
医

療
的

な
知

識
が

不
十

分
で

あ
る

た
め

、
要

請
を

す
る

市
内

の
判

断
の

線
引

き
が

難
し

い
地

域
包

括
は

、
こ

れ
ま

で
関

わ
り

の
な

い
方

の
と

こ
ろ

に
緊

急
で

訪
問

す
る

の
で

、
普

段
の

様
子

と
の

比
較

が
で

き
ず

、
救

急
要

請
す

べ
き

か
、

迷
う

こ
と

は
多

々
あ

る
。

そ
の

場
そ

の
場

の
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

ズ
や

、
症

状
等

で
、

総
合

的
に

判
断

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
、

大
変

難
し

い
判

断
で

あ
る

。
判

断
に

迷
っ

た
と

き
は

、
救

急
要

請
す

る
こ

と
に

し
て

い
る

。
昨

日
受

診
し

て
い

る
と

き
。

ご
本

人
が

様
子

を
見

た
い

と
話

さ
れ

た
時

。
自

分
の

判
断

に
自

信
が

持
て

な
か

っ
た

為
・

本
当

に
救

急
要

請
が

妥
当

な
状

況
か

判
断

が
難

し
い

場
合

も
あ

る
。

・
救

急
も

大
変

だ
ろ

う
と

日
頃

か
ら

思
っ

て
い

る
。

救
急

要
請

を
迷

う
と

い
う

よ
り

入
院

し
て

良
い

の
か

を
迷

う
救

急
の

受
診

は
必

要
だ

が
、

別
の

手
段

か
、

病
院

へ
の

搬
送

が
可

能
か

ど
う

か
に

つ
い

て
迷

っ
た

こ
と

が
あ

る
。

本
当

に
要

請
し

て
も

よ
い

の
か

心
配

に
な

る
判

断
材

料
が

少
な

い
か

ら
医

療
専

門
職

で
は

な
い

の
で

。
こ

う
い

う
症

状
は

こ
う

い
う

可
能

性
が

あ
る

か
ら

危
険

な
ど

知
ら

な
い

と
、

様
子

が
い

つ
も

と
違

う
と

は
感

じ
て

も
、

バ
イ

タ
ル

測
定

値
が

問
題

な
か

っ
た

り
、

本
人

が
意

思
疎

通
取

れ
た

り
す

る
と

呼
ん

で
大

丈
夫

か
悩

む
こ

と
が

あ
る

。
迷

っ
た

時
に

は
、

＃
７

１
１

９
に

相
談

す
る

。
本

人
、

家
族

が
呼

ば
な

く
て

い
い

と
言

わ
れ

る
こ

と
が

あ
る

と
き

が
迷

う
。

状
況

判
断

で
対

応
職

場
で

は
常

に
医

師
の

判
断

に
従

う
が

、
個

人
と

し
て

自
分

や
家

族
で

判
断

す
る

と
な

る
と

、
呼

ん
で

よ
い

か
迷

う
と

思
う

。
＃

71
19

は
緊

急
事

態
時

の
精

神
状

態
で

は
頭

に
浮

か
ば

な
い

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

訴
え

が
頻

回
な

方
で

、
で

も
万

が
一

を
考

え
る

と
判

断
に

迷
う

。
以

前
要

請
し

た
際

に
こ

ん
な

く
ら

い
で

と
い

う
感

じ
で

言
わ

れ
た

こ
と

が
あ

る
た

め
特

に
夜

間
の

搬
送

は
迷

う
ど

の
程

度
の

症
状

で
あ

れ
ば

、
救

急
要

請
を

し
て

い
い

の
か

わ
か

ら
な

い
。

呼
ぶ

べ
き

か
、

あ
と

少
し

経
過

観
察

で
良

い
も

の
か

状
態

の
判

断
が

出
来

ず
、

す
ぐ

に
軽

減
す

る
の

で
は

、
と

思
う

こ
と

あ
る

た
め

。
家

族
の

拒
否

が
あ

り
迷

っ
た

こ
と

が
あ

る
。

救
急

の
必

要
性

が
あ

る
か

ど
う

か
迷

う
。

本
人

の
意

志
が

確
認

で
き

れ
ば

良
い

が
で

き
な

い
時

に
困

る
後

か
ら

呼
べ

ば
よ

か
っ

た
と

悔
や

む
よ

り
、

医
療

の
方

に
状

態
確

認
を

し
て

頂
き

、
最

善
を

尽
く

し
た

い
か

ら
。

今
の

身
体

状
況

で
救

急
車

を
依

頼
し

て
も

良
い

の
か

。
も

う
少

し
経

過
を

見
て

も
良

い
の

か
判

断
に

困
っ

た
際

。
本

人
が

救
急

車
を

要
請

す
る

事
が

消
極

的
な

場
合

。
（

近
所

の
目

が
気

に
な

る
・

病
院

に
行

き
た

く
な

い
等

）
迷

う
時

は
看

護
や

訪
問

医
に

相
談

す
る

救
急

要
請

を
す

る
ほ

ど
の

こ
と

な
の

か
、

判
断

で
き

な
い

こ
と

が
あ

る
持

病
の

悪
化

の
場

合
、

緊
急

性
が

あ
る

か
ど

う
か

迷
う

【
Q6

-2
】

迷
っ

た
結

果
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そ
の

他
11

件
5.

9%
通

院
し

て
い

る
外

来
に

相
談

し
て

か
ら

要
請

し
た

。
他

職
種

と
の

話
で

要
請

71
19

に
相

談
し

救
急

要
請

を
し

た
本

人
の

要
望

で
要

請
し

た
。

消
防

署
に

相
談

し
た

救
急

相
談

に
て

ご
連

絡
し

て
指

導
を

受
け

る
本

人
に

説
明

し
て

救
急

要
請

を
し

た
医

療
職

が
入

っ
て

な
か

っ
た

た
め

、
本

人
家

族
と

話
し

て
判

断
し

た
。

緊
急

対
応

時
は

、
複

数
の

職
員

で
行

く
よ

う
に

し
て

お
り

、
話

し
合

っ
た

結
果

、
救

急
要

請
し

て
い

る
。

＃
７

１
１

９
の

判
断

＃
71

19
へ

連
絡

し
、

判
断

を
仰

ぐ
。

【
Q7

-1
】

搬
送

拒
否

の
理

由
そ

の
他

8件 17
.4

%
自

宅
看

取
り

予
定

の
末

期
癌

患
者

の
ご

家
族

が
呼

吸
停

止
時

に
救

急
要

請
し

た
。

訪
問

診
療

医
を

救
急

隊
が

連
絡

を
取

り
合

い
、

主
治

医
到

着
ま

で
救

急
隊

に
よ

る
蘇

生
処

置
が

継
続

さ
れ

、
主

治
医

到
着

後
に

ご
自

宅
で

死
亡

確
認

さ
れ

た
。

断
わ

ら
れ

た
こ

と
は

あ
る

搬
送

先
か

見
つ

か
ら

な
い

場
合

心
停

止
し

、
す

ぐ
に

主
治

医
が

訪
問

す
る

た
め

。
通

行
人

が
救

急
要

請
し

、
意

識
が

回
復

し
て

元
々

の
認

知
症

状
に

戻
っ

た
だ

け
の

た
め

。
救

急
隊

に
断

っ
た

が
、

一
旦

断
る

と
の

ち
に

主
治

医
か

ら
や

っ
ぱ

り
入

院
さ

せ
て

欲
し

い
と

な
っ

て
も

救
急

搬
送

で
き

ま
せ

ん
よ

！
と

言
わ

れ
て

、
断

っ
た

が
受

け
入

れ
て

も
ら

え
ず

、
入

院
に

な
ら

ず
、

介
護

者
の

努
力

で
自

宅
に

帰
る

ま
で

深
夜

対
応

を
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
せ

ざ
る

を
得

な
い

経
験

が
複

数
回

あ
る

。
事

件
性

が
無

く
明

ら
か

に
不

可
逆

的
変

化
の

状
況

で
あ

っ
た

た
め

家
族

判
断

で
呼

ん
で

本
人

が
希

望
せ

ず
に

断
っ

た
と

い
う

ケ
ー

ス
を

聞
く

こ
と

が
多

い
。

救
急

隊
到

着
時

に
往

診
が

間
に

合
い

診
察

し
、

入
院

の
必

要
な

し
と

判
断

し
た

。
家

族
に

説
明

し
救

急
隊

に
も

了
解

し
て

い
た

だ
い

た
。

【
Q7

-2
】

誰
の

判
断

そ
の

他
1件 2.

4%
救

急
隊

【
Q7

-3
】

救
急

搬
送

の
拒

否
の

結
果

そ
の

他
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9件 23
.1

%
上

記
記

載
済

み
意

識
レ

ベ
ル

低
下

し
引

き
上

げ
て

も
ら

っ
た

直
後

に
再

度
救

急
車

要
請

し
違

う
署

か
ら

出
動

し
て

も
ら

っ
た

家
族

が
希

望
し

て
い

る
か

ら
と

、
救

急
隊

が
看

護
師

の
意

見
を

受
け

流
し

搬
送

先
を

探
し

続
け

た
。

救
急

隊
及

び
包

括
と

し
て

は
救

急
搬

送
が

必
要

と
判

断
し

て
い

た
が

、
本

人
が

頑
な

に
拒

否
し

た
た

め
最

後
は

救
急

隊
が

本
人

に
一

筆
書

か
せ

て
撤

退
。

本
人

が
救

急
隊

に
同

意
書

を
書

い
て

、
搬

送
さ

れ
な

か
っ

た
。

自
分

が
到

着
後

に
隊

⻑
と

話
し

て
お

引
取

り
い

た
だ

い
た

翌
日

に
訪

問
し

た
際

に
、

状
態

が
さ

ら
に

悪
化

し
て

い
た

た
め

再
度

救
急

要
請

し
、

搬
送

さ
れ

た
状

態
改

善
せ

ず
再

度
要

請
し

て
、

搬
送

さ
れ

た
救

急
隊

到
着

時
に

往
診

が
間

に
合

い
診

察
し

、
入

院
の

必
要

な
し

と
判

断
し

た
。

家
族

に
説

明
し

救
急

隊
に

も
了

解
し

て
い

た
だ

い
た

。

【
Q1

1-
1】

共
有

が
出

来
て

い
な

い
理

由
そ

の
他

22
件

19
.6

%
ケ

ア
マ

ネ
に

病
状

の
変

化
を

連
絡

し
て

い
る

が
、

訪
問

介
護

や
通

所
介

護
の

方
ま

で
情

報
が

共
有

で
き

て
い

な
い

事
も

あ
っ

た
。

本
人

や
家

族
が

拒
否

す
る

時
が

あ
る

職
員

の
ス

キ
ル

の
差

一
同

に
会

し
て

話
し

合
う

場
が

少
な

い
た

め
立

場
上

、
そ

こ
ま

で
の

情
報

が
入

っ
て

こ
な

い
場

合
も

あ
る

。
主

治
医

、
主

治
医

意
見

書
、

本
人

、
家

族
か

ら
の

聞
き

取
り

で
既

往
等

把
握

し
て

お
り

、
多

職
種

間
で

概
ね

情
報

共
有

は
し

て
い

る
つ

も
り

だ
が

、
私

は
医

療
専

門
職

で
は

な
い

の
で

、
ど

の
レ

ベ
ル

を
も

っ
て

ご
質

問
の

意
図

す
る

理
解

、
共

有
と

呼
べ

る
の

か
分

か
ら

な
い

。
初

め
て

の
相

談
連

絡
で

緊
急

対
応

で
訪

問
し

た
場

合
周

知
の

資
料

を
作

成
し

、
配

布
し

て
い

る
が

流
し

読
み

し
か

さ
れ

て
い

な
い

場
合

が
あ

る
口

頭
レ

ベ
ル

で
あ

っ
た

り
、

申
し

送
り

で
落

と
し

込
み

も
し

て
い

る
が

、
職

員
に

よ
っ

て
は

把
握

し
て

い
な

い
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

情
報

の
少

な
い

と
き

業
務

範
囲

で
は

な
い

た
め

申
し

伝
え

の
漏

れ
。

共
有

し
て

い
る

つ
も

り
で

も
、

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
に

よ
っ

て
は

事
業

所
内

の
伝

達
が

う
ま

く
行

っ
て

い
な

い
と

こ
ろ

も
あ

る
。

共
有

で
き

て
い

る
ケ

ー
ス

と
で

き
て

い
な

い
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

ま
た

、
包

括
は

初
見

で
救

急
搬

送
の

ケ
ー

ス
も

あ
り

病
歴

が
全

く
分

か
ら

な
い

中
で

、
そ

の
場

の
判

断
を

迫
ら

れ
る

こ
と

も
多

い
。

サ
ー

ビ
ス

に
つ

な
が

っ
て

い
な

い
場

合
な

ど
ま

だ
共

有
で

き
な

い
場

合
が

あ
る

。
共

有
す

る
能

力
が

な
い

職
員

が
い

る
突

発
性

、
関

わ
る

期
間

な
ど

で
も

共
有

状
況

が
変

わ
っ

て
く

る
。

本
人

に
共

有
し

て
よ

い
か

確
認

が
取

れ
て

い
な

い
。

本
人

が
嫌

が
る

場
合

が
あ

る
。

ケ
ー

ス
に

よ
り

違
う

。
訪

問
看

護
師

（
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
）

に
よ

っ
て

は
M

CS
（

メ
デ

ィ
カ

ル
ケ

ア
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
）

に
不

慣
れ

で
あ

っ
た

り
、

積
極

的
で

な
い

場
合

が
あ

る
か

も
知

れ
な

い
。

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

か
ら

連
絡

を
も

ら
わ

な
い

と
知

ら
な

い
こ

と
が

出
て

く
る
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【
Q1

5】
体

調
急

変
時

の
対

応
の

共
有

時
期

そ
の

他
15

件
6.

0%
エ

ガ
オ

リ
ン

ク
に

て
共

有
を

行
う

。
朝

礼
、

夕
礼

に
て

申
し

送
り

に
て

共
有

AC
P

院
内

会
議

等
・

以
前

は
冷

蔵
庫

に
入

れ
る

共
用

の
筒

(？
)が

あ
っ

た
・

張
り

紙
・

特
に

２
４

時
間

体
制

の
利

用
者

に
は

、
緊

急
時

の
対

応
(症

状
)・

転
倒

時
の

対
応

に
つ

い
て

の
判

断
樹

を
配

布
し

て
い

る
入

居
契

約
時

に
「

急
変

時
対

応
同

意
書

」
の

内
容

を
複

写
し

個
人

フ
ァ

イ
ル

に
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
実

施
。

契
約

上
に

書
面

交
付

毎
朝

の
朝

礼
等

で
多

職
種

間
で

共
有

し
て

い
る

。
日

々
の

記
録

に
よ

る
共

有
診

療
の

際
に

打
ち

合
わ

せ
る

ケ
ー

ス
に

よ
り

、
様

々
。

常
時

必
要

な
状

態
と

思
わ

れ
る

方
は

行
っ

て
い

る
。

電
子

カ
ル

テ
記

載
Q1

1同
様

急
を

要
さ

な
け

れ
ば

、
往

診
時

も
し

く
は

訪
問

看
護

時

【
Q1

6-
1】

体
調

急
変

時
の

対
応

の
共

有
の

タ
イ

ミ
ン

グ
そ

の
他

12
件

3.
9%

契
約

時
Q1

6の
設

問
の

意
味

が
い

ま
ひ

と
つ

は
か

り
か

ね
ま

す
が

、
介

護
保

険
で

は
担

当
者

会
議

の
際

に
、

必
ず

ケ
ア

プ
ラ

ン
が

発
行

さ
れ

、
そ

の
ケ

ア
プ

ラ
ン

に
緊

急
時

の
連

絡
先

は
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

心
肺

停
止

時
に

ど
う

す
る

か
と

い
っ

た
意

味
合

い
で

、
事

前
に

打
ち

合
わ

せ
て

お
く

こ
と

は
、

ほ
ぼ

あ
り

ま
せ

ん
。

入
居

契
約

後
看

取
り

期
入

所
時

、
サ

ー
ビ

ス
計

画
書

更
新

時
に

も
行

っ
て

い
る

。
ご

家
族

も
本

人
の

状
況

状
態

に
よ

り
意

向
が

変
わ

る
た

め
定

期
的

に
お

っ
こ

な
っ

た
方

が
望

ま
し

い
と

考
え

ま
す

。
全

員
の

患
者

で
は

な
く

、
病

状
が

シ
ビ

ア
な

方
に

つ
い

て
は

共
有

す
る

が
、

安
定

し
て

い
る

方
に

つ
い

て
は

AC
Pは

あ
ま

り
話

題
に

な
ら

な
い

。
初

回
利

用
時

に
共

有
し

て
い

ま
す

。
行

っ
て

い
な

い
本

人
や

家
族

が
体

調
急

変
時

の
対

応
に

つ
い

て
話

し
合

う
必

要
性

を
感

じ
た

時
訪

問
診

療
に

て
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包
括

は
こ

れ
ま

で
関

わ
り

の
な

い
地

域
住

⺠
の

緊
急

対
応

を
す

る
こ

と
が

殆
ど

で
あ

り
、

急
変

時
の

対
応

の
共

有
を

す
る

と
い

う
機

会
が

殆
ど

な
い

で
す

。
電

子
カ

ル
テ

の
掲

示
板

画
面

で
都

度
確

認
・

入
所

時
・

看
取

り
介

護
の

同
意

時
（

医
師

と
の

話
し

合
い

後
等

）

【
Q1

9】
体

調
急

変
時

の
対

応
の

文
書

の
管

理
者

そ
の

他
39

件
16

.6
%

相
談

員
生

活
相

談
員

訪
問

介
護

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
責

任
者

生
活

相
談

員
事

務
。

管
理

者
管

理
者

生
活

相
談

員
サ

ー
ビ

ス
提

供
事

業
者

管
理

者
M

SD
事

業
所

で
の

保
管

し
、

何
か

あ
っ

た
場

合
は

誰
で

も
連

絡
が

取
れ

る
よ

う
な

形
と

な
っ

て
い

る
。

施
設

管
理

者
訪

問
介

護
事

業
所

(障
害

サ
ー

ビ
ス

含
む

)
管

理
者

施
設

ホ
ー

ム
の

管
理

者
管

理
者

管
理

者
ホ

ー
ム

の
管

理
者

施
設

管
理

者
関

係
し

て
い

る
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

管
理

者
生

活
相

談
員

施
設

管
理

者
当

事
業

所
内

管
理

者
サ

ー
ビ

ス
提

供
責

任
者

包
括

の
記

録
と

し
て

残
し

て
あ

る
施

設
⻑
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M
SW

サ
−

ビ
ス

事
業

所
施

設
管

理
者

事
務

所
内

に
て

共
有

管
理

者
電

子
カ

ル
テ

に
医

師
が

記
載

し
て

い
る

。
係

⻑
管

理
者

施
設

（
管

理
者

）

【
Q2

0】
体

調
急

変
時

の
対

応
の

文
書

の
管

理
場

所
そ

の
他

18
件

7.
6%

事
務

所
カ

ル
テ

内
災

害
時

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
会

社
独

自
で

作
成

し
契

約
時

に
お

渡
し

し
て

い
る

。
そ

の
中

に
緊

急
連

絡
な

ど
記

載
あ

り
事

務
所

事
業

所
内

事
業

所
で

の
保

管
し

、
何

か
あ

っ
た

場
合

は
誰

で
も

連
絡

が
取

れ
る

よ
う

な
形

と
な

っ
て

い
る

。
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

の
要

点
に

記
録

事
務

所
に

て
緊

急
連

絡
先

一
覧

に
て

用
意

健
康

管
理

室
施

設
管

理
個

人
フ

ァ
イ

ル
へ

複
写

原
本

を
契

約
書

と
併

せ
保

管
KP

へ
複

写
を

保
管

書
面

を
施

設
で

保
管

施
設

、
事

務
所

内
の

書
庫

に
て

保
管

し
て

い
る

。
施

設
事

務
所

内
の

書
庫

に
て

保
管

個
人

フ
ァ

ィ
ル

ホ
ー

ム
内

の
個

人
情

報
フ

ァ
イ

ル
等

ケ
ア

プ
ラ

ン
緊

急
時

連
絡

先
本

人
の

家
で

フ
ァ

イ
ル

し
て

い
る

支
援

経
過

の
中

で
確

認
し

て
文

書
化

し
て

い
る

【
Q2

1】
体

調
急

変
時

の
対

応
の

理
想

そ
の

他
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1件 0.
3%

基
本

的
に

は
、

主
治

医
に

連
絡

し
て

指
示

を
仰

ぐ
こ

と
で

、
良

い
と

感
じ

て
い

る
。

【
Q2

2-
1】

体
調

急
変

時
の

対
応

の
理

想
と

現
状

が
一

致
し

て
い

な
い

理
由

そ
の

他
21

件
12

.7
%

利
用

者
で

軽
度

の
方

が
多

く
、

ご
自

身
で

自
立

し
て

生
活

を
し

て
い

る
人

が
多

い
。

た
だ

、
中

に
体

調
の

変
化

に
伴

い
、

早
め

に
意

思
決

定
支

援
が

必
要

と
感

じ
た

方
に

関
し

て
は

連
携

を
と

り
話

を
し

て
い

る
も

の
の

全
員

が
集

ま
っ

て
話

し
あ

い
が

で
き

て
い

な
い

。
ご

家
族

の
意

思
が

固
ま

っ
て

い
な

い
。

今
元

気
な

方
は

、
ご

本
人

や
ご

家
族

に
話

す
タ

イ
ミ

ン
グ

が
な

い
本

人
の

希
望

通
り

の
対

応
が

と
れ

な
い

こ
と

が
お

お
い

病
院

に
よ

り
医

師
と

連
絡

が
取

れ
な

い
こ

と
が

あ
る

。
元

気
の

状
態

で
入

居
さ

れ
た

場
合

、
そ

の
時

に
な

ら
な

け
れ

ば
わ

か
ら

な
い

と
迷

わ
れ

て
い

る
た

め
、

事
前

確
認

が
曖

昧
な

時
も

あ
り

家
族

が
話

し
合

う
必

要
を

認
識

し
て

い
な

い
急

変
の

可
能

性
の

高
い

利
用

者
に

つ
い

て
は

、
医

師
（

訪
問

診
療

）
と

の
連

絡
を

密
に

し
、

日
常

の
注

意
点

を
は

じ
め

、
関

係
す

る
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

に
対

し
、

電
話

や
個

人
宛

メ
ー

ル
に

て
連

絡
・

共
有

し
て

い
る

。
ま

た
、

サ
ー

ビ
ス

の
日

常
に

つ
い

て
気

づ
い

た
変

化
等

に
つ

い
て

は
、

電
話

等
に

て
報

告
を

お
願

い
し

て
い

る
の

で
、

現
状

で
は

不
足

は
な

い
と

考
え

て
い

る
。

そ
の

方
の

病
態

に
よ

っ
て

差
が

あ
る

そ
の

理
想

的
な

体
制

を
と

れ
な

い
対

応
で

き
て

い
な

い
ご

利
用

者
も

い
る

家
族

が
い

な
か

っ
た

り
、

疎
遠

で
連

絡
が

取
れ

ず
話

し
合

い
に

も
来

な
い

場
合

や
、

家
族

以
外

の
後

見
人

し
か

関
係

者
が

お
ら

ず
、

後
見

人
の

立
場

で
判

断
が

で
き

な
い

た
め

、
返

答
が

な
い

場
合

な
ど

多
く

あ
り

ま
す

。
病

状
の

変
化

や
、

い
ざ

と
い

う
と

き
の

本
人

の
気

持
ち

に
の

変
化

が
あ

り
、

話
し

合
い

で
決

め
た

通
り

に
は

な
ら

な
い

。
ヘ

ル
パ

ー
を

利
用

し
て

い
る

場
合

、
サ

ー
ビ

ス
提

供
責

任
者

は
把

握
し

て
い

て
も

、
現

場
の

ヘ
ル

パ
ー

ま
で

は
会

議
等

に
参

加
さ

せ
て

い
な

い
（

複
数

人
で

あ
っ

た
り

交
代

し
た

り
す

る
た

め
）

の
で

、
一

番
利

用
者

に
接

す
る

人
に

把
握

さ
せ

ら
れ

な
い

と
い

う
部

分
で

完
全

な
理

想
形

で
は

な
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

病
状

の
理

解
や

と
ら

え
方

に
な

ど
に

よ
っ

て
、

対
応

が
異

な
っ

て
く

る
。

家
族

が
、

急
変

時
に

、
取

り
決

め
と

違
う

対
応

を
求

め
て

く
る

こ
と

が
あ

る
か

ら
。

本
人

や
家

族
が

も
し

も
の

と
き

の
こ

と
ま

で
考

え
が

及
ん

で
い

な
い

。
本

人
や

家
族

の
気

持
ち

も
揺

れ
る

の
で

、
そ

の
都

度
そ

の
都

度
な

ど
、

確
認

す
る

よ
う

に
し

て
い

る
も

の
の

、
間

に
合

わ
な

い
と

き
が

あ
る

。
見

取
り

の
流

れ
で

共
有

し
て

い
て

も
、

い
ざ

と
な

る
と

家
族

が
救

急
要

請
し

た
り

・
・

。
状

態
の

変
化

に
合

わ
せ

て
の

都
度

の
調

整
の

共
有

が
で

き
て

い
な

か
っ

た
り

。
本

人
の

希
望

に
沿

わ
な

い
時

が
あ

る
。

本
人

の
意

向
が

未
確

認
の

こ
と

が
あ

る
。

【
Q2

5】
話

し
合

い
の

内
容

の
共

有
時

期
そ

の
他

12
件

5.
9%
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最
近

、
初

め
て

こ
の

よ
う

な
事

例
に

合
っ

た
た

め
、

ま
だ

1度
し

か
実

施
で

き
て

い
な

い
。

今
後

も
定

期
的

に
実

施
を

し
て

い
く

予
定

。
た

だ
、

同
席

す
る

人
が

お
ら

ず
、

話
を

家
族

と
本

人
と

し
た

こ
と

を
常

に
IC

Tツ
ー

ル
で

報
告

し
て

い
る

。
個

人
の

フ
ァ

イ
ル

内
に

入
れ

て
い

る
院

内
会

議
体

調
の

変
化

の
時

」
サ

ー
ビ

ス
変

更
の

時
に

意
向

を
確

認
し

な
が

ら
対

応
契

約
時

に
説

明
を

し
て

い
る

が
、

そ
の

状
況

に
な

っ
た

ら
再

度
話

し
合

う
体

制
に

な
っ

て
い

る
。

 東
京

都
発

行
の

「
わ

た
し

の
思

い
手

帳
」

の
利

用
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

際
に

伺
っ

た
こ

と
を

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

の
言

葉
で

は
な

く
訪

問
診

療
、

訪
問

看
護

の
時

に
同

席
し

て
、

本
人

、
家

族
と

共
に

語
っ

て
い

た
だ

き
相

違
が

な
い

か
を

伝
え

合
う

。
必

要
に

な
時

期
に

な
っ

た
際

、
ど

う
あ

り
た

い
か

人
に

よ
っ

て
タ

イ
ミ

ン
グ

が
違

う
の

で
す

べ
て

の
人

に
は

聞
い

て
い

ま
せ

ん
。

日
々

の
記

録
に

よ
る

共
有

診
療

時
終

末
期

が
近

い
と

判
断

さ
れ

た
と

き
に

行
う

。
診

察
時

ま
た

は
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

コ
ン

セ
ン

ト
の

時

【
Q2

6-
1】

話
し

合
い

の
内

容
の

共
有

の
タ

イ
ミ

ン
グ

そ
の

他
18

件
6.

4%
最

期
の

迎
え

方
に

つ
い

て
は

話
し

合
っ

て
い

な
い

末
期

が
ん

な
ど

申
告

さ
れ

自
宅

療
養

を
望

ま
れ

た
と

き
初

回
ア

セ
ス

メ
ン

ト
時

精
神

科
訪

問
看

護
の

た
め

、
最

期
の

迎
え

方
に

つ
い

て
話

し
合

う
事

例
が

ま
ず

少
な

い
話

し
合

い
を

し
な

け
れ

ば
と

思
う

が
、

本
人

・
家

族
と

の
面

談
で

『
死

』
を

話
し

合
う

き
っ

か
け

が
難

し
い

と
躊

躇
す

る
。

ま
だ

元
気

で
自

分
ご

と
に

な
ら

な
い

時
ケ

ア
会

議
・

本
人

、
家

族
の

意
思

が
変

わ
っ

た
時

そ
の

状
況

に
な

っ
た

時
看

取
り

期
基

本
的

に
行

わ
な

い
。

職
責

上
関

わ
り

が
薄

い
た

め
本

人
や

家
族

の
迷

い
な

ど
の

変
化

が
見

え
た

時
に

は
行

う
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

心
変

わ
り

す
る

も
の

な
の

で
、

色
ん

な
結

末
に

変
化

し
て

も
か

ま
わ

な
い

。
そ

の
時

に
気

持
ち

に
寄

り
添

う
よ

う
に

何
度

で
も

話
し

合
い

を
行

っ
て

い
ま

す
。

対
象

と
な

る
利

用
者

が
い

な
い

。
行

っ
て

い
な

い
定

期
訪

問
α

で
訪

問
し

た
と

き
。

本
人

や
家

族
が

も
し

も
の

と
き

の
こ

と
を

考
え

る
必

要
性

を
感

じ
た

と
き

。
終

末
医

療
に

入
っ

た
時

終
末

期
で

あ
る

と
医

師
が

判
断

し
た

と
き

、
現

在
の

居
住

地
で

の
生

活
が

医
療

介
護

的
に

限
界

で
あ

る
と

医
師

や
関

係
者

（
施

設
の

場
合

の
施

設
職

員
）

が
判

断
し

た
と

き
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【
Q2

8】
文

書
の

管
理

者
そ

の
他

18
件

8.
3%

相
談

員
生

活
相

談
員

M
SW

事
業

所
で

の
保

管
し

、
何

か
あ

っ
た

場
合

は
誰

で
も

連
絡

が
取

れ
る

よ
う

な
形

と
な

っ
て

い
る

。
施

設
管

理
者

そ
の

時
に

な
っ

た
場

合
に

は
、

文
書

記
録

す
る

。
直

接
処

遇
職

員
管

理
者

生
活

相
談

員
管

理
者

さ
れ

て
な

い
施

設
⻑

生
活

相
談

員
施

設
管

理
者

管
理

者
管

理
者

管
理

者
生

活
相

談
員

【
Q2

9】
文

書
の

管
理

場
所

そ
の

他
13

件
6.

2%
事

務
所

事
業

所
内

事
業

所
で

の
保

管
し

、
何

か
あ

っ
た

場
合

は
誰

で
も

連
絡

が
取

れ
る

よ
う

な
形

と
な

っ
て

い
る

。
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

の
要

点
に

記
録

診
療

所
担

当
者

会
議

録
と

し
て

各
事

業
所

へ
文

書
で

交
付

し
て

い
る

。
私

（
ケ

ア
マ

ネ
）

が
支

援
経

過
で

記
録

し
て

い
た

り
、

M
CS

で
共

有
し

て
い

ま
す

。
施

設
事

務
所

内
の

書
庫

看
護

記
録

内
ホ

ー
ム

内
の

個
人

情
報

フ
ァ

イ
ル

等
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さ
れ

て
な

い
電

子
カ

ル
テ

支
援

経
過

の
中

で
文

書
か

し
て

い
る

【
Q3

0】
「

最
後

の
迎

え
方

」
の

理
想

の
対

応
そ

の
他

0件 0% 【
Q3

1-
1】

「
最

後
の

迎
え

方
」

の
理

想
の

対
応

そ
の

他
16

件
10

.3
%

医
師

の
協

力
が

得
ら

れ
な

い
最

後
と

い
う

こ
と

に
抵

抗
が

あ
る

方
も

い
る

の
で

本
人

の
希

望
通

り
の

対
応

が
と

れ
な

い
本

人
や

家
族

の
受

け
入

れ
が

悪
い

こ
と

が
あ

る
。

予
測

で
き

な
い

事
態

が
起

き
る

こ
と

も
あ

る
。

家
族

が
、

事
前

に
話

し
合

っ
た

内
容

と
異

な
る

対
応

を
行

っ
た

り
、

反
応

を
示

し
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

。
家

族
の

迷
い

に
寄

り
添

う
と

思
う

よ
う

に
な

ら
な

い
時

や
相

談
し

た
通

り
に

な
ら

な
い

時
が

あ
る

本
人

が
認

知
症

で
あ

り
、

介
護

医
療

サ
イ

ド
で

判
断

し
た

事
が

本
人

の
希

望
と

は
言

え
る

か
わ

か
ら

な
い

場
面

も
あ

る
。

現
職

場
は

老
健

施
設

で
あ

り
、

看
取

り
は

し
て

い
な

い
た

め
。

た
だ

、
万

が
一

位
に

備
え

る
た

め
と

、
今

後
の

た
め

に
人

生
会

議
録

を
活

用
し

て
本

人
や

家
族

の
希

望
を

聞
い

て
い

る
。

本
人

の
意

向
に

つ
い

て
、

ど
こ

ま
で

家
族

が
把

握
し

て
い

て
、

繁
栄

を
希

望
出

来
て

い
る

の
か

が
不

明
。

最
期

の
こ

と
を

、
利

用
者

が
考

え
よ

う
と

し
て

な
い

、
ま

た
、

家
族

も
そ

の
話

題
に

触
れ

な
い

た
め

、
話

し
合

い
が

持
て

な
い

。
家

族
が

迷
う

事
も

あ
る

。
入

居
者

が
施

設
で

最
期

を
迎

え
る

こ
と

を
躊

躇
す

る
職

員
が

い
る

。
話

し
合

う
機

会
が

な
い

。
必

要
性

を
感

じ
な

い
。

中
心

と
な

る
本

人
や

家
族

が
終

末
期

に
対

し
て

ネ
ガ

テ
ィ

ヴ
で

あ
る

こ
と

も
多

く
、

元
気

な
う

ち
か

ら
適

宜
と

い
う

よ
り

も
、

ギ
リ

ギ
リ

の
状

態
に

な
っ

て
選

択
の

余
地

な
く

と
い

う
こ

と
も

多
い

。
ま

た
、

支
援

者
側

（
医

療
体

制
・

介
護

体
制

）
の

都
合

で
本

人
や

家
族

の
望

む
終

の
棲

家
の

確
保

が
難

し
い

こ
と

も
あ

る
。

家
族

が
ど

の
よ

う
な

最
後

を
望

ん
で

い
る

の
か

、
医

師
に

言
わ

な
い

状
況

が
あ

る
。
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医
療

・
介

護
・

消
防

ア
ン

ケ
ー

ト
（

消
防

用
）

 
単

純
集

計

【
F1

】
職

種
回

答
数

救
急
隊
⻑

救
急
隊
員

救
急
隊
機
関
員

91
30

32
29

10
0.

0%
33

.0
%

35
.2

%
31

.9
%

【
F2

】
地

域
回

答
数

練
馬

石
神
井

光
が
丘

91
27

45
19

10
0.

0%
29

.7
%

49
.5

%
20

.9
%

【
F3

】
経

験
年

数
回

答
数

５
年
未
満

６
〜
10
年
未
満

11
年
以
上

91
21

26
44

10
0.

0%
23

.1
%

28
.6

%
48

.4
%

以
下

、
救

急
要

請
先

が
自

宅
の

場
合

（
R2

年
1月

か
ら

現
在

ま
で

の
案

件
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

）

【
問

1】
在

宅
療

養
中

と
思

わ
れ

る
患

者
の

救
急

要
請

回
答

数
受
け
た
こ
と
が
あ
る

受
け
た
こ
と
は
な
い

分
か
ら
な
い

91
90

1
0

10
0.

0%
98

.9
%

1.
1%

0.
0%

【
問

2】
救

急
要

請
の

理
由

回
答

数
 

90
心
肺
停
止
し
て
い
た

た
め

急
に
意
思
疎
通
が
図

れ
な
く
な
っ
た
た
め

耐
え
難
い
痛
み
な
ど

の
症
状
の
訴
え
が

あ
っ
た
た
め

明
ら
か
に
体
調
が
急

変
し
た
た
め

か
か
り
つ
け
医
と
連

絡
が
取
れ
な
か
っ
た

た
め

家
族
が
不
安
に
な
っ

た
た
め

か
か
わ
っ
て
い
る
事

業
所
の
職
員
が
不
安

に
な
っ
た
た
め

そ
の
他

点
数

化
し

た
値

29
0

42
8

38
8

54
5

21
2

48
0

27
6

51

【
問

3】
問

2の
そ

の
他

回
答

数
2-
8自

由
記
載

別
紙
の
と
お
り

【
問

4】
誰

の
判

断
で

救
急

要
請

が
あ

っ
た

か
（
番
号
）

回
答

数
 

89
本
人

家
族

か
か
り
つ
け
医

看
護
師

介
護
士

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

そ
の
他

点
数

化
し

た
値

23
9

56
2

28
4

31
4

30
5

37
2

24

【
問

5】
問

4の
そ

の
他

回
答

数
４
−
７
自
由
記
載

別
紙
の
と
お
り

点
数

化
基

準
1＝

8点
2＝

7点
3＝

6点
4＝

5点
5＝

4点
6＝

3点
7＝

2点
8＝

1点

点
数

化
基

準
1＝

7点
2＝

6点
3＝

5点
4＝

4点
5＝

3点
6＝

2点
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【
問

6】
（

問
１

で
受

け
た

こ
と

が
あ

る
と

答
え

た
方

）
救

急
搬

送
対

象
者

の
誰

か
ら

ど
の

よ
う

に
情

報
提

供
を

さ
れ

た
か

？

回
答

数
医
師
や
看
護
師
か
ら

文
書
（
書
類
）
を
提

示

医
師
や
看
護
師
以
外

の
か
か
わ
っ
て
い
る

職
種
か
ら
文
書
（
書

類
）
を
提
示

家
族
か
ら
文
書
（
書

類
）
を
提
示

本
人
か
ら
文
書
（
書

類
）
を
提
示

医
師
や
看
護
師
か
ら

口
頭
説
明

医
師
や
看
護
師
以
外

の
か
か
わ
っ
て
い
る

職
種
か
ら
口
頭
説
明

家
族
か
ら
口
頭
説
明

本
人
か
ら
口
頭
説
明

そ
の
他

分
か
ら
な
い

90
28

32
23

8
63

59
82

50
3

0
31

.1
%

35
.6

%
25

.6
%

8.
9%

70
.0

%
65

.6
%

91
.1

%
55

.6
%

3.
3%

0.
0%

【
問

7】
問

6の
そ

の
他

回
答

数
６
−
９
自
由
記
載

別
紙
の
と
お
り

【
問

8】
救

急
要

請
を

受
け

て
自

宅
に

到
着

し
た

後
に

、
救

急
搬

送
を

断
ら

れ
た

こ
と

は
あ

る
か

？
回

答
数

あ
る

な
い

分
か
ら
な
い

90
54

33
3

10
0.

0%
60

.0
%

36
.7

%
3.

3%

【
問

9】
（

問
8で

あ
る

と
答

え
た

方
）

ど
の

よ
う

な
理

由
で

し
た

か
？

（
３
つ
）

回
答

数
本
人
の
意
思
（
行
き

た
く
な
い
な
ど
）
を

確
認
し
た
た
め

体
調
が
回
復
し
た
た

め
か
か
り
つ
け
医
に
連

絡
が
取
れ
た
た
め

家
族
が
気
が
動
転
し

て
呼
ん
だ
た
め

か
か
わ
っ
て
い
る
事

業
者
職
員
が
気
が
動

転
し
て
呼
ん
だ
た
め

そ
の
他

分
か
ら
な
い

54
38

34
17

37
16

2
0

70
.4

%
63

.0
%

31
.5

%
68

.5
%

29
.6

%
3.

7%
0.

0%

【
問

10
】

問
10

の
そ

の
他

回
答

数
９
−
６
自
由
記
載

別
紙
の
と
お
り

【
問

11
】

（
問

８
で

あ
る

と
答

え
た

方
）

誰
の

判
断

か
？

回
答

数
本
人

家
族

か
か
り
つ
け
医

看
護
師

介
護
士

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

そ
の
他

分
か
ら
な
い

54
42

44
16

3
5

6
0

0
77

.8
%

81
.5

%
29

.6
%

5.
6%

9.
3%

11
.1

%
0.

0%
0.

0%
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【
問

12
】

問
11

の
そ

の
他

回
答

数
11
−
7自

由
記
載

別
紙
の
と
お
り

【
問

13
】

（
問

８
で

あ
る

と
答

え
た

方
）

そ
の

後
の

対
応

は
ど

う
し

た
か

？

回
答

数
AC
Pの

確
認
が
で
き

ず
、
搬
送
し
た

AC
Pは

確
認
で
き
た

が
、
医
師
に
連
絡
が

取
れ
ず
、
搬
送
し
た

詳
細
は
覚
え
て
い
な

い
が
、
搬
送
し
た

医
師
に
連
絡
が
取
れ

て
、
搬
送
し
な
か
っ

た

状
態
が
改
善
し
て
い

た
た
め
、
送
し
な

か
っ
た

詳
細
は
覚
え
て
い
な

い
が
、
搬
送
し
な

か
っ
た

分
か
ら
な
い

54
11

3
22

31
30

11
0

20
.4

%
5.

6%
40

.7
%

57
.4

%
55

.6
%

20
.4

%
0.

0%

【
問

14
】

（
問

１
で

受
け

た
こ

と
が

あ
る

と
答

え
た

方
）

AC
Pを

確
認

し
た

事
例

は
あ

っ
た

か
？

回
答

数
あ
る
（
10
件
以
上
）

少
な
い
（
10
件
未

満
）

な
い

分
か
ら
な
い

86
1

34
50

1
10

0.
0%

1.
2%

39
.5

%
58

.1
%

1.
2%

【
問

15
】

（
問

１
で

受
け

た
こ

と
が

あ
る

と
答

え
た

方
）

DN
AR

を
確

認
し

た
事

例
は

あ
っ

た
か

？

回
答

数
あ
る
（
10
件
以
上
）

少
な
い
（
10
件
未

満
）

な
い

分
か
ら
な
い

75
31

28
16

0
10

0.
0%

41
.3

%
37

.3
%

21
.3

%
0.

0%

【
問

16
】

令
和

元
年

の
12

月
に

「
心

肺
蘇

生
を

望
ま

な
い

傷
病

者
へ

の
対

応
に

つ
い

て
」

を
制

定
し

て
か

ら
、

搬
送

件
数

は
変

わ
っ

た
か

？

回
答

数
変
わ
っ
た
（
減
っ

た
）

変
わ
っ
た
（
増
え

た
）

変
わ
っ
て
い
な
い

分
か
ら
な
い

90
2

1
62

25
10

0.
0%

2.
2%

1.
1%

68
.9

%
27

.8
%
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【
問

17
】

（
問

16
で

変
わ

っ
た

ま
た

は
変

わ
っ

て
い

な
い

と
答

え
た

方
）

そ
の

理
由

の
自

由
記

載

回
答

数
16
の
理
由
自
由
記
載

別
紙
の
と
お
り

【
問

18
】

在
宅

療
養

者
の

救
急

搬
送

に
関

す
る

対
応

に
関

つ
い

て
、

困
っ

て
い

る
こ

と
や

課
題

と
思

う
こ

と

回
答

数
自
由
記
載

別
紙
の
と
お
り

以
下

、
救

急
要

請
先

が
施

設
の

場
合

（
R2

年
1月

か
ら

現
在

ま
で

の
案

件
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

）

【
問

1】
施

設
利

用
者

の
救

急
要

請
を

受
け

た
こ

と
は

あ
る

か
？

回
答

数
受
け
た
こ
と
が
あ
る

受
け
た
こ
と
は
な
い

分
か
ら
な
い

89
84

4
1

10
0.

0%
94

.4
%

4.
5%

1.
1%

【
問

2】
救

急
要

請
の

理
由

（
番
号
）

回
答

数
 

84
心
肺
停
止
し
て
い
た

た
め

意
識
消
失
な
ど
急
に

意
思
疎
通
が
図
れ
な

く
な
っ
た
た
め

耐
え
難
い
痛
み
な
ど

の
症
状
の
訴
え
が

あ
っ
た
た
め

明
ら
か
に
体
調
が
急

変
し
た
た
め

施
設
医
と
連
絡
が
取

れ
な
か
っ
た
た
め

施
設
の
ル
ー
ル
の
た

め
施
設
職
員
が
不
安
に

な
っ
た
た
め

そ
の
他

点
数

化
し

た
値

37
1

52
2

36
3

52
8

21
7

32
5

31
5

61

【
問

3】
問

2の
そ

の
他

回
答

数
８
自
由
記
載

【
問

4】
誰

の
判

断
で

救
急

要
請

が
あ

っ
た

か
（
番
号
）

回
答

数
 

84
本
人

家
族

施
設
医

施
設
医
以
外
の
医
師

施
設
職
員
（
施
設
医

以
外
）

そ
の
他

点
数

化
し

た
値

13
4

22
6

35
2

16
2

47
1

2

【
問

5】
問

4の
そ

の
他

回
答

数
４
−
６
自
由
記
載

別
紙
の
と
お
り

点
数

化
基

準
1＝

6点
2＝

5点
3＝

4点
4＝

3点
5＝

2点
6＝

1点

点
数

化
基

準
1＝

8点
2＝

7点
3＝

6点
4＝

5点
5＝

4点
6＝

3点
7＝

2点
8＝

1点
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【
問

6】
（

問
１

で
受

け
た

こ
と

が
あ

る
と

答
え

た
方

）
救

急
搬

送
対

象
者

の
誰

か
ら

ど
の

よ
う

に
情

報
提

供
を

さ
れ

た
か

？

回
答

数
医
師
や
看
護
師
か
ら

文
書
（
書
類
）
を
提

示

医
師
や
看
護
師
以
外

の
か
か
わ
っ
て
い
る

職
種
か
ら
文
書
（
書

類
）
を
提
示

家
族
か
ら
文
書
（
書

類
）
を
提
示

本
人
か
ら
文
書
（
書

類
）
を
提
示

医
師
や
看
護
師
か
ら

口
頭
説
明

医
師
や
看
護
師
以
外

の
か
か
わ
っ
て
い
る

職
種
か
ら
口
頭
説
明

家
族
か
ら
口
頭
説
明

本
人
か
ら
口
頭
説
明

そ
の
他

分
か
ら
な
い

84
54

56
5

3
67

71
39

17
0

0
64

.3
%

66
.7

%
6.

0%
3.

6%
79

.8
%

84
.5

%
46

.4
%

20
.2

%
0.

0%
0.

0%

【
問

7】
問

6の
そ

の
他

回
答

数
６
−
９
自
由
記
載

別
紙
の
と
お
り

【
問

8】
救

急
要

請
を

受
け

て
自

宅
に

到
着

し
た

後
に

、
救

急
搬

送
を

断
ら

れ
た

こ
と

は
あ

る
か

？
回

答
数

あ
る

な
い

分
か
ら
な
い

83
37

43
3

10
0.

0%
44

.6
%

51
.8

%
3.

6%

【
問

9】
（

問
8で

あ
る

と
答

え
た

方
）

ど
の

よ
う

な
理

由
で

し
た

か
？

（
３
つ
）

回
答

数
本
人
の
意
思
（
行
き

た
く
な
い
な
ど
）
を

確
認
し
た
た
め

体
調
が
回
復
し
た
た

め
施
設
医
に
連
絡
が
取

れ
た
た
め

施
設
職
員
等
が
気
が

動
転
し
て
呼
ん
だ
た

め
そ
の
他

分
か
ら
な
い

39
32

29
18

20
3

1
82

.1
%

74
.4

%
46

.2
%

51
.3

%
7.

7%
2.

6%

【
問

10
】

問
9の

そ
の

他
回

答
数

９
−
５
自
由
記
載

別
紙
の
と
お
り

【
問

11
】

（
問

８
で

あ
る

と
答

え
た

方
）

誰
の

判
断

か
？

回
答

数
本
人

家
族

施
設
医

施
設
医
以
外
の
医
師

施
設
職
員
（
施
設
医

以
外
）

そ
の
他

分
か
ら
な
い

38
25

22
19

4
16

0
0

65
.8

%
57

.9
%

50
.0

%
10

.5
%

42
.1

%
0.

0%
0.

0%

153



【
問

12
】

問
11

の
そ

の
他

回
答

数
11
−
６
自
由
記
載

別
紙
の
と
お
り

【
問

13
】

（
問

８
で

あ
る

と
答

え
た

方
）

そ
の

後
の

対
応

は
ど

う
し

た
か

？

回
答

数
AC
Pの

確
認
が
で
き

ず
、
搬
送
し
た

AC
Pは

確
認
で
き
た

が
、
医
師
に
連
絡
が

取
れ
ず
、
搬
送
し
た

詳
細
は
覚
え
て
い
な

い
が
、
搬
送
し
た

医
師
に
連
絡
が
取
れ

て
、
搬
送
し
な
か
っ

た

状
態
が
改
善
し
て
い

た
た
め
、
搬
送
し
な

か
っ
た

詳
細
は
覚
え
て
い
な

い
が
、
搬
送
し
な

か
っ
た

分
か
ら
な
い

38
6

3
8

14
25

5
0

15
.8

%
7.

9%
21

.1
%

36
.8

%
65

.8
%

13
.2

%
0.

0%

【
問

14
】

（
問

１
で

受
け

た
こ

と
が

あ
る

と
答

え
た

方
）

AC
Pを

確
認

し
た

事
例

は
あ

っ
た

か
？

回
答

数
あ
る
（
10
件
以
上
）

少
な
い
（
10
件
未

満
）

な
い

分
か
ら
な
い

83
1

24
58

0
10

0.
0%

1.
2%

28
.9

%
69

.9
%

0.
0%

【
問

15
】

（
問

１
で

受
け

た
こ

と
が

あ
る

と
答

え
た

方
）

DN
AR

を
確

認
し

た
事

例
は

あ
っ

た
か

？

回
答

数
あ
る
（
10
件
以
上
）

少
な
い
（
10
件
未

満
）

な
い

分
か
ら
な
い

80
31

30
19

0
10

0.
0%

38
.8

%
37

.5
%

23
.8

%
0.

0%

【
問

16
】

令
和

元
年

の
12

月
に

「
心

肺
蘇

生
を

望
ま

な
い

傷
病

者
へ

の
対

応
に

つ
い

て
」

を
制

定
し

て
か

ら
、

搬
送

件
数

は
変

わ
っ

た
か

？

回
答

数
変
わ
っ
た
（
減
っ

た
）

変
わ
っ
た
（
増
え

た
）

変
わ
っ
て
い
な
い

分
か
ら
な
い

84
1

1
55

27
10

0.
0%

1.
2%

1.
2%

65
.5

%
32

.1
%
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【
問

17
】

（
問

16
で

変
わ

っ
た

ま
た

は
変

わ
っ

て
い

な
い

と
答

え
た

方
）

そ
の

理
由

の
自

由
記

載

回
答

数
16
の
理
由
自
由
記
載

別
紙
の
と
お
り

【
問

18
】

施
設

利
用

者
の

救
急

搬
送

に
関

す
る

対
応

に
つ

い
て

、
困

っ
て

い
る

こ
と

や
課

題
と

思
う

こ
と

回
答

数
自
由
記
載

別
紙
の
と
お
り
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医
療

・
介

護
・

消
防

ア
ン

ケ
ー

ト
（

消
防

用
）

 
そ

の
他

の
内

容
・

テ
キ

ス
ト

回
答

Ⅱ
 

救
急

要
請

先
が

自
宅

の
場

合

問
2 

救
急

要
請

の
理

由
2-

8自
由

記
載

そ
の

他
10

件
51

点
発

熱
の

た
め

本
人

が
不

安
に

思
い

、
救

急
要

請
本

人
が

不
安

に
な

っ
た

た
め

。
か

か
り

つ
け

医
の

指
示

往
診

医
が

診
察

し
た

結
果

、
ま

た
は

電
話

で
か

か
り

つ
け

医
に

相
談

し
た

結
果

、
救

急
要

請
の

支
持

を
受

け
た

。
東

京
で

1人
暮

ら
し

、
実

家
の

両
親

に
相

談
し

た
と

こ
ろ

、
救

急
要

請
に

至
る

。
か

か
り

付
け

医
と

連
絡

を
と

り
、

そ
の

指
示

で
救

急
要

請
を

し
た

も
の

。
SP

O2
値

が
低

下
し

た
た

め
か

か
り

つ
け

医
の

指
示

往
診

医
が

救
急

要
請

を
判

断
し

要
請

問
4 

救
急

車
を

呼
ぶ

判
断

４
−

７
自

由
記

載
そ

の
他

8件 24
点

友
人

友
人

隣
人

友
人

保
健

所
職

員
保

健
所

の
職

員
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保
健

所
警

備
会

社

【
問

7】
 

情
報

提
供

の
方

法
６

−
９

自
由

記
載

そ
の

他
3件 書

類
が

あ
っ

た
と

し
て

も
、

こ
ち

ら
か

ら
提

示
を

促
さ

な
い

限
り

、
提

示
さ

れ
な

い
印

象
。

保
健

所
か

ら
の

電
話

で

問
10

 
救

急
要

請
を

断
ら

れ
た

理
由

９
−

６
自

由
記

載
そ

の
他

2件 病
院

が
み

つ
か

ら
な

い
。

か
か

り
つ

け
医

と
連

絡
が

取
れ

な
い

た
め

。
か

か
り

つ
け

以
外

行
き

た
く

な
い

。

問
12

 
救

急
要

請
を

断
る

判
断

を
し

た
人

11
−

7自
由

記
載

そ
の

他
0件 問

17
 

「
心

肺
蘇

生
を

望
ま

な
い

傷
病

者
へ

の
対

応
に

つ
い

て
」

を
制

定
し

て
か

ら
の

搬
送

件
数

の
変

化
に

つ
い

て
の

理
由

16
の

理
由

自
由

記
載

48
件

増
減

を
感

じ
な

か
っ

た
た

め
。

心
肺

蘇
生

を
望

ま
な

い
傷

病
者

へ
の

対
応

に
つ

い
て

を
制

定
し

て
も

、
訪

問
看

護
師

や
ヘ

ル
パ

ー
、

ケ
ア

マ
ネ

等
か

ら
の

救
急

要
請

件
数

の
変

化
は

感
じ

な
い

。
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

件
数

は
減

少
し

た
が

、
AC

P事
案

は
少

な
く

、
多

忙
期

の
件

数
は

減
少

し
て

い
る

印
象

は
な

い
。

年
々

、
忙

し
く

な
っ

て
い

る
。

AC
Pの

事
案

自
体

、
件

数
が

少
な

く
、

搬
送

件
数

に
は

あ
ま

り
影

響
が

な
い

と
思

わ
れ

る
た

め
。

特
に

増
減

を
感

じ
な

い
た

め
。
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AC
Pを

理
解

し
て

い
る

家
族

が
少

な
い

た
め

。
搬

送
件

数
に

大
き

な
変

化
が

な
く

、
ま

た
、

医
師

や
家

族
間

等
で

救
急

隊
の

要
請

な
く

、
AC

P対
応

し
て

い
る

案
件

は
知

り
え

な
い

た
め

。
AC

Pに
対

す
る

対
応

が
決

ま
っ

た
た

め
、

原
則

搬
送

す
る

と
い

う
対

応
で

な
く

な
っ

た
か

ら
。

心
肺

蘇
生

を
望

ま
な

い
傷

病
者

へ
の

対
応

に
つ

い
て

を
制

定
前

と
制

定
後

を
比

較
し

、
自

宅
か

ら
の

搬
送

件
数

に
変

化
は

な
い

と
思

わ
れ

る
。

AC
Pを

理
解

し
て

い
な

い
家

族
、

訪
問

看
護

師
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

等
が

、
と

り
あ

え
ず

救
急

要
請

し
て

し
ま

う
ケ

ー
ス

が
ほ

と
ん

ど
で

あ
る

。
AC

Pの
制

度
が

整
備

さ
れ

た
後

も
、

整
備

前
と

状
況

が
変

わ
っ

て
い

な
い

と
感

じ
た

た
め

。
対

象
事

案
の

数
が

少
な

い
。

影
響

が
な

い
た

め
。

具
体

的
な

例
は

挙
げ

ら
れ

な
い

が
、

搬
送

件
数

が
減

っ
て

い
る

気
が

し
な

い
た

め
。

CP
Aの

事
案

は
20

件
ほ

ど
あ

っ
た

か
と

思
う

が
、

「
AC

P」
を

確
認

し
た

こ
と

は
な

い
。

件
数

は
減

っ
た

感
覚

は
な

い
印

象
。

心
肺

蘇
生

を
望

ま
な

い
傷

病
者

を
扱

っ
て

い
な

い
た

め
。

経
験

し
た

AC
P事

案
は

1件
の

み
だ

っ
た

た
め

、
搬

送
件

数
に

は
大

き
く

影
響

し
て

い
な

い
と

思
う

。
AC

P事
案

に
そ

う
ぐ

う
す

る
機

会
は

少
な

い
か

ら
。

家
族

や
施

設
が

AC
Pを

理
解

し
て

お
ら

ず
、

書
類

等
の

提
示

が
さ

れ
な

い
事

が
多

い
。

救
急

件
数

に
特

に
変

化
は

な
い

。
DN

AR
は

あ
っ

て
も

、
AC

Pま
で

話
が

進
ん

で
い

な
い

。
扱

い
案

件
が

な
い

。
現

場
で

AP
Cを

確
認

し
た

件
数

が
ほ

と
ん

ど
な

い
た

め
、

救
急

要
請

が
あ

り
、

搬
送

し
た

件
数

は
変

わ
ら

な
い

と
考

え
た

。
AC

Pの
制

度
が

で
き

て
か

ら
CP

A患
者

を
搬

送
し

な
か

っ
た

事
案

は
1件

し
か

経
験

し
て

い
な

い
た

め
。

変
わ

っ
て

い
な

い
と

思
う

か
ら

で
す

。
自

分
自

身
AC

Pの
事

案
を

扱
っ

た
こ

と
は

な
い

し
、

署
内

全
体

で
も

AC
P事

案
は

年
に

2,
3件

程
度

の
た

め
。

特
に

変
わ

っ
て

な
い

と
感

じ
た

か
ら

。
AC

Pへ
の

理
解

不
足

そ
も

そ
も

家
族

が
理

解
し

て
お

ら
ず

、
救

急
要

請
し

て
い

る
。

「
明

ら
か

に
件

数
が

減
っ

た
な

。
」

と
感

じ
る

ほ
ど

で
は

な
い

。
（

実
際

に
は

減
っ

て
い

る
と

思
う

が
）

AC
P事

案
が

稀
で

あ
る

た
め

。
（

AC
Pの

条
件

を
ク

リ
ア

し
て

い
る

こ
と

が
稀

）
該

当
事

案
が

少
な

く
、

搬
送

件
数

の
増

減
に

特
段

の
影

響
は

な
い

た
め

。
AC

P事
案

が
少

な
い

。
（

少
な

く
と

も
私

は
扱

っ
て

な
い

）
AC

P対
応

事
案

が
少

な
い

AC
P事

案
と

な
る

こ
と

が
ほ

ぼ
な

い
。

DN
AR

に
つ

い
て

家
族

間
で

話
し

合
わ

れ
て

い
な

い
。

AC
P事

案
そ

の
も

の
が

少
な

く
全

体
の

搬
送

件
数

に
反

映
さ

れ
な

い
の

で
は

?
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元
々

、
AC

P事
案

が
少

な
い

。
AC

P事
業

に
対

応
し

て
い

な
い

た
め

。
（

12
/2

1現
在

）
全

庁
的

に
も

件
数

が
少

な
い

。
DN

AR
を

確
実

に
伝

え
ら

れ
る

方
が

少
な

い
。

出
場

件
数

に
大

差
は

無
い

よ
う

に
感

じ
る

。
AC

P事
業

自
体

経
験

し
て

い
な

い
し

、
件

数
が

減
っ

た
感

覚
は

な
い

た
め

。
対

応
は

変
わ

っ
た

が
件

数
に

変
化

は
感

じ
ら

れ
な

い
。

AC
Pの

件
数

が
少

な
す

ぎ
る

。
AC

P事
案

を
扱

っ
た

こ
と

が
な

い
た

め
ま

だ
浸

透
し

て
い

な
い

？
特

に
変

化
を

感
じ

な
い

為
変

わ
っ

て
い

な
い

か
ら

変
わ

っ
て

い
な

い
と

感
じ

る
か

ら
。

私
自

身
時

案
に

出
会

っ
て

な
い

た
め

。
周

り
も

扱
っ

た
話

を
き

い
て

い
な

い
た

め
。

AC
Pで

あ
っ

た
と

し
て

も
結

局
救

急
要

請
し

現
場

へ
行

っ
て

い
る

た
め

変
化

が
な

い

問
18

 
在

宅
療

養
者

の
救

急
搬

送
に

関
す

る
対

応
に

つ
い

て
の

自
由

意
見

自
由

記
載

54
件

治
療

方
針

は
救

急
病

院
に

収
容

依
頼

す
る

際
、

必
ず

聞
か

れ
る

の
で

決
め

て
お

い
て

ほ
し

い
。

・
搬

送
先

医
療

機
関

は
救

急
隊

任
せ

が
多

い
。

・
心

肺
停

止
等

の
重

症
以

上
の

事
案

で
、

家
族

等
の

希
望

（
積

極
的

な
治

療
を

望
む

の
か

、
お

看
取

り
を

希
望

し
て

い
る

の
か

）
を

訪
問

看
護

師
や

ヘ
ル

パ
ー

、
ケ

ア
マ

ネ
等

が
把

握
し

て
い

な
い

。
・

家
族

、
関

係
者

が
不

安
に

な
り

救
急

要
請

す
る

こ
と

は
仕

方
が

な
い

こ
と

と
思

う
が

、
ま

ず
医

師
（

か
か

り
つ

け
）

に
連

絡
し

、
ど

の
よ

う
に

す
る

か
対

応
を

確
認

し
て

も
ら

え
る

と
ス

ム
ー

ズ
に

活
動

で
き

る
。

（
2次

か
3次

か
判

断
に

時
間

が
か

か
る

な
ど

。
）

・
家

族
か

ら
の

情
報

な
ど

、
分

か
り

易
い

よ
う

に
整

理
し

て
お

い
て

ほ
し

い
。

（
既

往
症

な
ど

。
決

め
ら

れ
た

用
紙

に
記

入
し

て
も

ら
え

る
と

、
初

め
て

で
も

見
や

す
い

。
）

簡
潔

に
行

え
る

と
、

家
族

も
救

急
隊

も
安

心
在

宅
療

養
者

本
人

と
家

族
の

意
思

が
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
さ

ん
や

看
護

師
さ

ん
と

共
有

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
本

人
の

意
識

が
な

く
、

家
族

と
連

絡
が

取
れ

な
い

場
合

に
、

情
報

が
全

く
分

か
ら

な
い

事
案

が
し

ば
し

ば
あ

る
。

急
病

で
あ

わ
て

る
こ

と
も

多
い

と
思

う
が

、
情

報
と

状
況

を
し

っ
か

り
伝

え
て

ほ
し

い
。

24
時

間
36

5日
救

急
車

は
運

用
し

て
い

る
た

め
、

在
宅

に
関

わ
る

全
て

の
関

係
者

も
そ

の
通

り
に

（
24

時
間

36
5日

）
対

応
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

・
在

宅
療

養
者

の
大

半
は

ク
リ

ニ
ッ

ク
等

の
対

応
の

た
め

、
休

日
夜

間
対

応
が

難
し

く
な

る
。

・
在

宅
療

養
を

引
き

受
け

て
い

る
ク

リ
ニ

ッ
ク

等
の

医
師

が
救

急
要

請
を

電
話

等
で

指
示

を
出

す
だ

け
で

、
そ

の
後

の
病

院
選

定
等

を
す

べ
て

救
急

隊
任

せ
に

す
る

こ
と

が
多

い
。
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在
宅

医
療

を
受

け
て

い
る

人
も

増
え

て
き

て
お

り
、

機
器

の
種

類
も

増
え

て
き

て
い

て
、

取
り

扱
い

が
分

か
ら

な
い

機
器

を
扱

う
現

場
に

お
い

て
は

、
普

段
使

用
し

て
い

る
家

族
な

ど
の

協
力

な
く

て
は

円
滑

に
活

動
が

で
き

な
い

。
・

結
果

的
に

今
ま

で
ど

お
り

と
り

あ
え

ず
救

急
要

請
し

て
し

ま
う

ケ
ー

ス
が

ほ
と

ん
ど

で
あ

り
、

何
ら

変
わ

っ
て

い
な

い
と

思
わ

れ
る

。
現

に
AC

P事
案

で
活

動
し

た
ケ

ー
ス

は
ほ

と
ん

ど
聞

い
て

い
な

い
。

・
家

族
や

訪
問

看
護

師
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

等
に

AC
Pに

つ
い

て
も

っ
と

理
解

を
深

め
て

ほ
し

い
。

・
情

報
が

整
理

さ
れ

て
お

ら
ず

、
家

族
だ

け
の

現
場

で
は

情
報

が
と

れ
ず

困
る

こ
と

が
あ

る
。

・
医

師
が

消
極

的
で

、
病

院
を

決
め

て
い

な
か

っ
た

り
、

要
請

だ
け

し
て

現
場

か
ら

離
れ

て
い

る
こ

と
医

師
・

看
護

師
・

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

等
、

い
ず

れ
も

夜
間

に
連

絡
が

取
れ

な
い

人
が

多
す

ぎ
る

。
情

報
が

う
ま

く
取

れ
な

い
。

往
診

医
が

救
急

要
請

を
し

た
際

に
、

看
護

師
を

残
し

て
現

場
を

去
っ

て
し

ま
う

際
に

必
ず

病
院

に
連

絡
し

て
決

め
て

お
い

て
欲

し
い

。
・

身
寄

り
が

い
な

い
傷

病
者

で
、

ケ
ア

マ
ネ

や
ヘ

ル
パ

ー
が

救
急

要
請

を
し

た
場

合
、

誰
か

し
ら

の
同

乗
が

欲
し

い
。

・
往

診
医

が
往

診
し

て
、

ケ
ア

マ
ネ

や
ヘ

ル
パ

ー
に

11
9番

通
報

を
頼

ん
で

帰
っ

た
り

、
次

の
現

場
に

い
か

な
い

で
ほ

し
い

。
（

現
場

で
往

診
医

が
救

急
隊

に
申

し
送

り
し

て
ほ

し
い

）
・

慢
性

的
な

症
状

や
そ

の
増

悪
で

の
救

急
要

請
の

場
合

、
本

人
ま

た
は

家
族

に
連

絡
す

る
余

裕
が

あ
る

場
合

、
か

か
り

つ
け

医
に

救
急

要
請

を
行

う
こ

と
を

伝
え

て
い

た
だ

き
た

い
。

・
救

急
隊

と
し

て
も

そ
の

傷
病

者
と

初
め

て
接

す
る

こ
と

が
ほ

と
ん

ど
で

あ
り

、
経

過
等

を
搬

送
先

に
、

FA
X等

で
伝

達
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

た
だ

く
こ

と
で

病
院

も
決

ま
り

や
す

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

、
夜

間
、

休
日

で
も

、
対

応
可

能
な

電
話

番
号

を
本

人
に

周
知

し
て

い
た

だ
く

と
救

急
隊

か
ら

も
診

療
情

報
の

提
供

が
依

頼
し

や
す

い
と

思
い

ま
す

。
医

師
へ

連
絡

が
と

れ
て

も
、

多
く

の
場

合
、

搬
送

を
指

示
さ

れ
る

。
往

診
中

、
医

師
判

断
で

救
急

要
請

と
な

り
、

救
急

隊
到

着
前

に
立

去
る

。
・

か
か

り
つ

け
医

が
遠

方
で

あ
る

と
、

⻑
距

離
搬

送
と

な
っ

て
し

ま
い

、
付

近
の

救
急

事
案

に
対

応
で

き
な

く
な

る
。

・
か

か
り

つ
け

医
と

即
座

に
取

れ
る

連
絡

体
制

を
確

立
し

て
ほ

し
い

。
AC

Pや
DN

AR
、

文
書

な
ど

施
設

ご
と

で
バ

ラ
バ

ラ
、

矛
盾

す
る

内
容

が
多

く
、

対
応

に
苦

慮
す

る
こ

と
が

多
い

。
特

に
緊

急
時

の
対

応
で

CP
Rを

望
ま

な
い

に
〇

を
し

て
い

て
積

極
的

な
救

命
処

置
を

望
む

に
も

〇
を

し
て

い
る

場
合

な
ど

が
あ

り
、

家
族

と
本

人
が

何
を

望
ん

で
い

る
の

か
全

く
わ

か
ら

な
か

っ
た

こ
と

が
あ

る
。

か
か

り
つ

け
医

に
TE

Lし
た

ら
、

救
急

車
を

呼
ぶ

よ
う

に
と

言
わ

れ
て

し
た

方
が

多
い

。
か

か
り

つ
け

医
が

し
っ

か
り

対
応

し
、

病
院

ま
で

決
め

て
く

れ
れ

ば
良

い
の

に
と

思
う

。
同

じ
人

が
何

回
も

呼
ん

で
い

る
。

積
極

的
に

⺠
間

救
急

車
の

利
用

を
す

る
べ

き
。

在
宅

療
養

者
の

多
く

は
、

自
宅

で
人

生
の

最
期

を
迎

え
た

い
と

考
え

た
結

果
、

在
宅

療
養

と
選

択
し

て
い

る
た

め
、

AC
P制

度
は

活
用

す
べ

き
と

考
え

て
い

る
が

、
予

見
が

難
し

く
、

練
馬

区
内

で
輪

療
制

の
当

直
体

制
で

、
医

師
を

現
場

に
派

遣
で

き
る

こ
と

が
望

ま
し

い
と

考
え

る
。

・
24

h往
診

医
と

連
絡

が
と

れ
る

状
況

が
少

な
い

。
・

往
診

医
が

い
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

AC
Pが

話
し

合
わ

れ
て

い
な

い
。

急
変

時
の

対
応

を
事

前
に

協
議

し
て

い
な

い
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

終
末

期
医

療
や

AC
P・

DA
NR

の
理

解
が

不
足

し
て

い
る

こ
と

。
ま

た
、

い
ざ

搬
送

す
る

際
に

、
救

命
セ

ン
タ

ー
へ

の
搬

送
を

受
理

す
る

の
か

、
あ

る
い

は
、

お
看

取
り

を
含

め
た

直
近

の
病

院
へ

の
搬

送
を

希
望

す
る

の
か

、
そ

も
そ

も
自

宅
で

最
期

を
迎

え
る

の
か

、
判

断
で

き
な

い
家

族
が

い
る

こ
と

。
・

救
急

要
請

前
に

か
か

り
つ

け
医

・
往

診
医

等
と

連
絡

を
と

ら
な

い
ま

ま
救

急
要

請
し

て
い

て
、

医
療

機
関

選
定

に
苦

慮
す

る
こ

と
が

あ
る

。
・

時
間

帯
に

よ
っ

て
か

か
り

つ
け

医
・

往
診

医
等

と
連

絡
が

と
れ

ず
、

医
療

機
関

選
定

に
苦

慮
す

る
こ

と
が

あ
る

。
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か
か

り
つ

け
医

が
診

察
し

て
い

た
だ

け
な

い
と

な
か

な
か

搬
送

先
の

医
療

機
関

が
見

つ
か

ら
な

い
。

在
宅

療
養

者
は

、
か

か
り

つ
け

が
在

宅
対

応
の

み
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
で

あ
る

こ
と

が
多

く
、

地
域

の
救

急
病

院
と

連
絡

が
取

れ
な

い
た

め
搬

送
先

が
決

定
し

づ
ら

い
。

家
族

や
ケ

ア
マ

ネ
等

は
、

体
調

が
悪

化
す

る
と

、
不

安
に

な
り

救
急

要
請

を
す

る
の

だ
が

、
か

か
り

つ
け

医
療

機
関

に
連

絡
す

る
と

、
本

人
な

ど
の

意
志

で
自

宅
療

養
を

望
ま

れ
た

、
も

し
く

は
、

ガ
ン

末
期

だ
と

来
院

し
て

も
何

も
す

る
こ

と
が

な
い

と
搬

送
を

断
ら

れ
る

ケ
ー

ス
が

多
々

あ
る

。
板

挟
み

に
な

る
事

案
が

あ
る

。
往

診
医

が
す

ぐ
に

救
急

車
を

呼
ぶ

よ
う

指
示

す
る

が
、

往
診

医
は

、
搬

送
先

を
決

め
て

い
る

わ
け

で
も

な
く

完
全

に
救

急
隊

任
せ

に
し

て
い

る
。

家
族

や
訪

問
Ns

、
福

祉
関

係
者

等
か

ら
救

急
要

請
が

あ
り

、
そ

の
経

緯
を

聴
取

す
る

と
「

か
か

り
つ

け
医

に
電

話
連

絡
し

、
救

急
車

を
呼

ぶ
よ

う
促

さ
れ

た
」

と
い

う
こ

と
が

多
く

見
受

け
ら

れ
る

が
、

か
か

り
つ

け
医

が
一

度
診

察
し

、
ど

う
し

て
も

入
院

加
療

の
必

要
が

あ
れ

ば
要

請
す

れ
ば

い
い

の
で

は
な

い
か

。
安

易
に

救
急

要
請

す
る

ケ
ー

ス
も

少
な

く
な

い
と

思
う

。
救

急
搬

送
し

て
も

搬
送

先
の

医
師

よ
り

こ
の

点
に

つ
い

て
指

摘
さ

れ
る

こ
と

が
よ

く
あ

る
。

か
か

り
つ

け
医

療
機

関
が

収
容

不
能

の
場

合
、

選
定

困
難

に
な

る
。

・
明

ら
か

な
タ

ク
シ

ー
利

用
を

行
う

方
が

多
い

と
思

い
ま

す
。

・
既

往
症

等
把

握
し

て
い

な
い

事
も

多
く

、
医

療
機

関
選

定
に

困
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

急
変

の
時

の
対

応
を

事
前

に
か

か
り

つ
け

医
の

も
と

協
議

し
て

お
い

て
い

た
だ

き
た

い
。

情
報

も
ま

と
め

て
お

い
て

い
た

だ
け

る
と

助
か

り
ま

す
。

情
報

の
共

有
が

で
き

て
お

ら
ず

、
医

療
機

関
へ

伝
え

ら
れ

な
い

。
独

居
の

場
合

付
添

い
が

い
な

い
。

付
添

い
が

い
な

い
場

合
は

、
受

入
先

が
み

つ
か

ら
な

い
。

在
宅

に
な

っ
た

場
合

、
今

後
の

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

等
を

決
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

救
急

隊
は

、
病

院
へ

（
救

命
セ

ン
タ

ー
）

搬
送

を
望

ま
れ

れ
ば

搬
送

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

在
宅

に
な

っ
た

時
点

で
医

師
等

か
ら

救
命

セ
ン

タ
ー

と
は

ど
の

よ
う

な
場

所
で

あ
る

か
本

人
、

家
族

に
説

明
し

て
頂

き
た

い
。

往
診

医
か

ら
の

丸
投

げ
が

多
い

。
救

急
隊

か
ら

病
院

に
連

絡
す

る
よ

り
往

診
医

か
ら

普
段

の
状

況
も

含
め

て
病

院
連

絡
を

こ
こ

ろ
み

て
ほ

し
い

。
緊

急
時

の
対

応
を

理
解

し
て

い
な

い
た

め
、

不
安

で
救

急
要

請
す

る
こ

と
が

散
見

さ
れ

、
件

数
が

減
少

す
る

に
い

た
っ

て
な

い
。

帰
り

の
面

倒
を

見
る

人
が

居
な

い
の

で
、

受
け

入
れ

を
断

ら
れ

る
。

（
病

院
で

入
院

と
な

ら
な

い
場

合
、

1人
で

帰
れ

な
い

。
)

在
宅

を
し

て
い

る
人

は
、

事
前

に
搬

送
先

を
決

め
て

お
い

て
ほ

し
い

。
担

当
医

と
連

携
し

て
家

族
が

指
示

を
得

て
い

て
ほ

し
い

。
情

報
聴

取
が

難
し

い
・

現
着

時
に

情
報

聴
取

に
時

間
が

か
か

っ
て

し
ま

う
。

ま
と

ま
っ

て
お

ら
ず

把
握

出
来

て
い

な
い

こ
と

が
多

い
。

・
延

命
処

置
に

つ
い

て
書

面
で

の
確

認
は

で
き

る
が

、
か

な
り

前
の

日
付

け
で

署
名

し
て

あ
る

こ
と

が
あ

り
、

現
在

の
意

思
が

分
か

ら
な

い
。

処
置

の
仕

方
が

わ
か

ら
な

い
も

の
が

あ
る

。
か

か
り

つ
け

医
に

連
絡

が
取

れ
て

、
病

院
が

決
ま

っ
て

い
れ

ば
、

搬
送

が
ス

ム
ー

ズ
に

行
く

が
、

連
絡

が
取

れ
て

い
て

も
病

院
が

決
ま

っ
て

い
な

い
ケ

ー
ス

が
多

々
あ

る
た

め
搬

送
困

難
に

な
り

や
す

い
。

自
立

し
て

お
り

、
自

力
歩

行
可

能
状

態
で

救
急

要
請

は
、

必
要

性
を

考
え

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

AC
Pの

書
面

が
あ

る
な

ら
、

救
急

要
請

を
す

る
こ

と
を

や
め

る
よ

う
周

知
す

べ
き

問
3 

救
急

要
請

の
理

由
８

自
由

記
載

そ
の

他
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10
件

61
点

家
族

に
依

頼
さ

れ
た

た
め

。
施

設
医

の
指

示
施

設
職

員
が

主
治

医
に

電
話

相
談

し
た

結
果

、
医

師
の

指
示

で
救

急
要

請
と

な
っ

た
パ

タ
ー

ン
が

多
い

。
施

設
看

護
師

ま
た

は
施

設
担

当
医

の
判

断
。

か
か

り
付

け
医

師
指

示
の

た
め

施
設

の
往

診
医

等
の

指
示

施
設

職
員

が
往

診
医

等
に

連
絡

し
、

救
急

車
を

呼
ぶ

よ
う

促
さ

れ
る

こ
と

が
よ

く
あ

る
。

施
設

医
が

救
急

要
請

を
判

断
し

要
請

施
設

で
の

搬
送

手
段

が
無

い
為

体
調

急
変

後
に

施
設

医
と

相
談

し
た

結
果

、
救

急
要

請
。

問
5 

救
急

車
を

呼
ぶ

判
断

４
−

６
自

由
記

載
そ

の
他

0件 0点 【
問

7】
 

情
報

提
供

の
方

法
６

−
９

自
由

記
載

そ
の

他
0件 0点 問

10
 

救
急

要
請

を
断

ら
れ

た
理

由
９

−
５

自
由

記
載

そ
の

他
3件 DN

AR
が

確
認

で
き

た
た

め
。

AC
P該

当
で

あ
っ

た
た

め
。
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認
知

症
の

方
が

普
段

か
ら

の
病

状
で

要
請

し
た

。

問
12

 
救

急
要

請
を

断
る

判
断

を
し

た
人

11
−

６
自

由
記

載
そ

の
他

0件 問
17

 
「

心
肺

蘇
生

を
望

ま
な

い
傷

病
者

へ
の

対
応

に
つ

い
て

」
を

制
定

し
て

か
ら

の
搬

送
件

数
の

変
化

に
つ

い
て

の
理

由
16

の
理

由
自

由
記

載
40

件
心

肺
蘇

生
を

望
ま

な
い

傷
病

者
へ

の
対

応
に

つ
い

て
を

制
定

し
て

も
、

施
設

関
係

者
は

関
係

な
く

救
急

要
請

し
て

い
る

。
AC

Pの
事

案
が

少
な

い
た

め
。

特
に

増
減

を
感

じ
な

い
た

め
。

前
17

と
同

様
 

AC
Pを

理
解

し
て

い
な

い
。

件
数

に
特

に
変

化
は

な
い

か
ら

。
ま

た
、

救
急

隊
が

要
請

さ
れ

て
い

な
い

AC
Pの

対
応

は
わ

か
ら

な
い

た
め

。
施

設
入

居
者

の
AC

P事
案

に
出

場
し

て
い

な
い

か
ら

。
高

齢
者

施
設

か
ら

の
救

急
要

請
は

以
前

と
変

わ
っ

て
い

な
い

と
感

じ
る

。
制

定
前

と
制

定
後

を
比

較
し

、
搬

送
件

数
は

変
わ

っ
て

な
い

と
思

う
。

施
設

職
員

は
、

入
所

者
が

急
変

し
た

場
合

と
り

あ
え

ず
11

9番
通

報
し

、
救

急
要

請
す

る
⾵

潮
が

い
ま

だ
に

あ
り

、
現

場
に

到
着

し
た

救
急

隊
が

AC
Pに

つ
い

て
説

明
す

る
も

、
あ

ま
り

理
解

し
て

い
な

い
の

が
現

状
で

あ
る

。
対

象
事

案
が

少
な

す
ぎ

る
。

影
響

が
な

か
っ

た
AC

Pの
事

案
が

な
く

変
化

は
感

じ
な

い
。

心
肺

蘇
生

を
望

ま
な

い
傷

病
者

を
扱

っ
て

い
な

い
た

め
。

AC
Pに

よ
っ

て
要

請
が

増
減

し
た

か
は

判
断

で
き

ま
せ

ん
が

、
明

ら
か

に
施

設
か

ら
CP

A事
案

の
要

請
が

減
っ

て
い

る
と

は
感

じ
ま

せ
ん

。
搬

送
件

数
に

変
わ

り
な

い
た

め
。

わ
か

り
ま

せ
ん

。
救

急
の

件
数

に
変

化
は

な
い

。
DA

NR
は

出
て

い
て

も
、

AC
Pま

で
至

っ
て

い
な

い
？

も
と

も
と

多
い

事
案

で
は

な
い

。
だ

か
ら

と
い

っ
て

扱
わ

な
く

な
っ

た
わ

け
で

も
な

い
。

事
案

が
な

い
。

在
宅

療
養

者
と

同
様

で
、

AC
Pを

確
認

し
た

件
数

が
少

な
い

た
め

。
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1件
も

経
験

し
て

い
な

い
た

め
。

施
設

で
の

AC
P事

案
は

扱
っ

た
こ

と
が

な
い

た
め

。
変

わ
っ

て
い

な
い

と
感

じ
た

か
ら

。
AC

Pに
つ

い
て

の
理

解
不

足
、

あ
る

い
は

、
書

類
等

を
確

認
せ

ず
と

り
あ

え
ず

救
急

要
請

し
て

い
る

。
AC

P事
案

が
稀

で
あ

る
た

め
。

（
AC

Pの
条

件
を

ク
リ

ア
し

て
い

る
事

が
稀

）
当

該
事

案
が

少
な

く
、

搬
送

件
数

の
増

減
に

影
響

が
少

な
い

た
め

。
事

案
が

少
な

い
（

私
自

身
は

扱
っ

た
こ

と
が

な
い

）
AC

P対
応

事
案

が
な

く
、

特
段

件
数

は
変

わ
っ

て
い

な
い

。
救

急
要

請
す

る
の

は
一

般
の

人
で

あ
り

、
DN

AR
に

つ
い

て
知

ら
な

い
か

ら
。

事
案

そ
の

も
の

が
少

な
い

た
め

全
体

の
件

数
に

反
映

さ
れ

な
い

の
で

は
?

AC
P事

案
が

元
々

少
な

い
。

心
肺

蘇
生

を
望

ま
な

い
傷

病
者

で
も

要
請

さ
れ

て
い

る
。

出
場

件
数

（
施

設
）

の
統

計
を

見
て

も
変

化
は

無
か

っ
た

と
思

う
。

AC
P事

案
自

体
が

な
い

た
め

、
減

っ
た

印
象

は
な

い
。

件
数

に
変

化
は

感
じ

ら
れ

な
い

。
AC

Pの
定

義
が

と
て

も
せ

ま
い

の
で

。
AC

Pが
浸

透
し

て
い

な
い

?
変

わ
っ

て
い

な
い

か
ら

変
わ

っ
て

い
な

い
と

感
じ

た
か

ら
。

変
わ

っ
て

い
な

い
に

回
答

し
た

。
事

案
に

出
場

し
て

い
な

い
た

め

問
18

 
施

設
利

用
者

の
救

急
搬

送
に

関
す

る
対

応
に

つ
い

て
の

自
由

意
見

自
由

記
載

59
件

病
院

へ
収

容
依

頼
し

て
い

な
い

こ
と

が
大

半
。

病
院

に
連

絡
す

る
際

、
必

ず
「

ど
こ

ま
で

治
療

す
る

べ
き

か
？

」
と

聞
か

れ
る

の
で

、
家

族
と

話
し

合
っ

て
ほ

し
い

。
病

院
選

定
は

丸
投

げ
が

大
半

。
何

の
情

報
も

な
い

救
急

隊
に

「
先

方
の

病
院

に
は

診
療

情
報

提
供

書
は

送
っ

て
あ

る
か

ら
」

と
言

っ
て

た
だ

搬
送

す
れ

ば
よ

い
と

い
う

の
は

い
か

が
な

も
の

か
。

患
者

の
氏

名
等

は
も

ち
ろ

ん
、

既
往

症
、

現
病

歴
、

注
意

す
べ

き
・

考
え

ら
れ

る
容

態
の

変
化

、
ま

た
そ

の
対

応
な

ど
は

必
須

情
報

だ
と

思
う

。
・

提
携

病
院

に
連

絡
し

て
い

な
い

・
搬

送
先

医
療

機
関

は
救

急
隊

任
せ

・
夜

間
は

人
員

が
少

な
い

た
め

、
同

乗
で

き
な

い
と

言
わ

れ
る

こ
と

が
あ

る
。

・
心

肺
停

止
時

等
の

際
、

家
族

の
希

望
（

ど
こ

ま
で

の
処

置
を

望
ん

で
い

る
の

か
）

を
聴

取
し

て
い

な
く

、
救

急
隊

任
せ

に
な

っ
て

い
る

。
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・
急

な
急

病
な

ど
、

場
合

に
よ

っ
て

は
仕

方
が

な
い

と
思

う
が

、
施

設
の

医
師

、
往

診
医

に
は

必
ず

連
絡

し
、

可
能

な
限

り
診

察
を

受
け

て
ほ

し
い

。
医

師
に

連
絡

し
て

あ
っ

て
も

「
救

急
搬

送
を

指
示

さ
れ

ま
し

た
」

で
、

全
て

の
責

任
が

救
急

隊
に

き
て

い
る

。
「

医
師

は
（

往
診

医
は

）
診

た
の

？
」

と
搬

送
先

で
よ

く
聞

か
れ

る
。

・
施

設
職

員
は

必
ず

同
乗

し
て

ほ
し

い
。

家
族

が
直

接
向

か
う

か
ら

と
断

ら
れ

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

円
滑

な
活

動
の

た
め

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
施

設
入

居
中

に
も

関
わ

ら
ず

、
情

報
が

氏
名

・
生

年
月

日
し

か
分

か
ら

な
い

場
合

が
あ

っ
た

。
普

段
比

較
的

元
気

な
方

だ
か

ら
か

、
救

命
処

置
の

希
望

に
つ

い
て

、
家

族
や

本
人

と
相

談
を

し
て

い
な

い
施

設
が

多
く

、
CP

Aの
場

合
に

確
認

が
と

れ
な

い
こ

と
が

あ
る

。
提

携
す

る
医

療
機

関
の

把
握

が
出

来
て

い
な

い
職

員
が

多
い

。
施

設
に

よ
っ

て
傷

病
者

の
情

報
に

バ
ラ

つ
き

が
あ

る
。

病
院

か
ら

、
家

族
の

同
意

と
連

絡
を

必
ず

聞
か

れ
る

の
で

、
あ

ら
か

じ
め

連
絡

を
し

て
ほ

し
い

。
患

者
に

対
す

る
方

向
性

（
DN

AR
や

搬
送

先
の

意
向

、
協

力
病

院
へ

の
連

絡
）

を
認

知
し

て
い

な
い

場
合

が
多

い
。

救
急

隊
に

す
べ

て
を

任
せ

て
い

る
よ

う
に

思
う

。
か

か
り

つ
け

や
提

携
病

院
が

あ
る

は
ず

な
の

で
、

把
握

し
て

い
て

ほ
し

い
。

（
病

院
選

定
が

ス
ム

ー
ズ

に
な

る
た

め
）

明
ら

か
に

重
症

等
で

な
い

状
態

で
あ

っ
て

も
、

施
設

医
に

相
談

し
て

い
な

い
時

が
あ

る
。

施
設

医
が

す
ぐ

に
対

応
す

る
等

の
連

携
を

図
れ

て
い

な
い

こ
と

が
多

い
。

施
設

職
員

が
家

族
に

連
絡

し
て

い
な

い
こ

と
が

あ
る

。
施

設
職

員
が

病
院

へ
の

付
き

添
い

を
行

わ
な

い
こ

と
が

あ
る

。
（

人
員

不
足

や
家

族
が

い
る

た
め

。
）

救
急

隊
が

来
る

ま
で

に
情

報
が

ま
と

ま
っ

て
い

な
い

こ
と

が
多

い
。

救
急

要
請

す
る

に
あ

た
り

、
往

診
医

や
家

族
に

連
絡

を
し

て
い

な
い

ケ
ー

ス
が

多
々

あ
る

。
ま

た
、

傷
病

者
の

既
往

症
や

か
か

り
つ

け
、

DN
AR

な
ど

を
救

急
隊

到
着

ま
で

に
把

握
し

て
い

な
い

場
合

も
多

い
。

・
施

設
職

員
が

主
治

医
の

往
診

医
に

相
談

し
て

く
れ

る
が

、
医

師
が

直
接

診
察

せ
ず

に
医

師
の

指
示

で
救

急
要

請
さ

れ
る

こ
と

が
多

い
印

象
が

あ
る

。
・

提
携

し
て

い
る

救
急

病
院

が
な

い
。

あ
っ

た
と

し
て

も
か

か
り

つ
け

で
は

な
い

た
め

、
受

け
入

れ
を

断
ら

れ
る

。
・

施
設

利
用

者
の

ほ
と

ん
ど

が
DN

AR
だ

が
AC

Pは
ほ

ぼ
な

い
。

提
携

医
療

機
関

へ
連

絡
を

し
て

ほ
し

い
。

（
搬

送
が

ス
ム

ー
ズ

に
い

く
た

め
）

到
着

時
、

情
報

等
（

既
往

、
家

族
状

況
）

が
ま

と
ま

っ
て

お
ら

ず
、

情
報

収
集

に
時

間
を

要
す

る
ケ

ー
ス

が
散

見
さ

れ
る

。
ま

た
、

延
命

希
望

等
も

入
所

時
に

確
認

が
な

か
っ

た
り

と
現

場
で

確
認

に
時

間
が

か
か

る
。

施
設

で
は

、
最

悪
の

場
合

を
想

定
し

て
円

滑
に

救
急

隊
と

情
報

共
有

が
で

き
る

よ
う

に
し

て
欲

し
い

。
・

と
り

あ
え

ず
11

9番
通

報
し

、
救

急
要

請
す

る
⾵

潮
は

、
改

善
し

て
ほ

し
い

。
AC

Pに
つ

い
て

施
設

職
員

全
員

が
理

解
し

て
ほ

し
い

。
・

以
前

練
馬

区
内

の
高

齢
者

施
設

に
救

急
要

請
で

出
動

し
た

際
、

施
設

職
員

か
ら

練
馬

区
は

厳
し

い
か

ら
施

設
職

員
の

同
乗

は
で

き
な

い
と

言
わ

れ
た

。
何

が
厳

し
く

て
同

乗
で

き
な

い
の

か
、

現
場

活
動

中
の

た
め

理
由

は
聞

け
な

か
っ

た
が

、
救

急
隊

が
病

院
へ

の
連

絡
時

、
医

師
ま

た
は

看
護

師
か

ら
現

場
の

状
況

、
傷

病
者

の
AD

L等
わ

か
る

職
員

を
必

ず
同

乗
さ

せ
て

く
だ

さ
い

と
言

わ
れ

る
。

練
馬

区
は

、
何

が
厳

し
く

て
職

員
等

の
同

乗
が

で
き

な
い

の
か

不
明

で
あ

る
が

、
今

後
こ

の
よ

う
な

こ
と

が
な

い
様

に
改

善
し

て
ほ

し
い

。
・

救
急

車
の

選
択

順
位

が
高

す
ぎ

る
。

ま
ず

は
、

協
力

医
療

機
関

の
医

師
、

看
護

師
が

現
場

に
来

て
対

応
す

べ
き

だ
と

思
う

。
・

複
数

回
救

急
要

請
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

が
、

対
応

が
ス

ム
ー

ズ
で

は
な

い
。

入
所

時
に

緊
急

時
の

希
望

を
聞

い
て

い
た

と
し

て
も

そ
の

情
報

が
す

ぐ
に

提
供

さ
れ

な
い

。
再

度
家

族
に

確
認

す
る

な
ど

も
見

ら
れ

る
。

施
設

提
携

医
が

搬
送

先
の

決
定

に
関

わ
っ

て
く

れ
な

い
。

・
情

報
が

う
ま

く
取

れ
な

い
。

・
搬

送
先

の
連

絡
が

さ
れ

て
い

な
い

。
・

DN
AR

を
確

認
し

て
い

な
い

。
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出
来

れ
ば

病
院

に
は

連
絡

を
つ

け
て

い
て

欲
し

い
。

家
族

に
は

必
ず

救
急

車
を

呼
ん

だ
こ

と
を

伝
え

て
欲

し
い

。
・

施
設

委
が

施
設

内
に

い
る

場
合

、
救

急
隊

に
申

し
送

り
を

し
て

ほ
し

い
。

（
施

設
看

護
師

や
職

員
に

ま
か

せ
な

い
で

ほ
し

い
）

・
同

乗
は

普
段

の
状

況
を

把
握

し
て

い
る

、
施

設
職

員
が

同
乗

し
て

ほ
し

い
。

（
搬

送
途

上
に

追
加

で
情

報
を

き
く

場
合

に
困

る
）

・
急

激
な

容
体

悪
化

で
は

な
い

事
案

で
、

施
設

サ
イ

ド
が

搬
送

を
希

望
す

る
病

院
が

あ
る

場
合

、
施

設
サ

イ
ド

か
ら

病
院

に
ア

ポ
を

と
っ

て
く

れ
て

い
る

と
、

希
望

通
り

の
病

院
へ

搬
送

で
き

る
可

能
性

が
高

い
。

「
施

設
で

発
生

し
た

も
の

は
、

す
べ

て
救

急
車

で
病

院
へ

行
か

な
く

て
は

い
け

な
い

」
と

考
え

て
い

る
施

設
が

多
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。

施
設

や
家

族
が

対
応

し
て

病
院

受
診

が
可

能
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
事

案
が

散
見

さ
れ

ま
す

。
協

力
病

院
と

の
連

携
を

も
っ

と
窓

に
し

て
ほ

し
い

。
・

軽
症

事
案

で
の

救
急

要
請

。
・

家
族

と
の

連
絡

不
足

。
・

施
設

の
判

断
と

救
急

隊
と

の
考

え
の

違
い

。
・

施
設

の
往

診
医

の
対

応
が

丁
寧

で
は

な
い

。
施

設
か

ら
急

病
の

看
者

が
出

た
と

知
ら

せ
を

聞
い

て
施

設
に

か
け

つ
け

る
訳

で
も

な
く

、
す

ぐ
に

救
急

要
請

を
す

る
。

・
往

診
し

て
い

る
と

き
に

発
生

し
た

急
病

人
に

対
し

て
特

に
処

置
せ

ず
、

11
9を

か
け

て
き

た
事

例
が

あ
っ

た
。

外
傷

で
出

血
し

て
い

て
も

処
置

も
し

て
い

な
い

と
き

も
あ

る
。

救
急

隊
が

到
着

し
た

と
き

に
は

施
設

を
去

っ
て

い
る

な
ど

、
対

応
に

疑
問

に
思

う
。

AC
Pに

該
当

す
る

時
点

で
救

急
業

務
の

対
象

で
は

な
い

。
施

設
に

は
車

両
も

あ
り

、
す

べ
て

の
事

案
が

救
急

車
で

の
搬

送
す

る
必

要
が

あ
る

の
か

疑
問

。
施

設
の

車
両

が
あ

っ
て

も
救

急
車

の
要

請
さ

れ
て

い
る

。
こ

う
い

っ
た

要
請

が
減

れ
ば

、
他

の
重

傷
事

案
に

出
場

で
き

る
。

救
急

車
の

適
正

利
用

が
出

来
て

い
な

い
。

・
心

肺
蘇

生
を

望
ま

な
い

傷
病

者
に

対
し

て
、

救
急

要
請

し
て

い
る

施
設

の
多

く
は

、
医

師
不

在
、

連
絡

が
取

れ
な

い
等

の
理

由
が

多
く

、
現

場
で

、
困

惑
す

る
こ

と
が

多
い

。
・

現
場

で
家

族
に

連
絡

を
取

り
、

任
命

希
望

を
問

い
合

わ
せ

る
と

「
希

望
す

る
」

と
い

う
回

答
が

あ
り

、
搬

送
先

の
医

師
が

困
惑

し
て

い
る

。
・

DN
Rに

つ
い

て
、

施
設

に
よ

っ
て

差
が

あ
る

。
入

所
時

に
し

っ
か

り
と

確
認

し
て

い
る

施
設

も
あ

る
が

、
な

い
と

こ
ろ

も
多

い
。

・
DN

Rの
書

面
に

矛
盾

が
多

い
。

「
気

管
肺

管
を

希
望

す
る

」
が

「
心

臓
マ

ッ
サ

ー
ジ

は
希

望
し

な
い

」
等

。
施

設
と

家
族

と
の

間
で

、
有

事
の

時
の

意
思

決
定

が
な

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

り
、

傷
病

者
の

情
報

が
ま

と
ま

っ
て

い
な

い
時

が
あ

る
。

三
次

へ
搬

送
す

る
か

、
二

次
へ

搬
送

し
、

お
看

取
り

す
る

か
の

判
断

が
で

き
て

い
な

い
為

、
時

間
だ

け
が

過
ぎ

て
し

ま
う

。
（

原
則

、
確

認
が

取
れ

な
い

場
合

は
「

救
命

」
す

る
こ

と
で

活
動

す
る

が
、

そ
う

な
る

と
受

け
入

れ
医

療
機

関
が

な
か

な
か

決
ま

ら
な

く
な

っ
て

し
ま

う
。

「
家

族
の

確
認

が
な

い
と

受
け

入
れ

ら
れ

な
い

」
「

本
当

に
救

命
し

て
い

い
の

か
」

等
の

理
由

に
よ

り
断

ら
れ

る
。

）
急

変
時

の
対

応
を

事
前

に
協

議
し

て
い

な
い

ケ
ー

ス
が

あ
る

。
施

設
が

入
居

者
に

つ
い

て
把

握
し

て
い

な
い

情
報

が
多

く
、

救
急

隊
に

丸
投

げ
し

て
く

る
事

例
が

あ
る

。
（

特
に

夜
間

）
・

施
設

に
よ

っ
て

提
供

さ
れ

る
情

報
の

内
容

・
精

度
に

差
が

あ
り

、
要

請
概

要
や

既
往

症
等

の
把

握
が

難
し

い
場

合
が

あ
る

。
（

特
に

サ
高

住
・

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
等

）
・

DN
AR

・
AC

Pに
関

す
る

施
設

の
ス

タ
ン

ス
が

あ
い

ま
い

で
、

医
師

の
介

入
が

な
い

ま
ま

施
設

の
基

準
で

DN
AR

に
つ

い
て

家
族

承
諾

を
書

面
で

残
し

て
い

る
が

、
か

か
り

つ
け

医
は

内
容

を
把

握
し

て
い

な
い

た
め

、
搬

送
に

時
間

を
要

し
た

こ
と

が
あ

る
。

・
重

症
事

案
（

CP
Aを

含
む

）
等

で
、

施
設

職
員

の
把

握
し

て
い

る
家

族
の

治
療

方
針

と
家

族
連

絡
時

に
示

さ
れ

る
治

療
方

針
が

異
な

る
こ

と
が

あ
る

。
・

「
積

極
的

な
治

療
（

蘇
生

・
延

命
）

は
希

望
し

な
い

が
、

今
の

状
態

を
緩

和
し

て
ほ

し
い

」
等

の
意

思
が

示
さ

れ
た

場
合

、
必

要
な

場
合

は
、

挿
管

や
昇

圧
剤

の
使

用
等

、
救

命
に

直
結

す
る

治
療

が
行

う
こ

と
が

あ
る

こ
と

を
医

師
か

ら
伝

え
る

よ
う

言
わ

れ
た

場
合

等
、

家
族

等
関

係
者

と
医

師
と

の
間

で
板

挟
み

に
な

り
苦

痛
を

感
じ

る
。
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・
施

設
が

提
携

す
る

医
療

機
関

が
、

頼
り

な
い

場
合

が
あ

る
（

連
絡

が
つ

か
な

い
、

救
急

隊
に

全
て

ま
か

せ
て

し
ま

っ
て

い
る

な
ど

）
・

夜
間

、
休

日
も

対
応

で
き

る
医

療
機

関
で

提
携

し
て

い
た

だ
け

る
と

あ
り

が
た

い
。

・
患

者
情

報
は

一
枚

の
紙

に
ま

と
め

る
よ

う
に

し
て

い
た

だ
け

る
と

早
期

の
搬

送
に

つ
な

が
る

。
・

任
意

の
様

式
で

構
わ

な
い

の
で

、
傷

病
者

情
報

（
既

往
症

や
DA

NR
な

ど
）

を
渡

し
て

も
ら

え
る

と
活

動
が

ス
ム

ー
ズ

に
な

る
。

施
設

職
員

が
傷

病
者

の
事

を
把

握
で

き
て

い
な

い
状

況
が

散
見

さ
れ

る
。

・
施

設
側

か
ら

協
力

医
療

機
関

に
連

絡
す

る
と

、
救

急
車

を
呼

ぶ
よ

う
に

よ
く

指
示

さ
れ

て
い

る
よ

う
だ

が
、

ま
ず

往
診

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
（

緊
急

性
が

な
い

場
合

）
往

診
で

き
な

く
て

も
、

ど
こ

か
し

ら
へ

の
受

け
入

れ
態

勢
を

調
整

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
・

看
護

師
が

い
る

施
設

に
対

し
て

、
看

護
師

が
い

れ
ば

あ
る

程
度

の
緊

急
性

は
、

判
断

で
き

る
と

思
う

の
で

、
施

設
の

車
で

の
受

診
や

⺠
間

救
急

の
活

用
も

考
慮

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
施

設
と

医
療

機
関

と
の

連
携

が
薄

く
、

搬
送

先
が

決
ま

り
づ

ら
い

。
ま

た
、

施
設

内
ス

タ
ッ

フ
の

救
急

要
請

時
の

対
応

も
困

る
こ

と
が

多
い

。
（

傷
病

者
の

情
報

が
把

握
で

き
て

い
な

い
、

家
族

と
連

絡
が

取
れ

な
い

等
）

・
利

用
者

（
居

住
者

）
の

家
族

が
い

る
建

前
、

少
し

の
症

状
の

悪
化

で
も

、
施

設
関

係
者

は
、

救
急

要
請

を
せ

ざ
る

を
得

な
い

傾
向

に
あ

る
。

・
CP

A等
の

傷
病

者
が

発
生

し
て

も
、

DN
AR

の
覚

書
文

書
等

の
な

い
施

設
が

あ
り

、
夜

間
帯

、
家

族
と

連
絡

が
取

れ
ず

、
二

次
選

定
、

三
次

選
定

と
困

る
事

案
が

発
生

す
る

。
・

救
急

要
請

す
る

ま
で

時
間

が
か

か
っ

て
い

る
。

（
往

診
医

に
状

況
を

説
明

し
て

救
急

搬
送

の
可

否
を

確
認

し
、

そ
の

後
、

家
族

に
連

絡
し

、
家

族
が

施
設

に
到

着
し

て
か

ら
救

急
要

請
し

て
い

る
。

）
・

施
設

に
何

台
も

送
迎

用
の

車
が

あ
る

の
だ

か
ら

、
そ

の
車

で
病

院
ま

で
連

れ
て

行
く

こ
と

は
で

き
な

い
の

か
。

・
バ

イ
ス

タ
ン

ダ
ー

CP
Rさ

れ
て

い
る

こ
と

が
ほ

ぼ
な

い
。

・
AE

Dを
使

用
し

て
い

な
い

。
・

延
命

に
つ

い
て

の
確

認
を

し
て

い
な

い
。

施
設

職
員

の
中

に
は

、
患

者
が

救
急

要
請

さ
れ

る
ま

で
の

経
緯

や
患

者
本

人
の

情
報

（
AD

L、
既

往
症

等
）

を
こ

ち
ら

が
聞

い
て

も
答

え
ら

れ
な

い
。

あ
る

い
は

、
情

報
を

聴
取

す
る

ま
で

に
時

間
が

か
か

る
こ

と
が

あ
る

た
め

、
日

頃
か

ら
救

急
要

請
時

に
は

、
患

者
情

報
等

を
迅

速
に

伝
達

で
き

る
よ

う
に

準
備

を
し

て
お

い
て

ほ
し

い
。

救
急

要
請

が
頻

回
な

施
設

に
お

い
て

で
も

、
傷

病
者

情
報

の
提

供
が

遅
い

こ
と

が
多

い
。

共
通

の
情

報
提

供
の

様
式

等
が

あ
れ

ば
良

い
。

延
命

に
対

す
る

家
族

の
希

望
等

、
重

要
事

項
が

明
確

で
な

い
場

合
が

あ
る

。
・

施
設

の
車

両
等

で
対

応
で

き
る

場
合

が
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
救

急
要

請
を

行
っ

て
い

る
事

が
多

い
と

思
い

ま
す

。
・

軽
症

と
判

断
で

き
る

場
合

で
も

、
救

急
車

を
利

用
し

て
い

る
事

が
多

い
と

思
い

ま
す

。
か

か
り

つ
け

医
や

提
携

医
と

の
連

携
が

不
足

し
て

い
る

と
感

じ
る

こ
と

が
非

常
に

多
い

。
傷

病
者

の
情

報
や

延
命

の
希

望
の

有
無

の
回

答
が

分
か

ら
な

か
っ

た
り

、
遅

い
こ

と
が

散
見

さ
れ

る
。

施
設

間
で

の
対

応
の

差
に

か
な

り
の

開
き

を
感

じ
る

。
救

急
要

請
の

内
容

と
し

て
、

転
倒

し
受

傷
と

肺
炎

疑
い

が
非

常
に

多
く

感
じ

る
。

社
会

的
に

対
応

が
必

要
で

は
な

い
か

。
施

設
職

員
の

方
々

が
詳

細
を

知
ら

な
い

。
施

設
職

員
が

傷
病

者
の

事
を

把
握

し
て

い
な

い
。

（
既

往
症

、
普

段
の

AD
L、

意
識

状
態

、
提

携
病

院
の

有
無

）
利

用
者

の
デ

ー
タ

を
必

ず
提

出
し

て
ほ

し
い

。
「

よ
く

わ
か

ら
な

い
」

と
言

わ
れ

て
も

救
急

隊
は

こ
ま

っ
て

し
ま

う
。

急
を

要
す

る
状

態
の

場
合

は
、

医
師

や
家

族
と

必
ず

連
絡

が
と

れ
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
・

傷
病

者
の

情
報

を
し

っ
か

り
ま

と
め

て
い

る
施

設
と

そ
う

で
な

い
施

設
が

あ
り

、
病

院
選

定
開

始
ま

で
の

時
間

に
差

が
あ

る
よ

う
に

思
う

。
・

ま
た

、
救

急
側

が
ど

ん
な

情
報

を
求

め
て

い
る

の
か

伝
え

て
い

く
、

情
報

の
共

有
化

が
必

要
と

感
じ

て
い

る
。
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・
往

診
医

施
設

医
か

ら
の

説
明

が
ほ

と
ん

ど
な

い
。

・
施

設
で

利
用

者
の

情
報

が
ま

と
ま

っ
て

い
な

か
っ

た
り

、
更

新
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
が

多
い

。
施

設
と

し
て

救
急

要
請

が
初

め
て

で
は

な
い

は
ず

だ
が

、
傷

病
者

情
報

が
把

握
さ

れ
て

お
ら

ず
、

情
報

聴
取

に
時

間
が

か
か

る
。

利
用

者
の

情
報

が
ま

と
ま

っ
て

お
ら

ず
、

時
間

が
か

か
る

た
め

改
善

が
必

要
。

DN
AR

な
ど

の
情

報
は

書
面

の
み

で
な

く
、

家
族

に
直

接
電

話
等

で
確

認
し

て
頂

き
た

い
。

と
に

か
く

施
設

は
件

数
が

多
い

。
高

齢
者

が
多

い
の

で
、

や
む

を
得

な
い

所
も

あ
る

が
、

施
設

の
車

や
家

族
の

車
等

で
い

け
そ

う
な

事
案

も
あ

る
様

に
感

じ
ま

す
。

情
報

が
少

な
い

。
DN

AR
な

ど
を

確
認

し
て

い
な

い
。

延
命

希
望

な
し

の
入

居
者

が
CP

Aの
場

合
、

施
設

医
が

看
取

り
を

す
る

。
（

他
地

域
施

設
は

施
設

医
看

取
り

が
あ

っ
た

。
）

延
命

希
望

な
し

の
入

居
者

CP
Aを

搬
送

と
な

っ
た

時
、

本
来

の
救

急
活

動
（

延
命

を
主

眼
と

す
る

）
と

の
矛

盾
を

感
じ

る
。

情
報

聴
取

が
難

し
い

救
急

搬
送

に
関

し
て

、
説

明
し

て
も

ご
理

解
い

た
だ

け
な

い
こ

と
が

あ
り

、
対

応
に

苦
慮

し
て

い
る

。
・

既
往

症
が

把
握

で
き

て
い

な
い

。
情

報
聴

取
に

苦
慮

す
る

こ
と

が
多

い
。

・
救

急
隊

に
申

し
送

り
す

る
テ

ン
プ

レ
ー

ト
等

を
作

成
す

る
と

病
院

搬
送

ま
で

ス
ム

ー
ズ

に
行

く
と

思
う

。
・

か
か

り
つ

け
医

と
連

携
を

密
に

し
て

、
医

療
機

関
選

定
に

活
か

せ
る

と
思

う
。

施
設

の
車

で
対

応
可

能
で

、
救

急
車

で
行

く
必

要
の

な
い

非
緊

急
事

案
が

散
見

さ
れ

る
。

医
療

従
事

者
で

あ
っ

て
も

、
救

急
車

の
適

性
利

用
に

つ
い

て
理

解
さ

れ
て

い
な

い
印

象
を

受
け

る
こ

と
が

あ
る

。
容

態
変

化
時

の
対

応
（

2次
へ

搬
送

か
3次

へ
搬

送
）

を
本

人
、

家
族

に
聞

い
て

い
な

い
。

・
施

設
職

員
が

あ
わ

て
て

い
た

り
、

す
ぐ

現
場

か
ら

い
な

く
な

っ
た

り
、

必
要

な
情

報
が

効
率

的
に

取
れ

な
い

こ
と

が
非

常
に

多
い

。
・

提
携

医
療

機
関

が
ク

リ
ニ

ッ
ク

で
あ

っ
た

り
、

提
携

病
院

を
知

ら
な

い
施

設
が

非
常

に
多

い
。

・
夜

間
帯

な
ど

職
員

の
数

が
少

な
い

時
間

で
あ

る
と

同
乗

を
断

る
職

員
が

多
い

。
・

施
設

に
よ

っ
て

は
「

救
急

隊
に

丸
投

げ
」

の
意

識
を

よ
く

感
じ

る
。

こ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

施
設

の
意

識
が

少
し

で
も

変
化

す
れ

ば
、

幸
い

で
す

。
AC

Pは
な

い
が

DN
AR

は
多

々
扱

っ
て

い
る

。
CP

Aで
は

な
く

、
DN

AR
が

あ
る

場
合

、
搬

送
に

大
変

困
っ

て
い

る
。

DN
AR

が
あ

る
な

ら
、

救
急

車
を

呼
ば

ず
、

施
設

応
診

医
に

き
て

も
ら

う
事

を
必

須
に

す
べ

き
で

あ
る

と
強

く
感

じ
る

。
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